
　
　
　

は
じ
め
に

　

萩
藩
領
内
の
山
陽
道
宿
駅
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
萩
藩
法
令
及
び
藩
庁

の
編
纂
史
料
を
基
礎
に
し
た
田
中
誠
二
氏
に
よ
る
宿
駅
制
の
整
備（

１
）、

小
川
国
治

氏
に
よ
る
特
権
通
行
等
の
継
送
り
と
休
泊（

２
）に

つ
い
て
の
考
察
が
あ
る
。

　

山
口
大
学
図
書
館
所
蔵
の
林
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
前
号
の
拙
稿（

３
）に

お
い
て

林
勇
蔵
家
の
職
歴
と
累
積
文
書
に
み
ら
れ
る
顕
著
な
特
色
に
つ
い
て
考
察
を
試

み
た
。
林
家
文
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
二
〇
一
一
年
春
、
林
家
所
蔵
の
履

歴
関
係
史
料（

４
）の

調
査
に
よ
り
、
新
た
に
歴
代
当
主
の
職
歴
情
報
が
得
ら
れ
た
こ

と
を
契
機
に
、
旧
来
の
分
類
と
は
別
に
林
家
の
役
職
と
の
関
連
で
分
類
す
る
史

料
区
分
を
行
い
、「
史
料
構
成（

５
）」

の
デ
ー
タ
項
目
を
設
定
し
て
表
記
し
た
。
そ

の
際
、
累
積
文
書
群
の
中
に
伝
存
す
る
天
明
～
明
治
初
年
の
五
〇
年
に
わ
た
る

小
郡
宿
史
料
一
九
六
点
が
、
ほ
ぼ
大
庄
屋
職
の
も
と
で
作
成
・
授
受
・
保
管
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

近
世
の
山
陽
道
（
公
称
は
中
国
路
）
は
脇
往
還
の
位
置
づ
け
で
、
幕
府
の
通

行
規
制
が
道
中
奉
行
の
管
轄
の
も
と
で
適
用
さ
れ
た
五
街
道
と
は
異
な
り
、
各

領
主
に
整
備
・
管
理
運
営
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。
宿
駅
の
主
機
能
は
継
送
り
（
輸

送
）・
と
休
泊
（
昼
休
み
と
泊
り
）
を
柱
と
し
、
幕
府
の
規
制
も
こ
の
両
機
能

に
対
し
て
発
揮
さ
れ
た
。

　

藤
澤
晋
氏
は
『
近
世
封
建
交
通
史
の
構
造
的
研
究（

６
）』

に
お
い
て
、
人
馬
使
用

上
の
特
権
を
付
与
さ
れ
公
的
な
宿
駅
施
設（
宿
駅
常
備
伝
馬
人
足
定
数
と
助
郷
）

の
利
用
を
許
可
さ
れ
た
通
行
身
分
に
着
目
し
、
特
権
の
内
容
と
そ
の
形
成
過
程

を
幕
府
規
制
の
分
析
に
よ
り
解
明
し
た
。
そ
の
結
果
、
幕
府
の
設
定
し
た
特
権

通
行
は
、
特
権
付
与
者
・
特
権
人
馬
賃
銭
・
特
権
人
馬
数
の
格
差
に
よ
っ
て
、

「
幕
府
御
用
通
行
三
類
型
」（
朱
印
人
馬
無
賃
、
証
文
人
馬
無
賃
、
御
用
人
馬
御

定
賃
銭
）
と
「
諸
侯
・
家
中
人
馬
御
定
人
馬
賃
銭
通
行
類
型
」
と
で
構
成
さ
れ

る
体
系
的
な
階
層
構
造
を
な
し
、
そ
れ
ら
の
特
権
か
ら
除
外
さ
れ
た
「
一
般
庶

民
人
馬
相
対
賃
銭
通
行
類
型
」
を
併
せ
て
、
近
世
封
建
交
通
の
構
造
的
な
全
体

像
の
把
握
を
提
起
し
た
。

　

そ
し
て
、
特
権
通
行
継
送
り
施
設
と
し
て
の
宿
駅
常
備
伝
馬
人
足
定
数
と
助

郷
の
設
定
に
つ
い
て
、
山
陽
道
全
般
を
視
野
に
入
れ
五
街
道
と
の
関
連
に
お
い

て
把
握
す
る
と
と
も
に
、
備
中
矢
掛
宿
本
陣
石
井
家
文
書
（
現
、
岡
山
県
立
博

　
　
　
林
家
文
書
の
小
郡
宿
史
料
群

　
　
　
　
　
　
　

─
─	

宰
判
大
庄
屋
と
山
陽
道
宿
駅
の
運
営	

─
─

�

中
　
野
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物
館
寄
託
）
の
宝
暦
か
ら
文
化
に
か
け
て
の
宿
駅
史
料
を
中
心
に
、
実
際
通
行

の
人
馬
使
用
形
態
と
継
送
り
側
の
経
済
的
負
担
を
特
権
通
行
類
型
別
に
検
出
す

る
こ
と
に
よ
り
、
通
行
者
の
特
権
の
差
異
と
経
済
的
負
担
度
と
の
構
造
的
関
連

性
に
つ
い
て
「
法
則
的
構
造
的
」
な
実
態
把
握
に
よ
る
解
明
を
行
っ
た
。

　

上
述
の
田
中
、
小
川
氏
の
考
察
は
、
藤
澤
氏
の
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
を
踏

ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
同
様
の
視
点
に
立
ち
な
が
ら
、林
家
文
書
（
山
口
大
学
図
書
館
所
蔵
）

の
小
郡
宿
史
料
群
を
対
象
に
、
萩
藩
の
山
陽
道
宿
駅
の
主
機
能
と
特
権
諸
通
行

に
よ
る
経
済
負
担
の
構
造
化
に
着
目
し
て
考
察
を
試
み
る
。

　

そ
の
場
合
、
山
口
県
文
書
館
に
も
藩
庁
で
編
纂
さ
れ
た
特
権
通
行
関
係
の
史

料
が
若
干
伝
存
す
る
の
で
併
せ
て
検
討
し
た
い
。ま
た
、筆
者
が
従
前
に
関
わ
っ

た
備
中
矢
掛
宿（

７
）と

の
比
較
も
視
野
に
入
れ
て
、
脇
往
還
山
陽
道
に
共
通
す
る
法

則
性
と
多
様
性
の
把
握
を
意
識
し
な
が
ら
考
察
を
試
み
た
い
。

　

な
お
、
林
家
文
書
は
一
部
山
口
県
文
書
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中

に
幕
末
維
新
期
の
継
送
り
と
宿
駅
の
財
政
改
革
（
仕
組
）
に
関
す
る
重
要
な
史

料
が
伝
存
す
る
。

　
　
　

一　

小
郡
宿
史
料
群
の
構
成
と
特
色

　
　
　
　

１　

大
庄
屋
職
と
伝
存
史
料

　

本
稿
で
扱
う
林
家
文
書
の
小
郡
宿
史
料
群
は
、
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
は

一
九
六
件
（
タ
イ
ト
ル
数
）
あ
り
、
こ
れ
ら
は
宿
駅
に
関
す
る
役
職
に
お
い
て

作
成
・
授
受
・
保
管
さ
れ
た
文
書
群
で
、
小
郡
宿
通
行
に
関
し
て
村
方
で
作
成

さ
れ
た
史
料
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
小
郡
宿
は
萩
藩
の
地
方
支
配
機
構
で
あ
る

宰
判
制
度
の
小
郡
宰
判
に
所
属
し
、
下
郷
の
津
市
に
設
置
さ
れ
た
。
津
市
は
宰

判
の
要
衝
の
地
で
あ
り
、
勘
場
（
宰
判
の
役
所
、
明
治
元
年
一
一
月
、
裁
判
署

と
改
称
）
も
こ
こ
に
置
か
れ
た
。

　

萩
藩
の
財
政
帳
簿
の
会
計
年
度
は
当
該
年
の
九
月
～
翌
年
八
月
迄
で
あ
る
。

原
史
料
の
表
題
に
年
度
は
必
ず
し
も
記
載
さ
れ
な
い
。
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

は
こ
の
点
を
補
う
た
め
内
容
年
次
等
を
付
与
し
て
年
度
を
判
断
で
き
る
情
報
を

提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
小
郡
宿
史
料
群
を
年
度
別
に
区
分
す
る
と
、

目
録
タ
イ
ト
ル
数
に
よ
る
史
料
件
数
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

①
天
明
七
年
分
（
天
明
七
年
九
月
～
八
年
八
月
）	

一
一
件　

　

②
安
政
二
年
分
（
安
政
二
年
九
月
～
三
年
八
月
）	

四
二
件　

　

③
安
政
四
年
分
（
安
政
四
年
九
月
～
五
年
八
月
）	

一
件　

　

④
文
久
元
年
分
（
文
久
元
年
九
月
～
二
年
閏
八
月
）	

九
二
件　

　

⑤
文
久
二
年
分
（
文
久
二
年
九
月
～
文
久
三
年
八
月
）	

三
件　

　

⑥
文
久
三
年
分
（
文
久
三
年
九
月
～
元
治
元
年
八
月
）	

三
件　

　

⑦
元
治
元
年
分
（
元
治
元
年
九
月
～
慶
応
元
年
八
月
）	

一
五
件　

　

⑧
慶
応
元
～
二
年
分

（
慶
応
元
年
九
月
～
二
年
八
月	

一
三
件　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
慶
応
二
年
九
月
～
三
年
八
月
）	

五
件　

　

⑨
慶
応
三
～
明
治
元
年
分

（
慶
応
三
年
九
月
～
明
治
元
年
八
月
）	

七
件　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
明
治
元
年
九
月
～
二
年
八
月
）	

二
件　

　

右
の
年
度
区
分
を
林
家
履
歴（

８
）と

照
合
す
る
と
、
①
天
明
七
年
分
（
一
七
八
七
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～
八
八
）
一
一
件
は
七
代
文
左
衛
門
が
大
庄
屋
に
昇
任
し
た
同
年
八
月
以
降
の

一
年
分
の
も
の
で
あ
る
。
②
か
ら
⑨
は
一
〇
代
勇
蔵
に
関
す
る
も
の
で
一
八
三

点
あ
る
。
そ
の
う
ち
②
安
政
二
年
分
（
一
八
五
五
～
五
六
）
四
二
件
は
勇
蔵
が

大
庄
屋
に
昇
任
し
た
直
後
の
一
年
分
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
④
文
久
元
年
分

（
一
八
六
一
～
六
二
）
九
二
件
、⑦
元
治
元
年
分
（
一
八
六
四
～
六
五
）
一
五
件
、

⑧
慶
応
元
～
二
年
分
（
一
八
六
五
～
六
六
）
一
八
件
も
勇
蔵
の
大
庄
屋
就
任
期

間
の
も
の
で
、
勇
蔵
の
大
庄
屋
職
に
か
か
わ
る
も
の
は
計
一
六
七
件
あ
る
。
そ

の
外
の
⑤
文
久
二
年
分
と
⑥
文
久
三
年
分
の
計
六
件
は
非
番
大
庄
屋
職
、
③
安

政
四
年
分
と
⑨
慶
応
三
～
明
治
元
年
分
（
一
八
六
七
～
六
八
）
の
計
一
〇
件
は

恵
米
方
就
任
期
間
の
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
林
家
文
書
に
伝
存
す
る
小
郡
宿
史
料
群
は
当
主
の
大
庄
屋
職
在

任
期
間
の
も
の
が
主
体
を
占
め
る
。
恵
米
方
に
つ
い
て
は
前
述
の
拙
稿
で
考
察

を
試
み
た
よ
う
に
、
職
制
上
は
大
庄
屋
補
佐
役
と
は
い
え
、
大
庄
屋
と
の
ス
ラ

イ
ド
交
代
制
を
常
態
と
し
、
実
質
的
な
職
務
内
容
は
宰
判
の
修
補
制
度
を
運
用

す
る
今
日
の
経
理
・
財
務
の
主
管
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
林
家
文
書
に
伝
存
す
る
小
郡
宿
史
料
は
四
点
（
タ
イ

ト
ル
数
）
あ
り
、
そ
の
う
ち
明
治
四
年
六
月
「
元
治
元
子
年
よ
り
明
治
弐
巳
年

迄
六
ケ
年
分　

南
吉
敷
部
津
市
宿
人
馬
賃
銀
仕
詰
帳（

９
）」（

袋
表
書
に
よ
る
）
は

勇
蔵
の
諸
郡
勧
農
方
大
庄
屋
在
任
中）

（（
（

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
山
口
大
学
所
蔵

の
元
治
以
降
（
⑦
～
⑨
）
の
史
料
の
中
核
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
明
治
二
年
一

〇
月
、
小
郡
宰
判
は
小
郡
部
（
明
治
四
年
九
月
南
吉
敷
部
）
に
改
称
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
小
郡
宿
史
料
群
の
伝
存
状
況
は
、「
勘
場
役
人
」
勇
蔵
と
宰

判
（
部
）
管
轄
の
山
陽
道
宿
駅
小
郡
宿
と
の
か
か
わ
り
の
重
要
性
を
示
唆
す
る

も
の
と
い
え
よ
う
。
祖
父
文
左
衛
門
の
史
料
も
勇
蔵
の
判
断
に
よ
り
、
後
述
す

る
天
明
七
年
沙
汰
書
に
関
し
て
永
久
保
存
を
行
う
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測

し
て
い
る
。

　
　
　
　

２　

史
料
群
の
特
性

　

小
郡
宿
史
料
群
の
う
ち
、
大
庄
屋
文
左
衛
門
の
天
明
七
年
分
、
及
び
大
庄
屋

勇
蔵
の
安
政
二
年
分
、
文
久
元
年
分
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
ま
り
に
は
相
互
関
連

性
が
あ
り
、
中
心
は
大
庄
屋
が
作
成
し
た
当
該
年
度
の
「
請
払
」
決
算
書
で
、

そ
の
外
は
「
払
」
の
内
訳
費
目
の
証
拠
と
な
る
「
仕
出
帳
」「
仕
詰
帳
」「
入
目

帳
」「
附
立
帳
」
等
の
帳
面
類
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
は
宿
駅
の
輸
送
機
能

の
う
ち
休
泊
（
昼
休
み
と
泊
り
）
と
送
迎
に
要
し
た
賄
入
目
・
諸
入
目
に
つ
い

て
の
も
の
で
、
継
送
り
に
関
し
て
は
、
そ
れ
に
要
し
た
諸
費
用
は
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
負
担
の
中
心
と
な
る
人
馬
賃
銭
関
係
は
一
切
含
ま
れ
て
い
な
い
。
通

行
者
別
の
継
送
り
人
馬
使
用
に
関
す
る
記
録
も
見
あ
た
ら
な
い
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
萩
藩
領
で
は
継
送
り
施
設
と
し
て
の
「
助
郷
」
を
設

置
せ
ず
、
村
方
か
ら
の
人
馬
出
役
は
「
足
役
抨
」（
あ
し
や
く
な
ら
し
）
と
称

し
て
村
民
が
負
担
す
る
主
要
な
夫
役
の
ひ
と
つ
と
し
て
賦
課
さ
れ
、
出
役
人
馬

へ
の
賃
銭
支
払
い
は
「
足
役
抨
帳
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
の
足
役
抨
帳
に
よ
っ
て
把
握
で
き
る
の
は
、
村
内
畦

頭
の
各
組
別
に
出
役
し
た
人
馬
数
と
そ
の
補
償
額
等
で
あ
る
。

　

大
庄
屋
作
成
の
天
明
七
年
分
決
算
書
の
表
題
は
「
長
崎
御
奉
行
・
公
料
御
役
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人
・
御
銀
送
り
・
異
国
人
其
外
通
路
諸
入
目
受
払
御
印
判
帳
」
で
、
内
容
は
幕

府
御
用
通
行
の
み
で
あ
っ
た
。
安
政
二
年
分
以
降
の
表
題
は
「
公
料
御
役
人
様

其
外
御
通
路
入
目
帳
」（
文
久
元
年
分
以
降
は
「
諸
入
目
帳
」）
と
な
り
、
内
容

は
幕
府
御
用
通
行
と
大
名
通
行
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
久
三
年
分
、

元
治
元
年
分
の
も
の
も
伝
存
す
る
が
、内
容
は
そ
れ
ま
で
の
も
の
と
は
一
変
し
、

萩
藩
領
の
山
陽
道
宿
駅
に
大
き
な
変
動
の
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
文
久
元
年
分
ま
で
は
丸
尾
崎
通
行
も
含
ま
れ
て
い
る
。
但
し
、
継
送

り
と
同
様
に
、
街
道
通
行
に
お
け
る
人
馬
賃
銀
に
相
当
す
る
舸
子
（
水
主
）
の

賃
銀
関
係
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

丸
尾
崎
港
は
岐
波
村
内
の
岐
波
浦
南
に
位
置
す
る
岬
に
設
け
ら
れ
た
新
港
で

小
郡
宰
判
の
管
轄
で
あ
っ
た
。
上
関
か
ら
下
関
の
中
間
地
点
に
あ
た
り
、
難
船

事
件
を
契
機
に
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
幕
府
か
ら
築
港
を
許
可
さ
れ
、
翌
八

年
波
戸
が
完
成
し
た
。
御
番
所
が
設
け
ら
れ
て
藩
の
役
人
を
置
き
取
締
ま
り
を

行
っ
た）

（（
（

。
丸
尾
崎
御
番
所
役
人
は
小
郡
宰
判
の
勘
場
に
配
属
さ
れ
手
当
が
支
給

さ
れ
た）

（（
（

。
小
郡
宰
判
は
海
上
通
行
の
特
権
通
行
者
が
寄
港
し
た
場
合
は
、
一
行

の
船
と
舸
子
を
調
達
し
進
物
の
提
供
を
行
っ
た
。
林
家
文
書
に
は
一
〇
代
勇
蔵

の
大
庄
屋
就
任
期
間
に
当
た
る
安
政
二
年
分
・
二
通
行
五
件
、
文
久
元
年
分
・

三
通
行
六
件
の
史
料
が
伝
存
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
丸
尾
崎
御
番
所
・
硝
煙

蔵
等
の
施
設
・
道
具
修
繕
関
係
な
ど
一
〇
件
の
史
料
が
あ
る
。

　

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
小
郡
宿
史
料
群
の
特
性
に
着
目
し
て
、
特
権
諸
通

行
の
休
泊
と
経
費
負
担
の
構
造
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　

二　

天
明
七
年
の
特
権
通
行
休
泊
補
償
の
定
法
化

　
　
　
　

１　

小
郡
宰
判
へ
の
沙
汰
書

　

前
述
の
天
明
七
年
分（
一
七
八
七
～
八
八
）の
大
庄
屋
決
算
書（「
御
印
判
帳
」）

は
表
紙
に
「
大
庄
屋
元
」
と
明
記
さ
れ
、同
年
九
月
付
け
の
も
の
で
あ
る
。「
御

印
判
帳
」
と
あ
る
が
、
奥
書
に
大
庄
屋
、
算
用
方
、
小
郡
代
官
の
署
名
・
印
判

は
な
く
、
控
の
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
文
書
は
虫
損
等
に
よ
る
痛
み
、
劣
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
冒
頭
に
重
要

な
文
書
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
七
代
文
左
衛
門
が
大
庄
屋
に
昇

任
し
た
同
年
八
月
の
直
前
、
七
月
付
け
で
、
萩
藩
当
職）

（（
（

裏
判
役
・
椋
梨
半
兵
衛）

（（
（

か
ら
小
郡
宰
判
代
官
・
乃
美
五
郎
吉
宛
て
出
さ
れ
た
次
の
「
覚
」
で
あ
る
。
解

読
に
は
木
部
和
昭
教
授
の
御
教
示
を
得
た
（［　

］
内
は
虫
損
の
た
め
推
測
に

よ
る
判
読
）。

　
　
　
　

覚

　

一
米
五
拾
三
石
七
斗
定

　
　
　
　

内
、
四
拾
壱
石
七
斗　

下
郷

　
　
　
　
　
　

拾
弐
石

　
　
　

三
拾
四
石

　
　
　
　

但
、	
長
崎
御
奉
行
、
御
勘
定
方
御
普
請
役
通
路
入
目
并
ニ
御
茶
屋
作

事
入
目
六
石
共
ニ
右
之
辻

五
四



　
　
　

拾
五
石
九
斗

　
　
　
　

但
、
大
公
儀
御
役
人
、
御
銀
送
り
等
同
断

　
　
　

三
石
八
斗

　
　
　
　

但
、
異
国
人
同
断

　

右
下
筋
御
大
名
并
ニ
長
崎
御
奉
行
御
通
路
、
大
公
儀
御
役
人
、
御
銀
送
り
、

異
国
人
等
通
路
、
御
茶
屋
作
事
入
目
共
ニ
其
度
毎
両
人
所）

（（
（

申
出
、
公
米
銀
被
立

下
来
候
處
、
入
用
ニ
而
も
区
々
、
其
上
地
下
向
諸
沙
汰
簡
ニ
被
仰
付
度
、
於
郡

方
此
内
年
々
之
抨
彼
是
詮
議
之
上
、
前
書
之
辻
年
々
定
法
ニ
し
て
九
月
よ
り
翌

八
月
ま
て
一
勘
定
江
対
し
御
代
官
所
江
渡
切
を
以
被
相
任
候
条
、
い
か
樣
共
於

御
代
官
所
諸
事
小
詰
被
遂
詮
議
、
右
御
仕
渡
を
以
年
々
過
不
足
之
義
ハ
ゆ
り
合

せ
を
以
御
間
合
候
様
ニ
可
有
其
沙
汰
候
、
尤
御
茶
屋
建
替
等
大
立
候
儀
御
仕
渡

［
を
以
］
不
行
届
分
ハ
是
迄
之
通
両
人
所
被
申
出
候
ハ
ヽ
評
義
之
上
其
沙
汰
可

被
仰
付
候
、
此
証
拠
物
根
物
ニ
し
て
一
ツ
書
之
辻
米
当
未
ノ
秋
よ
り
御
本
米
之

内
払
ニ
相
立
遂
御
勘
定
候
様
ニ
旁
可
有
其
沙
汰
候
、
御
方
御
役
交
代
之
節
ハ
旁

之
趣
後
役
々
々
江
可
被
申
伝
候
、
以
上

　
　
　

天
明
七
未
ノ

　
　
　
　
　
　

七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

椋
［
梨
］
半
兵
衛

　
　
　
　
　

乃
美
五
郎
吉
殿

　

こ
の
沙
汰
書
は
、
山
陽
道
通
行
の
長
崎
奉
行
、
勘
定
役
（
方
）
普
請
役
、
御

銀
、
幕
府
役
人
、
異
国
人
（
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
江
戸
参
府）

（（
（

）
の
い
わ
ゆ
る
幕
府

御
用
通
行
、
及
び
九
州
の
参
勤
交
代
大
名
を
含
め
た
特
権
諸
通
行
の
「
通
路
入

目
」
補
償
仕
法
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。「
通
路
」
は
萩
藩
領
の
常
用
語
で

通
行
と
同
義
で
あ
る
。
但
し
、「
通
路
入
目
」
の
内
容
範
囲
が
特
権
諸
通
行
の

継
送
り
と
休
泊
に
わ
た
る
も
の
か
ど
う
か
は
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

　

沙
汰
書
の
趣
旨
は
、
右
の
「
通
路
入
目
」
に
つ
い
て
、
従
来
は
宰
判
か
ら
そ

の
都
度
藩
の
蔵
元
両
人
役
に
申
し
出
て
公
米
銀
の
支
給
を
受
け
て
き
た
が
、
詮

議
を
経
た
う
え
、手
続
き
の
簡
素
化
を
図
る
う
え
か
ら
も
、小
郡
宰
判（
代
官
所
）

に
対
し
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
秋
以
降
、「
御
本
米
之
内
」
か
ら
米
五
三
石

七
斗
（
御
茶
屋
作
事
入
目
六
石
を
含
む
）
を
毎
年
「
定
法
」
と
し
て
支
給
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。「
御
本
米
」（
本
勘
米
）
は
年
貢
と
し
て
収
納
さ
れ
た

藩
庫
の
公
米
で
あ
る
。
文
面
か
ら
従
来
の
経
費
支
弁
の
あ
り
方
を
改
め
、
新
た

に
補
償
仕
法
を
沙
汰
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
代
官
所
、
つ
ま
り
宰
判
の
責
任
で
運
用
し
過
不
足
を
調
整
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
基
本
額
で
不
足
す
る
よ
う
な
御
茶
屋
建
替
等
の
高
額
入
目
の
案

件
は
従
来
ど
お
り
蔵
元
両
人
役
に
届
け
沙
汰
を
得
る
こ
と
、こ
の
沙
汰
書
を「
根

物
」、
根
本
の
証
拠
物
と
し
て
天
明
七
年
秋
か
ら
「
勘
定
」（
請
払
）
を
す
る
こ

と
、
後
任
の
役
人
へ
申
し
送
り
を
す
る
こ
と
な
ど
が
通
達
さ
れ
て
い
る
。

小
郡
宰
判
は
天
明
六
年
一
一
月
徳
地
宰
判
と
と
も
に
三
田
尻
宰
判
へ
合
併
さ

れ
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
七
月
復
活
し
た）

（（
（

。
折
か
ら
田
中
誠
二
氏
に
よ
り

著
書
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』
所
収
の
「
萩
藩
郡
村
費
の
研
究）

（（
（

」
に
お
い
て
解

明
さ
れ
た
「
天
明
六
年
仕
法
替
」
の
時
期
に
当
た
る
。

　

天
明
六
年
実
施
さ
れ
た
萩
藩
郡
村
費
の
仕
法
替
（
仕
組
、
行
政
改
革
を
伴
う

五
五



財
政
改
革
）
の
柱
の
一
つ
は
期
限
付
き
「
寄
せ
宰
判
」
で
寛
政
二
年
に
は
以
前

に
戻
さ
れ
た
。
も
う
一
つ
の
柱
は
郡
村
費
そ
の
も
の
の
仕
法
替
え
で
あ
っ
た）

（（
（

。

右
の
沙
汰
書
も
そ
の
趣
意
か
ら
こ
の
改
革
の
一
環
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
天
明
七
年
分
の
小
郡
宰
判
「
印
判
帳
」
は
、

郡
村
費
改
革
の
た
だ
中
に
、
山
陽
道
特
権
通
行
の
経
費
補
償
に
つ
い
て
実
施
さ

れ
た
「
定
法
」
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、か
つ
郡
村
費
「
大
印
帳
」

の
よ
う
な
「
御
用
印
帳）

（（
（

」
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
沙
汰
書
に
掲
げ
ら
れ
た
個
別
の
幕
府
御
用
通
行
は
小
郡
宿
の
常
連
で

あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
同
時
期
の
備
中
矢
掛
宿
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
。
主
要

通
行
の
用
務
・
特
権
等
を
藤
澤
前
掲
書
に
よ
っ
て
要
約
し
て
お
き
た
い）

（（
（

。

　

ま
ず
、
長
崎
奉
行
は
遠
国
奉
行
中
も
っ
と
も
重
要
な
役
職
で
あ
り
、
大
身
の

旗
本
で
有
能
な
士
か
ら
選
任
さ
れ
、
離
任
後
も
ほ
と
ん
ど
は
勘
定
奉
行
等
の
幕

閣
の
要
職
に
就
任
し
た
。
正
徳
四
～
天
保
一
四
年
（
一
七
一
四
～
一
八
四
三
）

の
間
は
長
崎
在
勤
、
在
府
各
一
人
で
毎
年
交
代
に
よ
る
江
戸
─
長
崎
間
を
往
来

す
る
赴
任
と
帰
府
通
行
が
あ
り
、
供
立
人
数
は
二
〇
〇
人
規
模
で
あ
っ
た
。
但

し
、
通
行
類
型
は
「
御
用
人
馬
御
定
賃
銭
通
行
」
の
類
型
で
人
馬
使
用
上
の
特

権
と
し
て
は
無
賃
使
用
が
認
め
ら
れ
ず
、
正
規
の
手
続
き
（
先
触
状
）
で
発
注

し
た
人
馬
の
み
御
定
賃
銭
、
そ
れ
以
外
は
相
対
賃
銭
使
用
と
さ
れ
た
。

　

次
に
長
崎
へ
の
勘
定
役
普
請
役
通
行
は
、
身
分
は
御
目
見
以
下
の
軽
輩
で
一

行
の
供
立
も
一
〇
人
程
度
の
小
規
模
通
行
で
あ
っ
た
が
、
朱
印
人
馬
無
賃
通
行

に
次
ぐ
「
証
文
人
馬
無
賃
通
行
」（
老
中
発
行
の
証
文
）
類
型
で
あ
っ
た
。
明

和
元
年
（
一
七
六
四
）
以
降
、
長
崎
奉
行
差
添
役
人
と
し
て
各
二
人
二
組
が
長

崎
で
「
勘
定
吟
味
」
に
従
事
し
、
長
崎
奉
行
と
同
様
に
毎
年
交
代
の
た
め
の
通

行
が
あ
っ
た
。

　

御
銀
の
う
ち
長
崎
御
銀
（
唐
金
銀
）
は
、
主
に
長
崎
貿
易
運
上
銀
大
坂
上
納

の
た
め
長
崎
奉
行
配
下
の
者
が
付
添
役
人
と
し
て
通
行
し
た
。
ま
た
、
豊
後
・

石
見
御
銀
は
そ
れ
ぞ
れ
の
幕
府
領
代
官
が
徴
収
し
た
支
配
所
関
係
運
上
銀
を
配

下
役
人
が
付
き
添
い
大
坂
上
納
の
た
め
通
行
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
小
規
模

通
行
で
あ
っ
た
が
、
長
崎
奉
行
と
同
じ
通
行
類
型
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

２　

定
法
化
に
よ
る
天
明
七
年
休
泊
経
費
と
負
担

　
　
　
　
　
　
　
　

─
山
陽
道
備
中
矢
掛
宿
と
の
比
較
─

　

天
明
七
年
分
の
「
印
判
帳
」
で
は
、
新
た
な
「
定
法
」
に
基
づ
い
て
、
同
年

の
小
郡
宿
休
泊
経
費
の
「
受
（
請
）
払
」
決
算
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
表

１
に
示
し
た
。「
請
」
は
藩
庫
か
ら
の
「
御
本
米
」
五
三
石
七
斗
か
ら
丸
尾
崎

港
の
舸
子
役
飯
米
分
（
舸
子
役
は
宰
判
内
の
浦
方
か
ら
船
乗
組
員
と
し
て
徴
発

さ
れ
た
夫
役
）
が
差
引
か
れ
た
残
り
五
〇
石
一
斗
三
升
五
合
で
、
和
市
（
相
場
）

に
よ
る
銀
換
算
で
四
貫
二
七
一
匁
余
で
あ
っ
た
。

　
「
払
」
の
費
目
は
根
拠
と
な
っ
た
別
帳
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
当
初
の
も
の

で
あ
る
た
め
か
帳
面
の
記
載
様
式
・
書
き
方
は
調
え
ら
れ
て
い
な
い
。
大
名
通

行
分
が
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
沙
汰
書
の
筆
頭
に
あ
る

長
崎
奉
行
は
こ
の
年
一
〇
月
一
日
小
郡
宿
昼
休
み
の
水
野
若
狭
守
通
行
で
、
表

２
の
よ
う
な
「
払
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
費
目
の
う
ち
「
賄
入
目
」
の
内
訳
が
表

３
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
勘
定
役
普
請
役
と
長
崎
御
銀
が
同
時
通
行
し
て
お

五
六



り
、
前
日
の
長
崎
奉
行

宿
割
役
人
も
含
ま
れ
る
。

長
崎
奉
行
の
本
陣
は
「
御

茶
屋
」
で
あ
っ
た
が
、
賄

入
目
の
別
帳
は
作
ら
れ

て
い
な
い
の
で
表
３
の

「
本
陣
」
の
賄
い
に
含
ま

れ
て
い
る
と
判
断
し
た
。

小
郡
宿
に
は
本
陣
（
亭

主
・
三
原
屋
助
一
郎
）
施

設
が
あ
る
が
、
こ
の
と

き
は
勘
定
役
の
宿
で
あ

る
。
表
４
は
表
１
の
「
公

料
役
人
」
の
う
ち
史
料

が
伝
存
す
る
目
代
・
福

島
屋
清
蔵
分
の
内
訳
で
、

公
料
役
人
入
目
銀
の
約

三
分
の
二
に
相
当
す
る
。

　

賄
い
料
は
表
３
の
よ

う
に
、
長
崎
奉
行
、
勘
定

役
普
請
役
、
長
崎
御
銀

の
区
別
な
く
、上
（
主
人
）

表１　幕府御用通行小郡宿休泊入目「請払」（天明７年分）

請

　　内　　　訳 御本米 依拠史料（表題・整理番号）
長崎奉行通路入目，勘定方普請役通路入目
御茶屋作事入目6石 34.000 石

諸入目受払御印判帳 651-01大公儀役人通路入目，御銀送り等通路入目 15.900 石
異国人通路入目 3.800 石
　　　計　　　　① 53.700 石
舸子飯米現米払　② 3.565 石

諸入目受払御印判帳 651-01残　　　　　　　① - ② 50.135 石
同上，代銀　　　③　［80文銭　和市暮抨表（俵）別　37.49匁替］ 4,271.731 匁

払

内　　　訳 入目銀（80文銭） 依拠史料（表題・整理番号）
天明8.2.1，下り 西国筋（日田）郡代・揖斐造酒之介 282.800 匁 諸入目受払御印判帳 651-01

天明8.4.21，上り，休 長崎勘定役・松長長三郎
長崎普請役・萩野大八

51.850 匁
20.950 匁

御休御賄仕出シ帳
諸入目受払御印判帳

631-01-10
651-01

天明7.9.8～8.7.1 公料役人 631.250 匁 賄間欠払帳
諸入目受払御印判帳

613-21
651-01

天明7.［10.1］，上り，休 長崎奉行水野若狭守 ＊2,044.200 匁 諸入目受払御印判帳 651-01
［1,944.200］匁 昼休受負仕出帳 631-06-01

天明7.11.4，上り，泊 ［唐金銀］　大坂へ 6.600 匁 諸入目受払御印判帳 651-01
　　　計　　　　④ 3,036.750 匁 諸入目受払御印判帳 651-01

残 　　　　　　　　③ - ④ 遺残請払根帳へ受備被仰付 1,234.980 匁 諸入目受払御印判帳 651-01

注）１．本表は林家文書の次の史料による．　大庄屋は林文左衛門（7代）．
　　　　・「長崎御奉行・公料御役人・御銀送り・異国人其外通路諸入目受払御印判帳」大庄屋元（651-01）
　　　　・「長崎御勘定役・松長長三郎様，同御普請役・萩野大八様御休御賄仕出シ帳」本陣・三原屋助一郎，目代・福島屋清蔵（631-01-10）
　　　　・「公料御役人賄間欠払帳」目代・福島屋・清蔵（613-21）
　　　　・「長崎御奉行水野若狭守様御昼休受負仕出帳」年寄・戎屋久右衛門・西村治兵衛，目代・福島屋三郎右衛門（631-06-01）
　　２．＊印の長崎奉行通行の入目銀は「昼休受負仕出帳」より100匁増えているが，内訳等は不明．
　　３．［10.1］は表2に注記した史料により修正．　[唐金銀]は虫損による推定．
　　４．	80文銭は萩藩の銭の匁表示による通貨．和市は相場のこと．銀換算は一旦通用銭に換算したものを銭和市（銀銭相場）90文（銀1匁

＝銭90文）により除して銀価を算出する．払計銭3,036.75匁の銀価は2,699.33匁（3,036.75×80÷90）となる．
　　５．「請残」の50.135石は113.943俵分（米1表約4斗4升）．

表２　長崎奉行・水野若狭守通行小郡宿昼休み入目（天明７年）

年月日 費　　目 入目銀（間欠銀）
（80文銭）

仕出帳・入目帳
作成者 表題（種類） 整理番号

天明7.10.1 賄入目（本陣・下宿） 1,339.900 匁
年寄・戎屋久右衛門
年寄・西村治兵衛
目代・福島屋三郎右衛門

御昼休受負仕出帳 631-06-01，03

天明7.10.3 御茶屋昼休諸入目 279.990 匁 田中屋音五郎 諸入目仕出帳 631-06-02，03
天明7.10.1 人馬所諸入目 47.800 匁 庄屋中 人馬所諸入目帳 631-01-09，03
天明7.10.2 長沢駕籠建場・水茶屋入目 23.120 匁 庄屋・福田六三郎 入目帳 631-01-06，03
天明7.10.1 割木松駕籠建場・水茶屋仕調入目 23.930 匁 庄屋・田中助九郎 入目帳 631-01-07，03

宿駕籠10丁新規仕調，古駕籠取繕い 147.400 匁 目代・福島屋三郎右衛門 ［仕出帳］ 631-06-03
天明7.10 本締所諸入目 74.580 匁 大庄屋・林文左衛門 諸入目帳 651-01-08，03
天明7.12.29 下市にて取次衆へ酒肴仕構諸入目 7.300 匁 切畑屋貞助 諸入目仕出括り帳 631-06-03
天明7.10 入目銀　計　 1,944.200 匁 大庄屋許 諸入目仕出括り帳 631-06-03

注）１．本表は林家文書の次の史料による．
　　　　・「長崎御奉行水野若狭守様御昼休受負仕出帳」年寄・戎屋久右衛門・西村治兵衛，目代・福島屋三郎右衛門（631-06-01）
　　　　・「長崎御奉行水野若狭守様御登御茶屋御昼休諸入目仕出括り帳」大庄屋・林文左衛門（631-06-03）
　　　　・「長崎御奉行水野若狭守様御登御茶屋御昼休ニ付諸御入目仕出帳」田中屋・音五郎（631-06-02）
　　　　・「長崎御奉行様御登之節人馬所諸入目帳」庄屋中（631-01-09）
　　　　・「長崎御奉行様御登りニ付長沢御駕籠建場・水茶屋御入目帳」庄屋・福田六三郎（631-01-06）
　　　　・「長崎御奉行様御通ニ付割木松御駕［籠］建場・御水茶屋共ニ仕調入目帳」庄屋・田中助九郎（631-01-07）
　　　　・「長崎御奉行御通路諸入目帳」大庄屋・林文左衛門（631-01-08）
　　２．	このときの通行者の構成は，表３のように長崎奉行（宿割を含む），唐金銀（長崎御銀）．勘定役普請役の同時通行で，総人数245人・

馬2疋であった．
　　３．	80文銭は萩藩の銭の匁表示による通貨．　銀換算は一旦通用銭に換算したものを銭和市（銀銭相場）90文（銀1匁＝銭90文）により

除して銀価を算出する．入目銀計銭1,944.2匁の銀価は1,728.17匁（1,944.2×80÷90），表１の2,044.2匁は1,817.06匁となる．
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。

　

右
の
よ
う
な
収
支
計
算
に
よ
る

表３　長崎奉行・水野若狭守通行小郡宿昼休み「賄入目」収支（天明７年）
	 （単位：匁）

内　訳 賄　入　目（80文銭） 木銭米代払（80文銭） 差引残
（80文銭） 下　宿人数 1人分 計 人数 1人分 計

唐金銀宰領 15 5.5 82.5 82.5 15 0.35 5.25 77.25 福島屋・清蔵

勘定役・松山惣十郎 上1人，2人立
家来７人

5.5
5.5

11.0
38.5 49.5 8 0.35 2.80 46.70 三原屋・助一郎

普請役・平田市郎次 上1人，2人立
家来3人

5.5
5.5

11.0
16.5 27.5 4 0.35 1.75 25.75 福島屋・清蔵

普請役・根元助九郎 上1人，2人立
家来3

5.5
5.5

11.0
16.5 27.5 4 0.35 1.75 25.75 戎屋・久右衛門

小　計 34 187.0 31 11.55 175.45
長崎奉行
宿割・大河原源吾 5 5.5 27.5 ― 27.50 島屋・長左衛門

本　陣
［御茶屋］

33人（増4共）
馬2疋
厩衆9人

5.5
2.5
5.5

181.5
5.0

49.5

―
―
―

181.50
5.00

49.50
　小　計 42人，馬2疋 236.00 236.00

［供立下宿］
大河原喜左衛門 8 5.5 44.0 ― 44.00 長井源左衛門
大河原仙左衛門 6 5.5 33.0 ― 33.00 中屋・吉左衛門
宮崎市郎 5 5.5 27.5 ― 27.50 新屋吉左衛門
笠原治左衛門 5 5.5 27.5 ― 27.50 富屋・兵蔵
豊島半一郎 5 5.5 27.5 ― 27.50 新屋・兵介
平田平右衛門 6 5.5 33.0 ― 33.00 内田屋・平左衛門
佐野良左衛門 5 5.5 27.5 ― 27.50 梅屋・源右衛門
高橋松甫 5 5.5 27.5 ― 27.50 平田新助
藤本祐右衛門 2 5.5 11.0 ― 11.00 かじや・庄吉
松野八平 5 5.5 27.5 ― 27.50 島屋・長左衛門
今関弥右衛門 5 5.5 27.5 ― 27.50 長井屋・庄蔵
津田判十郎 5 5.5 27.5 ― 27.50 田中屋・久右衛門
中小姓衆 10 5.5 55.0 ― 55.00 松本屋・吉五郎
中山角兵衛 8，増3 5.5 44.0 3 0.35 1.05 42.95 中村屋・新右衛門
一ノ徒士 6 5.5 33.0 ― 33.00 秋元屋・徳右衛門
二ノ徒士 5（増1共） 5.5 27.5 ― 27.50 塩屋・市右衛門
三ノ徒士 6 5.5 33.0 ― 33.00 みのや・元吉
一ノ手廻 5 5.5 27.5 ― 27.50 西村屋・半右衛門
二ノ手廻 5 5.5 27.5 ― 27.50 漆屋・伊左衛門
三ノ手廻 5 5.5 27.5 ― 27.50 萩屋・伝八
四ノ手廻 5（増1共） 5.5 27.5 ― 27.50 竹村屋・長右衛門
一ノ中間 4 5.5 22.0 ― 22.00 角屋・庄八
二ノ中間 4 5.5 22.0 ― 22.00 竹村屋・熊太郎
中間小頭 7（増2共） 5.5 38.5 ― 38.50 小倉屋・新兵衛
宰領足軽衆 6 5.5 33.0 ― 33.00 畳屋・喜左衛門
足軽小頭衆 5 5.5 27.5 ― 27.50 長井屋・平右衛門
足軽衆 7 5.5 38.5 ― 38.50 大黒屋・十郎右衛門
押之衆 6 5.5 33.0 ― 33.00 堺屋・嘉七
陸尺之衆 8 5.5 44.0 ― 44.00 こんにゃくや・与右衛門
　小　計 167 902.0 3 1.05 900.95
長崎奉行　計 214 1165.5 1164.45
合　　計 245人，馬2疋 1339.9

注）１．	本表は林家文書の天明7年10月1日「長崎御奉行水野若狭守様御昼休受負仕出帳」（年寄・戎屋久右衛門・西村治兵衛，目代福島屋三
郎右衛門，631－06－01）による．

　　２．長崎奉行の本陣［御茶屋］分は表２に注記した町方の「御昼休受負仕出帳」（631－06－01）による．
　　３．80文銭とその銀価換算方法は表１・２に注記した．本表の賄い料１人銭5.5匁は銀4.9匁，銭11匁は銀9.8匁となる．
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表
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明
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年
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三
）
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矢
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帳
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表４　公料役人通行小郡宿「賄入目」（天明７年分，目代・福島屋清蔵）
（単位：匁）

№ 通行月日 通　行　者 行　先 休　泊 場　所 献　立 賄　入　目
人数 1人分 計

1 天明7.	9.08 長崎会所役人 大坂 休 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 4 2.5 10,0
2 	 9.22 日田役人 大坂 泊 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 3 5.0	 15.0
3 	 9.27 石州大森役人 長崎 休 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 2 2.5	 5.0
4 	 9.29 石州大森役人 大森 休 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 2 2.5	 5.0
5 	 11.04 長崎役人 江戸 休 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 4 2.5 10.0
6 	 110.8 日田銀納才領 大坂 休 津市 一汁五菜・酒肴共 上下 7 2.5	 17.5
7 	 11.28 日田銀納才領 大坂 休 津市 一汁五菜・酒肴共 上下 10 2.5 25.0
8 	 12.03 天草銀納才領 大坂 泊 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 6 5.0	 30.0
9 	 12.04 江戸御本丸役人 江戸 泊 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 4 5.0	 20.0
10 	 12.19 石州大森飛脚御用 大森 休 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 3 2.5 7.5
11 	 12.19 日田御用役人 徳山 休 御定法 一汁三菜・酒肴共 ― 1 2.5 5.012 	 12.26 日田御用役人 日田 休 御定法 一汁三菜・酒肴共 ― 1 2.5
13 天明8.	1.01 長崎年寄 江戸 休 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 13 2.5 32.5
14 	 2.12 長崎俵物方役人 大坂 休 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 9 2.5 22.5
15 	 2.29 日田銀納才領 大坂 休 津市 一汁五菜・酒肴共 上下 9 2.5 22.5
16 	 3.19 大森代官所手代廻米御用 長崎 休 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 2 2.5 5.0
17 	 3.29 長崎役人 長崎 休 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 3 2.5 7.5

18 	 3.28 日田銀納才領 大坂 休 津市 川留め延引に付半賄 12.5
	 3.30 日田銀納才領 大坂 休 津市 一汁五菜・酒肴共 上下 10 2.5 25.0

19 	 5.04 日田銀納才領 大坂 休 津市 一汁五菜・酒肴共 上下 9 2.5 22.5
20 	 5.04 大坂糸割符年寄 長崎 休 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 6 2.5 15.0

21 	 5.18 堺糸割符年寄 堺 休 津市 川留め延引に付半賄 5.0
	 5.19 堺糸割符年寄 堺 休 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 4 2.25 9.0

22 	 7.09 石州大森代官所手代 大森 休 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 2 2.5 5.0
23 	 7.10 石州大森代官所手代 大森 泊 津市 御定法 一汁三菜・酒肴共 上下 2 5.0	 10,0

賄入目　計 80文銭にして431.25匁 345.0	

注）１．本表は林家文書の次の史料による．
　　　　・天明7年9月～天明8年8月「公料御役人御通路御賄帳」（目代・福島屋清蔵，613－21）
　　２．目代・福島屋清蔵取扱いの天明7年9月～8年8月の1年分の通行である.
　　３．80文銭は銭の匁表示の通貨．表１・２の注記参照．
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表５　備中矢掛宿の幕府御用通行休泊賄い方式（天明３年）

通行者 献　立 上下別 賄料1人分 木銭米代 償銀（間銀）休 泊 休 泊

1 長崎奉行 上（主人） 二汁五菜・酒・吸物 上1人2人立
馬1疋2人立 4.6匁 8.6匁 56文 112文

差額不足分

上使 上（主人）

2

長崎奉行 次（家臣） 一汁五菜・酒・吸物

上下なし

2.3匁 4.3匁 28文 56文上使 次（家臣）
代官

一汁五菜・酒・吸物 2.3匁 4.3匁 28文 56文勘定役
普請役
唐金銀（長崎御銀）付添

負担方式 庭瀬藩35％・郡中構60％・矢掛宿構5％

3 豊後御銀付添 一汁三菜・酒・吸物 上下なし 1.5匁 2.5匁 28文 56文 休　1.5匁
泊　2.5匁石州御銀付添

4 御銀付添戻り手代衆 一汁三菜（有合せ）
酒 上下なし 丁銭

80文
丁銭

130文 28文 56文 差額不足分
酒代1人5分

5

京都宮家・公家家来衆

軽き一汁三菜 上下なし 丁銭
80文

丁銭
130文 28文 56文 差額不足分日光・本願寺使僧衆

御料手代・前手代衆
豊後飛脚・石州飛脚

負担方式 矢掛宿100％

注）１．本表は備中矢掛宿石井家文書（岡山県立博物館寄託）の次の史料による．
　　　　・天明3年12月「矢掛宿賄方償銀書上帳」矢掛宿問屋・久兵衛，目代・和助，組頭・庄三郎，定兵衛連署，
　　　　　大庄屋・石井源二郎奥書．

表６　長崎奉行通行等備中矢掛宿休泊賄い収支（天明７年）

月日 通　行　者 「諸入用帳」 「休泊留」
賄人数 1人分 入用額 内　訳 支払旅籠銭

人 匁 匁 文

6.8
長崎唐金銀付添
勘定役・岡本庄蔵
普請役・平田恵十郎

上下13 休 2.3 29.90	
（13人×2.3匁）勘定役上下8人 224

（28文×8人）

8.14 長崎唐金銀付添会所役人
中村七左衛門 上下	4 泊 4.3 17.20	

（4人×4.3匁）3箱 324

10.6 長崎唐金銀付添役人
松野仲吾・岡村瀬左衛門 上下15 泊 4.3 64.50	

（15人×4.3匁）

18箱（2箱付馬9疋）
9人（内御銀宰領3） 840

（56文×15人）6人

10.7 長崎奉行宿割 上下	5 泊 4.3 21.50	
（5人×4.3匁）大河原源吾 280

（56文×5人）

10.8 長崎奉行・水野若狭守 上下206
（馬共） 泊 4.3

885.80	
（上1人×2×4.3匁）
（本陣29人×4.3匁）

（下宿171人×4.3匁）
（馬　4×4.3匁）

本陣31人（上2人立）
下宿175人
　31軒・171人
　4（馬2疋，1疋2人立）
計　206人
増3人

11,312
（56文×202人）

180
（60文×3人）

合計209人 計　11,492

10.8
勘定役・松山惣十郎
普請役・平田市郎次
普請役・根元助九郎

上下14 泊 4.3 60.20	
（14人×4.3匁）

7人
7人

448
370

		計　　　818
10.6～10.8　4通行　計　 1032.00	 13,430
長崎奉行陸尺雇出 2.0	 16.00	 8人分
助郷人馬触・他馬雇に遣人足賃銭 18.50	
馬の敷蒲団，駕籠蒲団不足分損料 0.3 9.60	 32枚
当日先荷物，夜中の蝋燭・明松 9.75 蝋燭15丁，明松30丁
旅籠代金子両替間損 3.40	
　①　合　計	 （匁）　 1,136.35

収支
②木銭米代支払額	 （文）　 12,760 丁銭　243人分
③同上，代銀（換銀費用103文共）	 （匁）　 123.89 通用98文　
④差引　　①－③	 （匁）　 1,012.460

負担
割合

御上（庭瀬藩）より被下候分	 60％　 354.361
郡中構（庭瀬藩領諸村）	 35％　 607.476
宿構	 5％　 50.623

注）１．本表は備中矢掛宿石井家文書（岡山県立博物館寄託）の次の史料による．
　　　　・天明7年11月「長崎御奉行水野若狭守様，御勘定役様・御普請役様御休諸入用帳」
　　　　・「御大名様并徳川家御役人様御通行天明年中之御休泊留」（袋表書）
　　２．	上記「諸入用帳」には木銭米代支払額の内訳は記載されていないので，「休泊留」との違いは不明である.
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仕
之
者
）
一
六
文
で
あ
っ
た
。
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
に
は
木
銭
は
三
五
文

と
一
七
文
、
米
代
は
泊
り
一
人
五
合
分
、
昼
休
み
二
・
五
合
分
で
そ
の
土
地
の

米
値
段
で
支
払
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
以
後
の
基
準
に
な
っ
た
。
寛
政
七
年
（
一

七
九
五
）
こ
の
木
銭
に
泊
り
と
昼
休
み
の
区
別
が
つ
け
ら
れ
、
昼
休
み
は
泊
り

の
半
額
、
上
一
七
文
、
下
（
従
者
）
八
文
に
定
め
ら
れ
た
。
正
徳
・
寛
政
の
定

め
は
そ
の
後
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
据
え
置
か
れ
た）

（（
（

。

　

矢
掛
宿
の
「
木
銭
米
代
」
は
昼
休
み
一
人
二
八
文
、
泊
り
は
そ
の
倍
額
五
六

文
で
、
幕
府
の
定
め
た
木
銭
に
土
地
の
米
相
場
に
よ
る
米
代
を
合
わ
せ
る
と
お

お
よ
そ
幕
府
規
定
に
相
当
す
る
額
で
あ
り
、
長
崎
奉
行
と
上
使
の
み
は
上
（
主

人
）・
馬
と
も
二
人
立
で
あ
っ
た
。
小
郡
宿
の
「
木
銭
米
代
」
も
天
明
期
以
降
、

矢
掛
宿
と
同
額
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
旅
宿
が
食
べ
物
を
調
理
し
て
提
供
す
る
食
事
付
き
の
旅

籠
形
式
に
よ
る
宿
泊
が
す
で
に
広
く
普
及
し
て
お
り
、
矢
掛
宿
の
場
合
も
旅
籠

形
式
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
小
郡
宿
も
賄
い
料
の
額
か
ら
同
様
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

　

矢
掛
宿
の
献
立
は
表
５
の
よ
う
に
一
汁
三
菜
以
上
の
本
膳
料
理
で
、
賄
い
料

と
と
も
に
五
ク
ラ
ス
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
最
上
は
①
長
崎
奉
行
・
上
使
の
上

一
人
分
で
献
立
は
二
汁
五
菜
・
酒
・
吸
物
、
賄
い
料
は
二
人
立
、
昼
休
み
四
・

六
匁
、
泊
り
八
・
六
匁
で
あ
っ
た
。
次
は
②
長
崎
奉
行
・
上
使
の
家
臣
、
勘
定

役
普
請
役
、
長
崎
御
銀
（
唐
金
銀
）、
代
官
で
献
立
は
一
汁
五
菜
・
酒
・
吸
物
、

賄
い
料
は
昼
休
み
二
・
三
匁
、
泊
り
四
・
三
匁
で
あ
っ
た
。
以
下
、
③
豊
後
・

石
見
御
銀
、
④
そ
の
帰
途
、
⑤
そ
の
他
の
幕
府
領
（
御
料
）
役
人
、
公
家
家
臣

等
に
分
け
ら
れ
、
献
立
・
賄
い
料
と
も
に
表
示
の
よ
う
な
格
差
が
設
け
ら
れ
て

い
た
。
賄
い
料
と
通
行
者
支
払
い
の
「
木
銭
米
代
」
と
の
差
額
は
償
銀
（
間
銀
）

と
な
り
、
そ
の
負
担
方
式
は
右
の
①
と
②
の
ク
ラ
ス
は
庭
瀬
藩
三
五
％
、
郡
中

（
庭
瀬
藩
領
村
々
）
六
〇
％
、
矢
掛
宿
（
町
）
五
％
の
割
合
、
そ
の
他
の
③
～

⑤
の
ク
ラ
ス
は
矢
掛
宿
の
負
担
と
し
た
。

　

同
時
期
の
小
郡
宿
賄
い
料
の
高
額
均
一
設
定
と
矢
掛
宿
の
格
差
設
定
と
の
違

い
は
、
大
藩
の
萩
藩
（
三
六
・
九
万
石
余
）
と
小
藩
庭
瀬
藩
（
二
万
石
）
の
差

異
と
も
い
え
る
が
、
小
郡
宿
に
お
い
て
も
天
明
七
年
の
「
定
法
化
」
以
降
、
後

述
す
る
よ
う
に
格
差
が
設
け
ら
れ
、
か
つ
改
定
が
行
わ
れ
た
。
ち
な
み
に
同
じ

長
崎
奉
行
水
野
若
狭
守
一
行
（
長
崎
奉
行
供
立
─
小
郡
宿
二
一
四
人
・
馬
二
疋
、

矢
掛
宿
上
下
二
〇
一
人
・
馬
二
疋
、
総
勢
─
小
郡
宿
二
四
五
人
、
矢
掛
宿
二
三

五
人
、
各
馬
二
疋
）
の
休
泊
経
費
を
比
較
し
て
み
る
と
、
賄
い
料
に
よ
る
相
違

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
負
担
の
要
因
は
低
額
の
「
木
銭
米
代
」
に
あ
っ
た
。

　

小
郡
宿（
昼
休
み
）で
は
支
払
い
は
な
く
賄
入
目
の
計
銭
二
貫
四
四
匁
余（
表

１
）、
銀
に
換
算
し
て
一
貫
八
一
七
匁
余
（
表
２
の
注
３
参
照
）
が
負
担
額
と

な
り
、
前
述
の
「
定
法
」
に
よ
り
藩
庫
か
ら
の
補
填
で
す
べ
て
充
当
さ
れ
た
。

矢
掛
宿
（
泊
り
）
の
賄
入
用
は
表
６
の
よ
う
に
計
銀
一
貫
〇
三
二
匁
、
小
郡
宿

の
五
七
％
に
当
た
り
、
ほ
ぼ
昼
休
み
と
泊
り
の
差
（
倍
額
）
で
あ
る
。「
木
銭

米
代
」
は
長
崎
奉
行
が
四
人
分
減
、
そ
の
外
は
人
数
分
を
支
払
っ
た
が
（
計
一

三
貫
四
三
〇
文
）、
銀
に
換
算
し
て
一
三
七
匁
、
賄
い
料
の
一
三
％
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
結
果
、
差
額
八
七
％
・
八
九
五
匁
を
庭
瀬
藩
三
五
％
・
郡
中
六
〇
％
・
矢

掛
宿
五
％
の
割
合
で
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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三　

文
政
四
年
の
長
崎
奉
行
通
行

　
　
　
　
　
　
　

─
防
長
路
「
宰
判
宿
駅
」
に
お
け
る
休
泊
の
展
開
─

　

小
郡
宿
の
そ
の
後
の
休
泊
史
料
は
前
述
の
よ
う
に
約
七
〇
年
後
の
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
以
降
の
も
の
に
な
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
間
の
特
権
通
行
の
実
態

を
把
握
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
山
口
県
文
書
館
に
伝
存
す
る
事
後
に
一
件
史

料
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
長
崎
奉
行
土
方
出
雲
守
通
行

の
記
録
に
よ
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

こ
の
史
料
は
長
崎
奉
行
土
方
が
勘
定
役
普
請
役
と
と
も
に
、
文
政
四
年
八
月

下
り
、
一
〇
月
上
り
で
江
戸
─
長
崎
間
を
往
復
し
た
際
の
先
触
状
や
証
文
の
写

し
、萩
藩
内
に
お
け
る
送
迎
御
馳
走
の
指
示
、継
送
り
後
の
注
進
状
を
事
後
（
時

期
は
不
明
）
に
書
写
（
楷
書
）
し
て
一
冊
に
ま
と
め
、
表
題
と
し
て
「
文
政
四

年
長
崎
奉
行
通
行
一
件
」
が
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
種
の
史
料
と
し
て
は

享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
鹿
児
島
藩
主
通
行
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
公
儀

目
付
通
行
の
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
田
中
、
小
川
氏
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。

　

文
政
四
年
の
も
の
は
綴
じ
方
が
一
部
錯
綜
し
て
い
る
が
、
内
容
は
注
進
状
に

よ
る
簡
潔
な
情
報
で
、
小
郡
宿
を
は
じ
め
山
陽
道
防
長
路
（
山
口
県
）
の
主
要

な
宿
駅
で
展
開
さ
れ
た
長
崎
奉
行
通
行
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

表
７
に
、
全
長
三
六
里
の
防
長
路
に
設
置
さ
れ
た
二
一
の
山
陽
道
宿
駅
の
う

ち
、
特
権
通
行
者
に
慣
用
さ
れ
た
関
戸
─
下
関
間
の
九
宿
駅
（
こ
の
間
に
東
か

ら
高
森
─
花
岡
─
福
川
─
宮
市
─
小
郡
─
船
木
─
吉
田
の
七
宿
）
に
つ
い
て
、

宿
駅
の
お
か
れ
た
宿
場
（
市
町
）
と
宿
駅
間
の
里
数
を
示
し
た
。
こ
の
う
ち
本

表７　山陽道防長路（山口県）の主要宿駅

宿駅 宿場 所属宰判
＊支藩領

宿場の主要な施設（本藩のみ） 宿駅間里数
（正保国絵図）

里数
概数市（村）・町 勘場 天下送り 御茶屋 本陣 脇本陣

関戸 関戸市（関戸村） ＊岩国藩 関戸─高森 4里17町20間 4.5
高森 高森市（下久原村）熊毛宰判 小周防村 ○ なし ○ ＊○

高森─花岡 4里19町 4.5
花岡 花岡市（末武上村）都濃宰判 ○ ○ ○ なし なし

花岡─福川 3里19町10間 3.5
福川 福川市（福川村） ＊徳山藩

福川─宮市 4里15町20間 4.5
宮市 宮市町 三田尻宰判 ○ ○ 三田尻町 ○ ○2軒

宮市─小郡 4里22町40間 4.5
小郡 津市（下郷） 小郡宰判 ○ ○ ○ ○ なし

小郡─船木 4里27町50間 5
船木 船木市（船木村） 船木宰判 ○ ○ ○ なし なし

船木─吉田 3里32町 4
吉田 吉田市（吉田村） 吉田宰判 ○ ○ ○ なし なし

吉田─下関 5里4町 5
下関 赤間関 ＊長府藩

注）１．本藩宿駅の主要な施設は天保12年の藩命による『防長風土注進案』による．但し，高森宿の＊印は『周東町史』による．
　　　　・宮市宿本陣は中市の兄部家，脇本陣は新町の中村家と市川家．
　　　　・高森宿：本陣（相川家），脇本陣（初めは金屋，明和期以降山本家）─『周東町史』（1979）
　　２．	「天下送り」は「天下御物送り場御番所」のこと（本文参照）．
　　３．宿駅間里数は田中誠二「近世前期の山陽道」『山陽道　歴史の道調査報告書』（1983）による．
　　　　・依拠史料は正保国絵図作成時の「大道小道并灘道舟路之帳」（慶安2年完成，山口県文書館所蔵）．
　　　　・安芸国境の小瀬川─関戸間は0.5里（23町40間）で，下関までの山口県内防長路は全長36里（36里1町）．
　　４．里数概数は注1により計算した．関戸─下関間は35.5里．
　　５．支藩領の宿場の施設は次のようである．
　　　　・関戸宿：本陣─『岩国市史　上』（1970）．本陣・脇本陣2─平凡社『山口県の地名』（1980）
　　　　・福川宿：本陣・脇本陣（いずれも福田家）─『新南陽市史』（1985）
　　　　・	下関宿：本陣─東（伊藤家），西（佐甲家）─平凡社『山口県の地名』（1980），『下関市史　藩制─明治前期』（1964）
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藩
の
宿
駅
に
つ
い
て
は
、『
防
長
風
土
注
進
案
』
に
よ
っ
て
所
属
宰
判
と
主
要

な
宿
駅
施
設
を
表
示
し
た
。
宿
場
で
あ
る
「
市
」
は
宮
市
の
外
は
町
分
と
し
て

村
方
か
ら
分
離
し
て
い
な
い
。

　

本
藩
の
宿
駅
に
三
支
藩
領
の
宿
駅
（
岩
国
藩
関
戸
宿
、
徳
山
藩
福
川
宿
、
長

府
藩
下
関
宿
）
が
交
錯
す
る
。
こ
れ
ら
の
宿
駅
施
設
は
判
明
し
た
も
の
に
つ
い

て
表
の
注
5
に
記
し
た
。

　

表
示
の
よ
う
に
本
藩
で
は
山
陽
道
が
貫
通
す
る
宰
判
の
中
心
の
市
町
、
交
通

の
要
所
に
「
勘
場
」（
宰
判
の
役
所
）
と
と
も
に
宿
駅
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

宿
駅
の
基
本
施
設
と
し
て
「
天
下
御
物
送
場
御
番
所
」（
以
下
、
天
下
送
り
御

番
所
）
と
「
御
茶
屋
」
も
し
く
は
「
本
陣
」
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。
前
二
者
の

施
設
は
吉
田
・
船
木
・
小
郡
宿
で
は
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
頃
ま
で
に
設
置

さ
れ
た）

（（
（

。
例
外
は
熊
毛
宰
判
の
東
端
、
岩
国
藩
領
と
の
境
に
位
置
す
る
高
森
宿

で
、
勘
場
と
御
茶
屋
は
置
か
れ
ず
、
本
陣
と
脇
本
陣
が
設
け
ら
れ
て
い
た）

（（
（

。
ま

た
、
三
田
尻
宰
判
の
御
茶
屋
は
山
陽
道
か
ら
離
れ
た
三
田
尻
町
に
置
か
れ
た
の

で
、宮
市
町
の
本
陣
と
脇
本
陣
（
二
軒
、表
の
注
記
参
照
）
が
こ
れ
に
代
わ
っ
た
。

　

天
下
送
り
は
幕
府
御
用
の
御
状
箱
・
御
用
物
を
継
送
る
い
わ
ゆ
る
「
継
飛
脚
」

で
、
萩
藩
で
は
「
無
賃
の
役
負
担
」
で
あ
っ
た）

（（
（

。「
継
飛
脚
」
は
証
文
人
馬
無

賃
通
行
類
型
に
属
し
証
文
発
行
者
に
よ
り
幕
政
上
の
重
要
な
通
信
用
務
に
利
用

さ
れ
、
山
陽
道
で
は
主
に
老
中
及
び
大
坂
城
代
と
長
崎
奉
行
と
の
間
で
取
り
交

わ
さ
れ
た）

（（
（

。
小
郡
宰
判
の
天
下
送
り
御
番
所
に
は
藩
役
人
か
ら「
津
市
御
番
所
」

役
人
（
一
名
）
が
配
置
さ
れ
勘
場
役
人
と
し
て
手
当
を
支
給
さ
れ
た）

（（
（

。

　

御
茶
屋
は
藩
直
轄
の
公
館
で
本
来
藩
主
と
一
族
が
公
私
に
わ
た
り
利
用
す
る

施
設
で
あ
り
、
宰
判
管
理
下
に
あ
っ
て
勘
場
に
付
属
し
た
。
小
郡
宿
の
御
茶
屋

は
勘
場
の
地
方
役
人
の
中
か
ら
「
御
茶
屋
番
」
が
任
じ
ら
れ
て
管
理
に
当
た
り
、

手
当
が
支
給
さ
れ
た）

（（
（

。

　

三
田
尻
宰
判
の
御
茶
屋
は
岡
田
悟
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
専
ら
藩
主
と
そ
の

一
族
に
用
い
ら
れ
、
門
・
玄
関
、
番
所
棟
、
休
泊
用
の
「
御
座
ノ
間
」（
寝
所
・

湯
殿
・
雪
隠
を
含
む
）、
近
習
の
詰
所
、
台
所
等
で
構
成
さ
れ
て
い
た）

（（
（

。
小
郡

宿
の
御
茶
屋
も
基
本
的
な
要
素
は
共
通
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

（（
（

。

　

本
陣
は
御
茶
屋
と
異
な
り
村
役
人
や
富
商
の
屋
敷
が
充
て
ら
れ
た）

（（
（

。
小
郡
宿

に
は
御
茶
屋
と
は
別
に
「
本
陣
」
も
設
置
さ
れ
て
い
た
。
宮
市
宿
本
陣
は
御
茶

屋
の
特
徴
を
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
が）

（（
（

、
同
じ
山
陽
道
で
も
例
え
ば
矢
掛
宿
本

陣
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
は
経
営
者
の
本
陣
亭
主
の
母
屋
に
隣
接
し
て
本
格

的
な
迎
客
施
設
（
門
・
玄
関
及
び
主
客
専
用
の
書
院
造
り
上
段
の
間
、
鑑
賞
用

の
小
庭
・
湯
殿
・
上
便
所
等
の
周
辺
施
設
）
を
備
え
た
本
陣
を
併
設
す
る）

（（
（

。

　

防
長
路
の
主
要
宿
駅
間
の
距
離
は
表
示
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
は
四
～
五
里
の

長
い
里
程
で
あ
っ
た
。
矢
掛
宿
本
陣
石
井
家
文
書
に
は
参
勤
交
代
大
名
の
先
触

状
を
書
留
め
た
天
明
六
～
文
政
一
〇
年
（
一
七
八
六
～
一
八
二
七
）
の
「
御
用

留
帳
」（
三
五
冊）

（（
（

）
が
伝
存
す
る
。
そ
の
う
ち
天
明
七
・
文
政
二
年
の
宿
駅
利

用
状
況
に
よ
る
と
、
防
長
路
宿
駅
の
利
用
は
ほ
ぼ
表
７
の
九
宿
で
あ
る）

（（
（

。

　

表
８
は
文
政
四
年
長
崎
奉
行
通
行
の
本
藩
宿
駅
に
お
け
る
休
泊
・
継
送
り
・

送
迎
御
馳
走
等
の
概
要
で
、
表
示
し
た
の
は
ほ
ぼ
中
央
の
宮
市
宿
西
部
に
位
置

す
る
小
郡
・
船
木
・
吉
田
の
三
宿
で
あ
る
。
東
部
の
高
森
・
花
岡
・
宮
市
三
宿

に
つ
い
て
は
内
容
が
限
ら
れ
る
の
で
表
の
注
6
に
記
し
た
。
こ
の
う
ち
小
郡
・
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吉
田
宿
は
昼
休
み
、
船
木
・
宮
市
宿
は
泊
り
宿

に
利
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
表
に
掲
げ
た
各
宰
判
代
官
の
藩
庁
宛
、

及
び
天
下
送
り
御
番
所
役
人
（「
御
物
送
寺
社

方）
（（
（

」）
の
代
官
宛
の
注
進
状
に
よ
っ
て
、
高
森

─
吉
田
間
の
本
藩
の
主
要
な
宿
駅
は
い
ず
れ
も

宰
判
の
責
任
で
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認

で
き
る
。
田
中
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
支
藩

領
は
管
轄
外
で
あ
っ
た）

（（
（

。
こ
れ
ら
の
本
藩
宿
駅

は
前
述
の
よ
う
に
勘
場
所
在
地
に
あ
っ
て
基
本

的
な
宿
駅
施
設
を
備
え
、い
わ
ば
「
宰
判
宿
駅
」

と
も
い
う
べ
き
輸
送
機
関
で
あ
っ
た
。

　

長
崎
奉
行
の
休
泊
施
設
は
「
御
茶
屋
」
が
本

陣
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
但
し
、
高
森
・
宮
市

宿
は
前
述
の
よ
う
に
「
本
陣
」
の
使
用
で
あ
っ

た
。
小
郡
宿
で
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
御
茶
屋

の
提
供
に
当
た
っ
て
特
権
通
行
者
の
格
付
け
に

よ
る
区
別
が
な
さ
れ
た
。

　

休
泊
賄
い
料
は
注
進
状
に
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
献
立
の
形
式
は
長
崎
奉
行
、
勘
定
役
普
請

役
と
も
三
宿
共
通
で
上
一
人
の
み
二
汁
五
菜
の

本
膳
料
理
、
こ
れ
に
つ
け
ら
れ
る
酒
・
肴
と
菓

表８　文政４年（1821）８月長崎奉行・土方出雲守下り通行の概要

事　項 小郡宿（小郡宰判） 船木宿（船木宰判） 吉田宿（吉田宰判）
8.25　下り　休 8.25　下り　泊 8.26　下り　休

藩庁へ注進 8.25　代官・木村九郎兵衛「覚」 8.26　代官・林藤右衛門 8.26　代官・林藤右衛門
代官へ注進 8.26周田市兵衛「付立」 8.26　村田七郎左衛門「附立」
到着・出立 巳中刻・午上刻 酉上刻・朝丑中刻 巳上刻・巳下刻

午前10時・午前11時 午後5時・午前2時 午前9時・午前11時
挨拶 代官・木村九郎兵衛 代官・林藤右衛門 代官・林藤右衛門
進物（献上物） 肴一折，野菜一折 例之通野菜肴一折 有り合せの魚野菜一折
宿礼等 金100疋　宿礼 金200疋　　　　　献上物に対し被下物南鐐1片

金100疋　宿礼
南鐐1片　小休所の酒屋へ

総人数（供立） 222人（前日共） 239人（前日11人）・馬2疋 243人（前日11人）・馬2疋
下宿 31軒 31軒（前日2軒） 34軒（前日2軒）
牽馬 2疋 2疋 2疋
継人足 747人 798人（前日33人） 645人（前日23人払）
継馬 75疋 87疋（前日4疋） 58疋（前日4疋払）
宿駕籠 ［記載なし］ 47挺（前日1挺） 56挺（前日2挺払）
長崎奉行
　本陣 御茶屋 御茶屋 御茶屋
　賄献立　上1人 二汁五菜 二汁五菜　「先格之通」 二汁五菜

酒・吸物・肴 酒・肴三種 酒・肴三種
生菓子・挽茶（抹茶） 生菓子・干菓子・挽茶（抹茶）等 生菓子・干菓子・挽茶（抹茶）等

　旅籠代　上1人 記載なし ［記載なし］ 旅籠代		56文払
　賄献立　供立 一汁五菜 一汁五菜 一汁五菜

酒・吸物・肴 酒・肴二種 酒・肴二種
　旅籠代 ［記載なし］ 木賃米代　1人56文宛払，上下なし 旅籠代　1人28文宛払
勘定方（勘定役） ［原田又四郎］ 原田又四郎　上下7人 原田又四郎　上下7人
　賄献立　上1人 長崎奉行に同じ 長崎奉行に同じ 長崎奉行に同じ
　　　　　下分 長崎奉行供立に同じ 長崎奉行供立に同じ 長崎奉行供立に同じ
　旅籠代 ［記載なし］ 長崎奉行供立に同じ 長崎奉行供立に同じ
普請方（普請役） ［木村甚十郎］ 木村甚十郎　上下4人 木村甚十郎　上下4人
　賄献立　上1人 長崎奉行に同じ 長崎奉行に同じ 長崎奉行に同じ
　　　　　下分 長崎奉行供立に同じ 長崎奉行供立に同じ 長崎奉行供立に同じ
　旅籠代 ［記載なし］ 長崎奉行供立に同じ 長崎奉行供立に同じ

注）１．本表は山口県文書館所蔵「文政4年長崎奉行通行一件」による．
　　　　同年の土方上り通行は10月11日吉田宿休，船木宿泊，12日小郡宿休であった。
　　２．	代官への注進は宿駅の「天下御物送場御番所」に配置された宰判の「御物送寺社方」役人で幕府の「継飛脚」を扱う．小郡宰判は

上り下りとも代官の注進状のみである．
　　３．	土方出雲守の先触人馬数は前日立13人・2疋（軽尻），当日立202人・32疋（本馬15疋・軽尻17疋），計215人・34疋で，特権として御

定賃銭での使用が許可されていた．
　　４．	勘定方は証文人馬数2人・3疋を無賃使用，人足3人を御定賃銭で使用する特権が許可されていた．また，普請方は証文人馬は馬1疋のみ，

ほかに軽尻2疋，御定賃銭人足1人使用の許可であった．
　　５．本史料は後の書写による編集本で，綴じ方が一部錯綜している．
　　６．本表の外に簡単な注進がなされている宿駅は次の3宿である．
　　　　・	高森宿：	8月23日本陣休，8月23日熊毛宰判代官・赤川九郎左衛門注進，午中刻（正午）着，進物・有り合せの魚野菜，賄い・上二汁五菜，

次一汁五菜，宿礼金100疋．
　　　　・	花岡宿：	8月23日御茶屋泊り，8月24日都濃宰判代官・二保孫右衛門注進，夜5ツ（午後8時）着，朝6ツ	（午前6時）出立，進物・有

り合せの魚野菜一折，宿礼金200疋.
　　　　・	宮市宿：	8月24日本陣兄部（こうべ）家泊り，三田尻都合人（代官）・小倉宗右衛門8月25日注進，夜7ツ半	（午後5時）着，朝7ツ半

（午前5時）出立，代官進物・榧一捲・鯖切漬一壺，外に有り合せの野菜肴，宿礼金200疋.
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子
・
茶
に
多
少
の
違
い
が
あ
り
、
小
郡
宿
は
酒
・
吸
物
・
肴
、
生
菓
子
・
挽
茶

（
抹
茶
の
こ
と
）、
船
木
・
吉
田
宿
は
酒
・
肴
三
種
、
生
菓
子
・
干
菓
子
・
挽
茶

で
あ
っ
た
。
供
立
（
次
）
は
い
ず
れ
も
一
汁
五
菜
、
こ
れ
に
小
郡
宿
は
酒
・
吸

物
・
肴
、
船
木
・
吉
田
宿
は
酒
・
肴
二
種
が
つ
い
た
が
、
菓
子
・
茶
は
な
か
っ

た
。
前
述
の
天
明
七
年
通
行
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

旅
籠
料
と
し
て
の
「
木
銭
米
代
」
は
、
長
崎
奉
行
・
勘
定
役
普
請
役
と
も
、

船
木
宿
で
は
泊
り
の
「
木
賃
米
代
」
一
人
五
六
文
を
供
立
人
数
分
に
つ
い
て
支

払
い
、
吉
田
宿
で
は
昼
休
み
「
旅
籠
代
」
と
し
て
上
は
二
人
立
五
六
文
、
供
立

は
一
人
二
八
文
の
「
木
銭
米
代
」
を
人
数
分
支
払
っ
た
。
船
木
・
吉
田
宿
の
「
木

銭
米
代
」
は
前
述
の
矢
掛
宿
と
同
額
で
あ
り
、
幕
府
規
定
が
山
陽
道
に
広
く
浸

透
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
小
郡
宿
の
場
合
は
後
述
す
る
よ
う
に
幕
末
期

の
実
情
か
ら
、
注
進
状
に
記
載
が
な
い
だ
け
で
、
近
隣
の
宿
駅
と
同
額
の
「
木

銭
米
代
」
に
よ
る
同
様
の
支
払
い
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

継
送
り
に
つ
い
て
も
表
８
に
よ
っ
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
長
崎
奉
行
の
供
立

は
二
二
〇
～
二
四
〇
人
前
後
、
牽
馬
二
疋
で
天
明
と
ほ
ぼ
同
規
模
で
あ
っ
た

が
、
特
権
付
与
に
よ
り
低
額
の
御
定
賃
銭
使
用
を
許
さ
れ
た
先
触
人
馬
二
一
五

人
三
四
疋
（
前
日
宿
割
分
を
含
む
）
を
大
き
く
超
え
て
実
際
通
行
で
は
人
足
七

〇
〇
～
八
〇
〇
人
、
馬
六
〇
～
九
〇
疋
を
使
用
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
支
払
い

は
船
木
・
吉
田
宿
の
前
日
宿
割
分
の
み
（
小
郡
宿
は
記
載
な
し
）
で
、
大
規
模

使
用
人
馬
の
ほ
と
ん
ど
を
御
馳
走
人
馬
と
し
て
無
賃
で
使
用
し
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
矢
掛
宿
に
お
け
る
人
馬
使
用
（
天
明
期
九
通
行
平
均
、
人
足
八
八

一
人
・
馬
八
九
疋
、
御
定
賃
銭
支
払
率
人
足
一
二
％
・
馬
四
四
％）

（（
（

）
と
比
較
し

て
、
萩
藩
で
は

規
制
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
に

等
し
い
。

　

こ
の
こ
と
に

関
し
て
田
中
氏

は
、
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）

の
当
職
役
に
よ

る
人
馬
賃
銭
支

払
い
に
関
す
る

指
示
と
明
和
期

の
領
内
宿
駅
の

人
馬
使
用
に
つ

い
て
の
指
示）

（（
（

を

根
拠
に
、
萩
藩

で
は
幕
府
御
用

通
行
だ
け
で
な

く
参
勤
交
代
大

名
を
含
め
た
特

権
通
行
継
送
り

人
馬
の
全
無
賃

表９　長崎奉行通行の迎送御馳走（文政４年８月）

御　馳　走 小郡宿 船木宿 吉田宿
8.25　下り　休 8.25　下り　泊 8.26　下り　休

代　官 宿外れへ迎送
御茶屋にて挨拶，進物

市はずれへ迎送
御茶屋にて挨拶，進物

宿外れにて迎送
御茶屋にて挨拶，進物

先　払 手子2人　宰判中 割小松より西見峠迄，手子2人，宰判中 船木宰判境西見峠より長府領境刎迄，手
子2人，宰判中

先案内 庄屋1人　　宰判中
勘定役案内 地下人2人　宰判中 地下人脇差指2人　宰判中 地下人脇差指2人　宰判中
普請役案内 地下人2人　宰判中 地下人脇差指1人　宰判中 地下人脇差指1人　宰判中
長崎奉行手附，宿割 地下人1人　宰判中 地下人脇差指1人　宰判中 地下人脇差指1人　宰判中

宰判境 両宰判境佐野峠・割小松へ役人1
人宛

小郡・吉田宰判境へ山中與兵衛，駕籠脇
より披露，挨拶あり

船木宰判境西見峠へ三輪九十郎，長府領
境刎へ山根文六，それぞれ披露あり

駕籠建(立)場 記載なし 吉見峠・逢坂両所　仕調
御物送場御番所門前 通路時：高橋與左衛門 発駕時：周田市兵衛，駕籠脇より披露 到着時：村田七郎左衛門，披露あり

宿迎送 宿外れ：	大庄屋・町年寄・目代・
御茶屋入亭主

市中：本陣亭主・大庄屋
市はずれ：庄屋・年寄・目代

市中：厚狭宿庄屋・年寄・目代
　　　吉田宿本陣入亭主・大庄屋
市はずれ：庄屋・年寄・目代

人馬所 見合役人
手子・庄屋・畦頭

見合・桑原清左衛門
手子・庄屋

見合・本間伝兵衛，
手子・庄屋・年寄・目代等

川船渡場
［椹野川］東津　
見合役人，手子・庄屋・畦頭

木田川船渡場
桑原清左衛門　手子・庄屋・畦頭・川越
夫召連

吉田川船渡場見合・三輪九十郎　手子・
庄屋・畦頭・人足等召連
厚狭川橋見合　手子・庄屋・畦頭・人足
等召連

注）１．本表は山口県文書館所蔵「文政4年長崎奉行通行一件」による．
　　２．小郡宰判の駕籠建場は，「長沢」（鋳銭司村）と「割小松」（江崎村）の東西2か所にあった（表11，12参照）．
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御
馳
走
使
用
を
許
容
し
、
そ
の
経
費
を
郡
村
費
等
で
負
担
し
た
こ
と
を
示
唆）

（（
（

し

て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

表
９
の
送
迎
御
馳
走
は
、
長
崎
奉
行
の
格
式
に
対
応
し
た
萩
藩
の
外
交
的
な

応
対
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
林
家
文
書
の
小
郡
宿
史
料
に
は
こ
れ
に
関
す
る
記

録
が
伝
存
し
な
い
の
で
掲
げ
た
。
表
示
の
よ
う
に
送
迎
は
宰
判
代
官
の
挨
拶
・

進
物
献
上
を
は
じ
め
、
勘
場
役
人
（
御
番
所
役
人
、
手
子
、
大
庄
屋
等
）、
宿

役
人
等
（
年
寄
・
目
代
、
本
陣
・
御
茶
屋
亭
主
）、
地
方
役
人
（
庄
屋
）
等
の

総
出
体
制
で
、そ
れ
ぞ
れ
宿
端
、宿
内
、宿
外
れ
、宰
判
中
（
先
払
い
、先
案
内
）、

宰
判
境
の
峠
、
駕
籠
建
場
、
川
船
渡
し
場
へ
配
置
さ
れ
た
。
駕
籠
建
場）

（（
（

は
休
息

の
た
め
眺
望
の
良
い
地
点
等
を
選
ん
で
駕
籠
を
止
め
る
場
所
で
や
や
小
高
く
し

た
芝
地
と
い
う
。

　
　
　

四　

寛
政
期
の
「
定
法
」
改
定
と
休
泊
経
費
負
担

　
　
　
　

１　
「
定
法
」
改
定
に
よ
る
負
担
構
造

　

文
政
四
年
か
ら
さ
ら
に
三
十
数
年
後
の
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）、
一
〇
代

林
勇
蔵
の
大
庄
屋
昇
任
ま
で
の
期
間
も
ま
た
空
白
と
な
る
が
、
そ
の
後
は
大
庄

屋
在
職
中
に
勇
蔵
が
作
成
し
た
特
権
通
行
休
泊
経
費
の
年
度
別
決
算（「
請
払
」）

と
そ
れ
に
関
す
る
一
連
の
史
料
群
が
伝
存
す
る
の
で
、
こ
の
時
期
の
状
況
に
つ

い
て
検
討
を
試
み
た
い
。

　

表
10
の
よ
う
に
勇
蔵
作
成
の
決
算
書
は
安
政
二
・
文
久
元
・
元
治
元
年
分
の

三
冊
（「
公
料
御
役
人
様
其
外
御
通
路
入
目
帳
」、
文
久
元
年
分
以
降
は
「
同
諸

入
目
帳
」）で
、い
ず
れ
も
控
で
あ
る
。
文
久
三
年
度
分
は
大
庄
屋
山
内
休
兵
衛
・

高
井
三
郎
介
作
成
の
同
種
の
史
料
で
、
こ
の
時
恵
米
方
の
勇
蔵
が
手
元
に
保
管

し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
大
庄
屋
、
さ
ら
に
小
郡
宰
判
の

算
用
方
、
代
官
の
署
名
が
あ
る
。

　

重
要
な
こ
と
は
、「
天
明
七
年
定
法
」
の
改
定
が
行
わ
れ
、
特
権
通
行
休
泊

経
費
の
補
償
仕
法
が
改
革
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
い
つ
の
時
点
で
行
わ
れ
た
か

に
つ
い
て
は
、
次
の
二
点
を
根
拠
に
寛
政
期
と
判
断
し
た
。

　

ま
ず
、「
御
本
米
」
は
天
明
七
年
か
ら
数
年
後
の
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

の
元
米
を
基
準
に
二
歩
引
き
で
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
次
に
藤
澤
前
掲
書
に

引
用
さ
れ
た
船
木
宰
判
大
庄
屋
三
戸
貞
右
衛
門
の
天
保
三
年
七
月
付
「
御
願
申

上
候
事）

（（
（

」（「
船
木
宰
判
本
控
」
所
収
）
の
冒
頭
に
「
船
木
御
宰
判
大
公
儀
御
役

人
様
御
通
路
入
目
御
任
米
、
寛
政
年
中
よ
り
歩
引
を
以
被
立
遣
候
」
と
あ
る
こ

と
に
よ
る
。
こ
の
「
定
法
」
が
船
木
宿
を
含
め
て
、
表
７
の
本
藩
の
「
宰
判
宿

駅
」
に
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
、
運
用
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課

題
で
あ
る
。

　

安
政
二
年
分
（
一
八
五
五
～
五
六
）
の
決
算
書
に
は
「
郡
配
当
米
」
請
の
う

ち「
長
崎
御
奉
行
様
御
干
肴
代
」一
石
四
斗
の
記
載
も
れ
が
あ
る（
同
年
分
の「
郡

配
当
請
払
御
聞
印
帳
」
林
家
文
書
六
一
〇
─
〇
七
に
は
当
該
費
目
の
記
載
が
あ

る
の
で
理
由
は
不
明
）。
そ
こ
で
、文
久
元
年
分
（
一
八
六
一
～
六
二
）
の
「
公

料
御
役
人
様
其
外
御
通
路
諸
入
目
帳
」（
同
六
一
三
─
一
七
）に
よ
っ
て
示
す
と
、

改
定
の
内
容
は
費
目
の
再
編
成
と
支
給
額
の
増
額
（
六
斗
六
升
四
合
）
で
あ
り
、

表
10
に
よ
っ
て
以
後
固
定
化
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。 六

六



　

一　

米
四
拾
石
九
斗
六
升
四
合

　
　

	

右
公
料
御
役
人
様
・
異
国
人
通

路
入
目
・
御
賄
入
目
ニ
し
て
寛

政
五
年
之
元
米
五
拾
壱
石
二
斗

五
合
を
二
歩
引
ニ
し
て
御
本
米

被
立
下
分
請
之

　

一　

同
拾
弐
石

　
　

	

右
大
公
儀
役
人
様
・
諸
大
名
様

方
御
通
路
諸
入
目
、
定
法
配
当

方
よ
り
被
立
下
分
請
之

　

一　

壱
石
四
斗

　
　

	

右
長
崎
御
奉
行
様
御
干
肴
代
ニ

し
て
定
法
修
補
方
よ
り
被
立
下

分
請
之

　

〆
五
拾
四
石
三
斗
六
升
四
合

　

改
定
後
の
費
目
と
財
源
・
請
米
高

は
、
⑴
長
崎
奉
行
を
は
じ
め
主
要
な

幕
府
御
用
通
行
の「
入
目（
諸
入
目
）」

及
び
「
賄
入
目
」
に
「
御
本
米
」
か

ら
四
〇
石
九
斗
六
升
四
合
、
⑵
そ
の

表10　特権通行小郡宿休泊入目「請払」（安政2年～元治元年分）

費　　目 摘　　要 奥書役人
　1.　安政2年分（安政元.9～2.8）　　　　　 大庄屋・林勇蔵

請

40.96400 石 公料役人・異国人通路，入目・賄入目 寛政5年元米51.205石を2歩引，本勘米被立下分 算用方・北村仲之進
12.00000 石 大公儀役人・諸大名通路，諸入目 定法配当方より被立下分 算用方・小田久兵衛
52.96400 石 請米　計 算用方・阿武九郎兵衛
3,756.312 匁 同上，代銀 卯暮「南御買直段」　銀100目ニ付1.41石替 小郡代官・玉木文之進

払

4,344.228 匁 入目銀　計 小郡代官・中村卯右衛門
5.15185 石 入目米　計 小郡代官・勝間田権右衛門
365.379 匁 同上，代銀 和市　銀100目ニ付1.41石替

4,709.607 匁 入目銀単（ひとえ）合計
残 953.295 匁 払過
　2.　文久元酉年分（文久元.9～2閏.8）　　　 大庄屋・林勇蔵

請

40.96400 石 公料役人・異国人通路，入目・賄入目 寛政5年元米51.205石を2歩引，本米被立下分 算用方・国司潤助
12.00000 石 大公儀役人・諸大名通路，諸入目 定法配当方より被立下分 算用方・金子源三郎
1.40000 石 長崎奉行干肴代 定法修補方より被立下分 算用方・松田小市郎

54.36400 石 請米　計 小郡代官・小泉敏馬
7,051.102 匁 同上，代銀 酉暮「南御買直段」　銀100目ニ付0.771石替

払

13,625,010 匁 入目銀　計
5.42820 石 入目米　計
704.047 匁 同上，代銀 和市　銀100目ニ付0.771石替

14,329.057 匁 入目銀単（ひとえ）合計
残 7,277.955 匁 払過
　3.　文久3亥年分（文久2.9～3.8） 大庄屋・山内休兵衛

請

40.96400 石 公料役人賄入目，異国人通路入目 寛政5年元米51.205石を2歩引，本米被立下分 大庄屋・高井三郎介
12.00000 石 大公儀役人・諸大名通路，諸入目 定法配当方より被立下分 算用方・野村平蔵
1.40000 石 長崎奉行干肴代 定法修甫方より被立下分 算用方・御籏善右衛門

54.36400 石 請米　計 算用方・増野七三郎
7,947.953 匁 同上，代銀 亥暮「南御買直段」　銀100目ニ付0.684石替 小郡代官・井上聞多

払

4,208.655 匁 入目銀　計 小郡代官・北川清助
2.90295 石 入目米　計 小郡代官・北條源蔵
424.488 匁 同上，代銀 和市　銀100目ニ付0.684石替 小郡代官・楢崎八十槌

4,633.063 匁 入目銀単（ひとえ）合計
残 3,314.890 匁 払残り 窮民修補え差加被仰付候
　4.　元治元年分（元治元.9～慶応元.8） 大庄屋・林勇蔵

請

40.96400 石 公料役人賄入目，異国人通路入目 寛政5年元米51.205石を2歩引，本米被立下候分 算用方・寺島太次郎
12.00000 石 大公儀役人・諸大名通路，諸入目 定法配当方より被立下分 算用方・野村平蔵
1.40000 石 長崎奉行干肴代 定法修甫方より被立下分 算用方・伊藤甲三郎

54.36400 石 請米計 小郡代官・北川清助
8,006.480 匁 同上，代銀 子暮「南御買直段」　銀100目ニ付0.679石替 小郡代官・井上聞多

払 3,308.300 匁 入目銀　計 小郡代官・市川文作
残 4,698.180 匁 払残 窮民修甫え請加被仰付事 小郡代官・渡辺源右衛門

注）１．本表は林家文書の次の史料による．
　　　　・安政3年8月「安政2年分　公料御役人様其外御通路御入目帳」（控，613－20）
　　　　・文久2年閏8月「文久元酉年分　公料御役人様其外御通路諸入目帳」（控，613－17）
　　　　・元治元年8月「文久3亥年分　公料御役人様其外御通路諸入目帳」（控，613－19）
　　　　・慶応元年8月「元治元子年分　公料御役人様其外御通路諸入目帳」（控，613－18）
　　２．	「請」欄の「定法配当方」の費目は「郡配当請払御聞印帳」（安政2，文久元・3，元治元年分，610－04～07）に記載があり，「公

料米銀（御入目）帳江請添被仰付分」と書き添えがある．
　　３．「定法修甫方」の費目は「小郡諸修補請払御算用一紙」に記載がある．
　　４．「銀単」（ぎんひとえ）は，米銀混合の計算を米を相場（和市）によって銀価に直し，銀単一にして計算することをいう．
　　５．	「御買米直段」は藩の公定米価で，北前（日本海側）・南前（瀬戸内海側）の地域別に定められた．米銀換算の基準にもなる公定

和市（相場）である．
　　６．	安政2年分の「長崎奉行干肴代」は「郡配当請払御聞印帳（610－07）及び「小郡諸修補請払御算用一紙」（530－56）には記帳され

ているが，上記注１の史料（613－（（）にはこの年だけ記載がないので，「請払」は史料のままとした．
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他
の
幕
府
役
人
と
参
勤
交
代
大
名
の
「
諸
入
目
」
に
小
郡
宰
判
「
郡
配
当
米
」

か
ら
一
二
石
、
⑶
「
長
崎
奉
行
干
肴
代
」
に
同
じ
く
「
定
払
修
甫
」
か
ら
一
石

四
斗
、
合
計
五
四
石
三
斗
六
升
四
合
を
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

⑴
と
⑵
の
費
目
は
、
特
権
通
行
者
層
の
階
層
設
定
と
そ
れ
に
対
応
し
た
経
費

補
償
方
式
が
確
立
さ
れ
負
担
の
構
造
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

⑴
と
⑵
の
石
高
分
け
は
す
で
に
天
明
七
年
沙
汰
書
に
見
え
て
お
り
、「
御
本

米
」
五
三
石
七
斗
を
四
一
石
七
斗
と
一
二
石
に
分
け
、
前
者
に
小
郡
宿
所
在
の

「
下
郷
」
村
が
記
さ
れ
て
い
た
。
一
二
石
分
の
財
源
は
「
御
本
米
」
か
ら
「
郡

配
当
米
」
に
移
さ
れ
定
法
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
天
明
七
～
寛
政
五
年
の
間

は
「
定
法
」
確
立
の
試
行
期
間
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

林
家
文
書
に
よ
る
と
、
各
年
度
分
の
小
郡
宰
判
「
郡
配
当
請
払
御
聞
印
帳
」

に
「
一
同
（
米
）
拾
弐
石　

右
大
公
儀
御
役
人
様
并
ニ
御
大
名
様
方
御
通
路
入

目
定
法
被
立
下
分　

公
料
御
入
目
帳
江
請
添
被
仰
付
分）

（（
（

」
と
記
さ
れ
、
前
掲
決

算
書
に
そ
の
旨
記
帳
さ
れ
た
。
更
に
各
年
度
分
の
「
吉
敷
郡
小
郡
御
宰
判
御
蔵

入
・
御
撫
育
方
・
給
領
郡
配
当
請
払
一
紙
」
及
び
「
同
請
払
帳
」（
清
帳
）
の
「
払
」

費
目
に
編
入
さ
れ
「
請
払
」
が
行
わ
れ
た
。

　

⑶
は
新
設
費
目
で
代
官
が
献
上
す
る
進
物
代
等
を
名
目
に
立
て
た
と
考
え
ら

れ
、
財
源
は
「
定
払
修
補
米
」
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
天
明
七
年
分
の
「
請
米
」
か
ら
丸
尾
崎
舸
子
飯
米
（
三
石
五
斗
六
升

七
合
）が
現
米
で
支
払
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
仕
法
替
が
あ
り
、「
郡

配
当
」
の
「
人
馬
賃
銀
貫
立
」
の
内
で
定
額
（
五
二
三
匁
八
分
）
が
浦
年
寄
六

人
に
「
海
上
御
勤
事
其
外
船
役
多
迷
惑
ニ
付
被
立
下
分
」
と
し
て
支
給
さ
れ
た）

（（
（

。
　

新
規
財
源
の
う
ち
郡
配
当
米
は
宰
判
の
基
本
経
費
（
郡
費
）
で
、
萩
藩
郡
村

費
の
財
源
の
仕
組
み
（
構
造
）
を
解
明
し
た
田
中
前
掲
論
文
「
萩
藩
郡
村
費
の

研
究
」
に
よ
れ
ば
、
萩
藩
で
は
年
貢
米
の
根
廻
し
（
百
姓
の
名
目
四
斗
俵
に
よ

る
納
入
）
と
俵
廻
し
に
よ
る
枡
相
（
差
額
＝
延
米
）
か
ら
領
主
取
り
分
（
貢
粗

の
三
％
）
の
「
延
米
」
を
取
り
去
っ
た
残
り
が
「
弥
延
米
」
で
あ
り
、
こ
れ
を

財
源
と
し
て
郡
村
費
の
郡
配
当
（
郡
費
）
と
弥
延
払
（
村
費
）
に
充
当
さ
れ
た
。

郡
村
費
は
弥
延
米
で
は
不
足
し
た
た
め
別
途
、
石
高
割
に
よ
る
勘
場
小
貫
（
郡

費
）・
地
下
小
貫
（
村
費
）
及
び
足
役
抨
し
（
夫
役
関
係
経
費
、
人
夫
徴
発
か

ら
銀
納
へ
と
移
行
）
が
徴
収
さ
れ
た）

（（
（

。

　

ま
た
、「
修
補
米
銀
」
は
宰
判
の
大
庄
屋
元
で
統
括
さ
れ
る
貸
付
米
銀
の
運

用
利
子
を
充
当
す
る
も
の
で
、代
官
所
の
諸
経
費
を
中
心
と
し
た
「
定
払
修
補
」

（
郡
奉
行
管
轄
）
と
民
政
費
と
し
て
村
・
農
民
に
還
元
さ
れ
た
諸
修
補
（
代
官

所
管
轄
）
で
構
成
さ
れ
て
い
た）

（（
（

。

　

寛
政
期
の
「
定
法
」
改
定
は
特
権
通
行
者
の
階
層
設
定
に
よ
る
宿
駅
の
休
泊

経
費
負
担
構
造
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
支
え
る
財
源
に
つ
い
て
も
、

田
中
氏
が
提
起
し
た
萩
藩
郡
村
費
負
担
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　

２　

幕
末
期
の
幕
府
御
用
通
行

　

寛
政
期
改
定
の
「
定
法
」
の
内
容
と
宿
駅
の
休
泊
経
費
負
担
の
実
態
を
、
具

体
的
な
通
行
に
即
し
て
理
解
す
る
た
め
に
、
萩
藩
で
設
定
さ
れ
た
特
権
通
行
の

階
層
（
ク
ラ
ス
）
別
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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表
11
は
定
法
改
定
に
基
づ
く
安
政
二
年
分
（
一
八
五
五
～
五
六
）
の
決
算
書

の
「
払
」
費
目
の
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
明
七
年
分
と
比
べ
て
通
行

別
の
費
目
構
成
と
根
拠
と
な
る
小
割
帳
が
整
い
、
帳
面
形
式
が
確
立
さ
れ
て
い

る
。
文
久
元
年
分
（
一
八
六
一
～
六
二
）
も
同
様
の
形
式
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
定
法
の
⑴
に
相
当
す
る
の
は
表
11
の
1
長
崎
奉
行
・
荒
尾
石
見
守
と

4
長
崎
目
付
・
岡
部
駿
河
守
の
二
通
行
で
主
要
な
幕
府
御
用
通
行
で
あ
る
。
一

二
項
目
に
わ
た
る
費
目
に
つ
い
て
証
拠
と
な
る
諸
入
目
帳
・
賄
仕
出
帳
類
を
表

示
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
一
行
の
本
陣
で
あ
る「
御
茶
屋
」の「
賄
入
目
」と「
諸

入
目
」
は
御
茶
屋
に
配
置
さ
れ
た
勘
場
役
人
「
御
茶
屋
番
」
が
仕
出
帳
・
諸
入

目
帳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
こ
の
両
通
行
に
は
「
御
代
官
様
宿
外
御
迎
送
り
御

立
宿
心
付
」
銀
八
匁
六
分
が
「
定
法
」
と
し
て
計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
文
久
元

年
分
も
同
額
で
前
述
の
宰
判
代
官
の
「
迎
送
御
馳
走
」
出
張
に
要
し
た
費
用
で

あ
る
。
長
崎
目
付
、
勘
定
吟
味
役）

（（
（

も
同
額
で
あ
っ
た
。
一
行
の
供
立
（
家
臣
）

が
本
陣
三
原
屋
を
含
め
て
宿
場
津
市
の
町
屋
に
分
宿
し
た
「
下
宿
賄
入
目
」
は

町
方
が
仕
出
帳
を
作
成
し
、
奥
書
に
年
寄
二
人
と
目
代
が
連
署
し
た
。

　

こ
れ
ら
三
種
類
の
帳
面
は
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
収
支
計
算
が
行
わ
れ
、
決
算
書

の
「
入
目
銀
」
は
そ
の
結
果
と
し
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
残
り
銀
＝
間

欠
銀
で
あ
っ
た
。
安
政
二
年
分
（
長
崎
奉
行
一
貫
二
三
六
匁
余
、
長
崎
目
付
七

二
〇
匁
余
）
は
右
の
二
通
行
で
一
貫
九
五
六
匁
余
、「
払
」
総
額
の
四
一
・
五
％

を
占
め
た
。
平
均
額（
九
七
八
匁
余
）に
お
い
て
も
安
政
二
年
分
の
赤
字
額（
表

10
、
九
五
三
匁
余
）
を
上
回
っ
た
。

　

文
久
元
年
分
は
決
算
の「
払
」総
額
が
一
四
貫
三
二
九
匁
余（
表
10
）と
な
り
、

表11　小郡宿安政２年分休泊入目「払」内訳
（単位：匁）

「払」　内　訳 入目額
（間欠銀）

小　　割　　帳
日　付 表題（種類） 作成者 整理番号

　1　安政2.10.21　長崎奉行・荒尾石見守　上り　御茶屋　昼休
御茶屋昼休賄諸入目 秋本源太郎 208.210 安政2.10.21 賄仕出帳 御茶屋番・秋本源太郎 631－09－08
御茶屋内夫・通い并取繕い諸入目 秋本源太郎 51.750 安政2.10.21 諸御入目帳 御茶屋番・秋本源太郎 631－09－05

津市下宿賄入目 町方 740.444 安政2.11 下宿賄仕出帳
目代・石井清作
年寄・三原屋助一郎
年寄・西村保兵衛

631－09－06

割木松駕籠建場仕調諸入目 江崎村 31.100 安政2.10 諸入目仕出帳 庄屋・高井忠右衛門 631－09－07
長沢，同上 陶村 29.700 安政2.10.20 諸入目附立帳 庄屋・福田栄作 631－09－01
今坂立宿番飯諸入目 江崎村 64.460 安政2.10 諸入目仕出帳 庄屋・高井忠右衛門 631－09－02
岩淵，同上 大（台）道村 23.600 安政2.10 番飯仕出帳 庄屋・上田新太郎 631－09－03
宮市にて宿駕籠締り宿賃諸入目 大（台）道村 16.000 安政2.10 宮市駕籠留諸入目仕出帳 庄屋・上田新太郎 631－01－03
東津川渡場仕構 下郷 51.500 安政2.10 東津川端入目附立帳 庄屋・林良平 631－09－04
御茶屋にて進物野菜代 紙屋・国蔵 6.350
御無難御祈祷御初穂之分 正福寺 4.300
代官宿外迎送り立宿心付，定法 町方 8.600
小　計 1,236.014
　2　安政2.12.29　石見漂着異国人9人・浜田家中付添　昼休
津市昼休賄入目 三原屋・助一郎 80.000 安政2.12 賄仕出帳 本陣・三原屋助一郎 651－02

［天下御物送場］御番所［役人］立宿 勇次 8.000
乗駕籠其外諸入目 石井清作 54.100 安政2.12 諸入目仕出帳 目代・石井清作 651－03
今坂にて賄入目 江崎 35.200 安政2.12 諸入目仕出帳 庄屋・高井忠右衛門 651－04
小　計 177.300
　3　安政2.10.10　長崎与力その外　下り　休

津市宿賄諸入目 町方 204.000 安政2.12 賄入目仕出帳
目代・石井清作
年寄・三原屋助一郎
年寄・西村保兵衛

631－01－02

　4　安政3.4.3　長崎目付・岡部駿河守　下り　御茶屋　昼休

下宿賄 町方 192.220 安政3.4.2 下宿賄仕出帳
目代・源八
年寄・三原屋助一郎
年寄・西村保兵衛

631－02－17

御茶屋賄入目 秋本源太郎 167.270 安政3.4.3 賄仕出帳 御茶屋番・秋本源太郎 631－02－09
御茶屋内夫通いその外細々諸入目 秋本源太郎 147.560 安政3.4.3 諸入目帳 御茶屋番・秋本源太郎 631－02－16
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安
政
二
年
の
三
倍
に
膨
張

し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測

さ
れ
る
よ
う
に
、
表
12
に

示
し
た
ク
ラ
ス
⑴
に
相
当

す
る
一
一
の
幕
府
御
用
通

行
が
あ
っ
た
。
通
行
者
は

従
前
か
ら
の
常
連
で
あ
る

長
崎
奉
行
二
（
内
、
元
年

家
族
通
行
の
主
人
は
表
17

の
海
上
通
行
）、
勘
定
吟

味
役
二
、
長
崎
目
付
二
の

計
六
通
行
に
、
新
設
の
外

国
奉
行
・
外
国
吟
味
役
・

外
国
目
付
一
行
の
上
下
五

通
行
（
内
、
外
国
吟
味
役

の
文
久
二
年
通
行
は
表
17

の
海
上
通
行
）が
加
わ
り
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
通
行
量

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
外
国
奉
行

は
、
安
政
五
年
七
月
海
防

掛
を
廃
し
、
は
じ
め
て
外

東津川渡り場仕調 下郷 51.500 安政3.4 東津川端入目附立帳 庄屋・林良平 631－02－10

長沢・割木松駕籠建場諸入目 陶村 29.700 安政3.[4] 割小松諸入目仕出帳 庄屋・高井三郎助 631－02－12
江崎村 31.100 安政3.4.3 水茶屋諸入目小日記帳 庄屋・福田栄蔵 631－02－11

岩淵・今坂にて役人賄諸入目 大（台）道村 51.100 安政3.4 ［岩淵］諸入目仕出帳 庄屋・上田新太郎 631－02－13
江崎村 29.770 安政3.4 今坂立宿諸入目仕出帳 庄屋・高井三郎助 631－02－14

宿駕籠締り方船木行諸入目 左（佐）山 11.220 安政3.4.3 船木宿駕籠取締帳 給庄屋・伊藤伝右衛門 631－02－15
代官立宿心付の分 8.600
小　計 720.040
　5　長崎目付浅野一学，徒目付・小人目付　安政3.4　海上上り　丸尾崎仕構
丸尾崎仕構舸子飯米その外諸入目（銀）
同上，2.99179石　　 岐波村 33.300 安政3.4 諸役船舸子飯米・番飯米・

蝋燭代共入目仕詰帳 庄屋・部坂恒兵衛 631－10－（2

進物肴代［鯛3折6枚］ 岐波村 32.500 安政3.4 進物肴代銀仕出帳 浦年寄・伊藤亀蔵，庄屋・
部坂恒兵衛 631－10－（3

進物野菜　6折 紙屋・国蔵 27.400
小　計 93.200
　6　毛利左京亮　　安政3.8.18～8.20　海上上り　丸尾崎仕構
丸尾崎諸仕構諸入目（銀）
同上，1.06074石 岐波村 7.555 安政3.8 入用蝋燭代・番飯・舸子

飯米人別渡シ帳 庄屋・部坂嘉兵衛 621－20

進物肴代 岐波村 15.700 安政3.8 仕入肴代間欠仕出帳 浦年寄・伊藤亀蔵，庄屋・
部坂嘉兵衛 621－21

進物野菜代 紙屋・国蔵 5.200
小　計 28.455
　7　安政3.8.24　伊沢謙吾　蕃所調所出役　下り　昼休
東津川渡り大儀に付仕調入目 下郷 51.500 安政3.8 東津川端入目附立帳 庄屋・林良平 631－01－11
　8　［安政2.9～3.8　公料・京家等役人，聞合せ飛脚賃］
卯9月～12月，公料賄仕出 目代・源八 65.960 公料・京家賄仕出帳 613－13
辰1～8月，同上 目代・源八 77.970 安政3.8 公料・京家賄仕出帳 613－14
諸方聞合せ飛脚 目代・源八 15.000 安政3.8
卯9月～辰8月，公料賄仕出 目代・石井清作 205.059 安政3.8 公料役人外賄仕出帳 目代・石井清作 613－15
諸方聞合その外小 （々細々）仕出 目代・石井清作 81.100 安政3.8 諸飛脚賃仕出帳 目代・石井清作 506－02
卯9月～辰8月，公料役人賄入目 三原屋・助一郎 864.680 公料賄仕出帳 本陣・三原屋助一郎 613－36

［辰1～8月］，同上 三原屋・助一郎 135.330 安政3.9 公料賄仕出帳 本陣・三原屋助一郎 613－37
小　計 1,445.099
　9　［安政2.10.25～安政3.8.8　参勤交代大名］
松平大隅守　下り　泊 秋本源太郎 ［41.350］安政2.10.25 諸入目帳［差引仕詰］ 御茶屋番・秋本源太郎 631－01－13
細川越中守　上り　泊 秋本源太郎 ［78.220］安政3.2.24 諸入目帳［差引仕詰］ 御茶屋番・秋本源太郎 632－05－01
毛利讃岐守　下り　昼休 秋本源太郎 ［37.050］安政3.2.29 諸入目帳［差引仕詰］ 御茶屋番・秋本源太郎 621－18
松平下野守　下り　泊 秋本源太郎 ［100.760］安政3.3.19 諸入目帳［差引仕詰］ 御茶屋番・秋本源太郎 632－07－01
松平美濃守　上り　泊 秋本源太郎 ［114.140］安政3.8.8 諸入目帳［差引仕詰］ 御茶屋番・秋本源太郎 632－06－01
小　計 228.820
　10　その他
薩摩鹿児島下り代官迎送り立宿心付，
定法 町方 8.600 安政2.12 賄仕出帳 年寄・三原屋助一郎，西

村保兵衛 651－02

卯2～12月，役人賄入目 台道村 49.600 安政2.12 大名其外通路番飯賄仕出
帳 庄屋・上田新太郎 631－01－12

毛利讃岐守，割小松駕籠建場仕調 江崎村 17.400 安政3.2 諸入目仕出帳 庄屋・高井忠右衛門 621－19
長崎奉行・長崎目付通行，勘場守所より諸入目仕出 24.200
小　計 99.800
長崎より西津製小筒その外江戸へ漕船舸子飯米1.09932石

合　計
銀　計 4,344.228
米代銀 365.379 米5.15185石（2.99179石＋1.06074石＋1.09932石）　和市銀1匁につき1.41升替
銀単（ひとえ） 4,709.607

注）１．本表は林家文書の次の史料による．
　　　　・安政3年8月「安政2年分　公料御役人様其外御通路御入目帳」大庄屋・林勇蔵（控，613－20）
　　２．小割帳は林家文書の当該史料である．表題は略記した.
　　３．注１の史料には安政2年分「人馬所諸入目帳」（642－10）の計143.6匁が計上されていない．
　　４．参勤交代大名の［　］印の個別額は表19の史料により補足した．これによる小計は371.52匁で142.7匁多い．
　　５．細目の個別合計銀高は4,284.228匁となり60匁少ない．
　　６．	本表2の通行は大名の家中通行であるが，用務上本表8の公料役人と同等の扱いがなされたものであろう．3の通行ともに別帳が作成され

ているが，賄い料は8のクラスで，木銭米代の支払いはなかった．
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交
を
司
る
役
職
と
し
て
設

け
ら
れ
、
席
次
は
遠
国
奉

行
の
上）

（（
（

、
長
崎
奉
行
よ
り

上
席
で
あ
っ
た
。

　

大
庄
屋
林
勇
蔵
作
成

の
「
諸
御
大
名
様
・
公
料

御
役
人
様
御
通
行
名
録
」

（
林
家
文
書
六
四
一
─
〇

一
）
に
よ
る
と
、
待
遇
に

つ
い
て
は
小
郡
宰
判
代
官

か
ら
萩
藩
当
局
に
聞
合

わ
せ
、
従
前
の
公
儀
目
付

通
行
（
朱
印
人
馬
無
賃
通

行
類
型
）
の
「
先
例
ニ
而

宜
」
と
の
指
示
を
得
て
い

た
。
但
し
、
送
迎
御
馳
走

は
代
官
下
役
の
天
下
送
り

御
番
所
役
人
に
よ
る
も
の

で
、「
御
番
所
御
立
宿
心

付
之
分
」
と
し
て
銀
六
匁

（
表
12
の
③
供
立
下
宿
分

の
「
賄
入
目
」
に
編
入
、

表12　文久元年分の幕府御用通行休泊入目及び「賄入目」割合
	 （単位：匁）

通　行　者　　　

　　　費　　目

長崎奉行 勘定吟味役 長崎目付
1 2 3 4 5 6

文久元.10.10 文久2.7.14 文久2.2.18 文久2.7.9 文久2.3.25 文久2.4.24
長崎奉行 長崎奉行 勘定吟味役 勘定吟味役 長崎目付 長崎目付

岡部駿河守家族 高橋美作守 岡田安房守 岡田安房守 妻木源三郎 有馬帯刀
御茶屋　休 御茶屋　休 御茶屋　休 御茶屋　休 御茶屋　休 御茶屋　休

①御茶屋賄入目 300.990 152.440 118.160 106.160 141.16 150.160
②御茶屋内夫・通い・掃除夫・諸買物代共 98.122 29.785 99.352 133.207 89.849 100.377
③下宿賄入目［代官立宿心付共］ 552.600 141.000 126.000 210.600 225.600
③下宿賄入目 ＊725.333
　　賄入目計［①＋②＋③］ 1,124.445 734.825 358.512 365.367 441.619 476.137
④割木松駕籠建場仕調 25.600 30.150 30.150 30.150 30.150 30.150
⑤長沢駕籠建場仕調 29.700 29.700 29.700 29.700 29.700
⑥今坂，立宿番飯 47.500 34.650 47.500 34.650 44.500
⑦岩淵，同上 4.000 36.800 56.400 35.150 62.800 37.400
⑧宮市宿駕籠締り方宿賃その外 44.000
⑨船木宿，同上 28.500 29.300
⑩東津川渡り場仕調諸入目 51.500 51.500 51.500 51.500 51.500 51.500
⑪進物野菜代 1.500 4.750 6.500 5.100 1.500 1.500
⑫御無難祈御初穂　中領社 4.3000
⑬宮市人馬札場出勤諸入目 29.450

入　目　銀（間欠銀）　合計 1,255.345 964.675 595.912 564.467 681.209 670.887
　　 内，賄入目　　　　　％　 89.6 76.2 60.2 64.7 64.8 71.0

通　行　者　　　

　　　費　　目

外国奉行 外国吟味役 外国目付
7 8 9 10 11

文久元.9.1 文久2.1.12 文久元.8.29 文久元9.3 文久2.1.12
外国奉行 外国奉行 外国吟味役 外国目付 外国目付

野々山丹後守 野々山丹後守 立田録介 小笠原摂津守 小笠原摂津守
御茶屋　休 御茶屋　休 御茶屋　休 御茶屋　休 御茶屋　泊

①御茶屋賄入目 194.880 186.440 184.880 160.660 249.100
②御茶屋内夫・通い・掃除夫・諸買物代共 67.709 97.116 102.815 73.855 109.810
③下宿賄入目［代官立宿心付共］ 458.444 220.221 282.444
③下宿賄入目 320.977 347.377
　　賄入目計［①＋②＋③］ 721.033 604.533 507.916 516.959 706.287
④割木松駕籠建場仕調 32.750 42.900
⑤長沢駕籠建場仕調 29.700 29.700 29.700
⑥今坂，立宿番飯 48.150 36.150 30.550
⑦岩淵，同上 74.600 36.600 62.700 30.800
⑧宮市宿駕籠締り方宿賃その外 34.900
⑨船木宿，同上 22.700 22.700
⑩東津川渡り場仕調諸入目 13.000 51.500 51.500 13.000 13.000
⑪進物野菜代 1.500 1.500 1.500 1.500 1.500
⑫御無難祈御初穂　中領社
⑬宮市人馬札場出勤諸入目

入　目　銀（間欠銀）　合計 832.833 839.633 669.666 616.859 811.837
　　 内，賄入目　　　　　％　 86.6 72.0 75.8 83.8 87.0

注）１．本表は林家文書の文久2年閏8月「文久元酉年分　公料御役人様其外御通路諸入目帳」大庄屋・林勇蔵（控，613－17）による．
　　２．	通行1～6の費目③の下段のものは，代官の送迎立宿心付「銀8.6匁」が含まれていない．通行7～11は送迎者が代官から下役の天下御

物送場御番所役人に代わり心付は「銀6匁」で，下段の③はこれを含まないものである．
　　３．	各費目の根拠となる小割帳は個別通行の53冊が伝存する．本表の注4～6の関係を除いて通行3の⑨，8の⑧，11の⑤を欠く.
　　　　下宿帳は通行1の外は通行7・9・10（632－02－01），通行3・5・6・8・11（532－03－01），通行2・4（631－03－07）の合冊3冊が伝存する．
　　４．費目⑦の小割帳は共通して伝存していない．
　　５．費目⑩の「川端諸入目仕出帳」（一括，631－01－01）には通行1・9・11の記載がなく，通行2と7の入目額は逆である．
　　６．⑪の野菜進物代は紙屋・国蔵から大庄屋宛請求の「覚」（631－01－14）に明細書が綴じられている.
　　７．	通行1の③の＊印は到着が2日延引になり，「迷惑間欠半方」として違約料金309.333匁が加算されている．また，通行7の②に入るべ

き人夫賃銀銭20目（日雇頭増人数分）が加算されている．
　　８．通行4の⑤は「附立帳」（631－03－12）では24.7匁，10の⑨は「仕出帳」（632－01－03）では34.07匁である．
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外
国
奉
行
一
行
の
文
久
二
年
帰
府
通
行
は
記
載
が
な
く
不
明
）が
計
上
さ
れ
た
。

　

小
郡
宿
の
進
物
野
菜
の
御
馳
走
は
表
12
の
幕
府
御
用
通
行
す
べ
て
に
献
上
さ

れ
た
。
表
13
に
よ
っ
て
丸
尾
崎
通
行
を
含
め
て
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
芋
・
大

根
・
牛
蒡
等
の
根
菜
類
に
ワ
ラ
ビ
・
竹
の
子
・
瓜
と
い
っ
た
季
節
の
野
菜
や
葡

萄
・
九く

ね
ん
ぼ

年
母
な
ど
の

果
物
を
取
り
合
わ
せ

た
も
の
で
、
氷
こ
ん

に
ゃ
く）

（（
（

等
の
乾
物
類

も
含
ま
れ
て
い
た
。

「
定
払
修
補
」
に
よ

る
支
給
の
名
目
は
長

崎
奉
行
干
肴
代
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な

萩
藩
伝
統
の
献
上
品

だ
け
で
な
く
、
献
立

の
食
材
、
酒
の
肴
代

等
に
も
充
当
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

文
久
元
年
分
の
通

行
別
費
目
は
表
12
の

よ
う
に
一
三
に
わ
た

り
安
政
二
年
分
と
変

わ
り
は
な
く
、
そ
の
う
ち
「
賄
入
目
」（
宿
料
と
食
事
賄
い
料
）
の
費
目
は
、

①
御
茶
屋
賄
入
目
、
②
御
茶
屋
諸
入
目
、
③
下
宿
賄
入
目
の
三
費
目
で
構
成
さ

れ
た
。
そ
の
ほ
か
は
東
津
川
渡
し
場
、
割
小
松
・
長
沢
の
駕
籠
建
場
等
、
宰
判

内
送
迎
御
馳
走
の
ポ
イ
ン
ト
地
点
に
関
す
る
入
用
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
個
別

通
行
に
は
継
送
り
人
馬
に
関
す
る
費
用
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

表
示
の
よ
う
に
、
文
久
元
年
分
の
ク
ラ
ス
⑴
主
要
な
幕
府
御
用
通
行
の
「
賄

入
目
」
総
額
（
①
～
③
の
合
計
）
は
四
〇
〇
～
七
〇
〇
匁
前
後
で
休
泊
入
目
総

額
の
六
〇
％
以
上
、
平
均
七
五
％
を
占
め
た
。
ま
た
、
入
目
（
間
欠
）
額
は
合

計
銀
八
・
五
貫
余
で
、
文
久
元
年
分
の
「
払
」
総
額
の
五
九
％
に
達
し
、
安
政

の
四
・
七
倍
の
高
額
で
あ
っ
た
。
一
一
通
行
の
平
均
「
賄
入
目
」
は
七
七
三
匁

余
で
、
文
久
元
年
分
赤
字
額
（
表
10
、
七
貫
二
七
八
匁
）
の
一
〇
・
六
％
に
あ

た
る
。
通
行
別
で
は
長
崎
奉
行
が
銀
一
貫
前
後
（
家
族
通
行
を
含
む
）
の
最
高

額
で
、
外
国
奉
行
の
八
三
〇
匁
余
が
こ
れ
に
次
ぐ
額
で
あ
っ
た
。

　
「
賄
入
目
」
の
収
支
計
算
を
個
別
通
行
に
よ
っ
て
み
る
と
、
す
べ
て
共
通
の

形
式
で
行
わ
れ
た
。
表
14
は
長
崎
奉
行
二
通
行
（
安
政
二
年
一
〇
月
荒
尾
・
文

久
二
年
七
月
高
橋
）
の
も
の
で
、
費
目
は
「
御
茶
屋
賄
入
目
」（
表
中
「
御
茶

屋
賄
」）
と
「
御
茶
屋
諸
入
目
」（
表
中
「
諸
入
目
」）、
及
び
本
陣
・
町
屋
に
分

宿
し
た
供
立
（
家
臣
）
の
「
下
宿
賄
入
目
」
の
三
本
立
て
で
あ
る
。

　
「
御
茶
屋
賄
入
目
」
の
内
訳
は
、上
（
主
人
）
一
人
分
及
び
次
（
側
近
の
家
臣
）

人
数
分
の
賄
い
料
と
菓
子
代
（
よ
う
か
ん
、
一
人
分
銀
二
匁
、
数
量
は
区
々
）

で
あ
る
。「
御
茶
屋
諸
入
目
」
は
宿
駅
が
準
備
し
た
御
茶
屋
掃
除
夫
等
の
人
夫

賃
銀
と
人
夫
賄
料
、
及
び
入
用
品
（
紙
・
布
類
、
蝋
燭
・
炭
・
割
木
等
の
燃
料

表13　小郡宰判の幕府御用通行進物
【 小郡宿 】	 （単位：匁）

通行年月日等 通　行　者 進　物　内　容 入目
文久元.8.29下り 外国吟味役　立田録助 束いも　大根　牛蒡 1.5
文久元.9.1下り，2.1.12上り 外国奉行　　野々山丹後守 牛蒡　束いも　大根 3.0
文久元.9.3下り，2.1.12上り 外国目付　　小笠原摂津守 牛蒡　束いも　大根 3.0
文久2.1.18下り 勘定吟味役　岡田安房守 牛蒡7包　束いも4斤　人参10本 6.5
文久2.3.25下り 長崎目付　　妻木源三郎 束いも　わらび　牛蒡 1.5
文久2.4.24上り 長崎目付　　有馬帯刀 竹の子　束いも　ふき 1.5
文久2.7.9上り 勘定吟味役　岡田安房守 若根牛蒡　瓜5つ　ささぎ（ささげ）代 5.1
文久2.7.14上り 長崎奉行　　高橋美作守 牛蒡7包　うり3俵　ほとう（葡萄）代 4.75

【 丸尾崎港 】

文久2.1.13上り 外国吟味役　立田録助 束いも4斤　久（九）年母15　氷こんにやく50
牛蒡7包　　丁字麩50　　　大根5本 10.15

文久2.9.30上り 長崎奉行　　岡部駿河守 束いも12斤　牛蒡21包　大根27本　丁字麩150
氷こんにやく120　　緒ゆば（湯葉）90 27.6

注）１．本表は林家文書の次の史料による．　
　　　　・文久2.閏8月「覚」（紙屋・国蔵，大庄屋宛，631－01－14）
　　２．小郡宿は表12の⑪進物野菜代，丸尾崎港は表17の進物代（野菜干物）の内訳である.
　　３．	ささぎはささげ（豇豆）の変化した語，ほとう(蒲桃)は葡萄の異名，九年母はミカン科の果樹（小学館

『日本国語大辞典』第2版，参照）．
　　４．丸尾崎港の立田録助の野菜進物は表17の史料では次のようである．
　　　　　束いも350匁・牛蒡10把・麩100・氷こんにゃく60，「野菜干物代」合12.8匁．
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表14　長崎奉行通行小郡宿昼休み「賄入目」収支
	 （単位：匁）

費　目 安政2.10.21　荒尾石見守上り　休 文久2.7.14　高橋美作守　上り　休
入目銀 摘　　　要 入目銀 摘　　　要

御
茶
屋
賄

長崎奉行賄料　　　　和市90文替
供立賄料（御茶屋付）　和市90文替
ようかん

20.44
177.77
10.00

上1人・定法銭23匁
次1人・定法銭4匁×50人＝200目
5人前　定法被立下分

20.44
128.00

4.00

上1人・銭23匁
次1人・銭4匁×36人＝144匁
2人前　被立下分

　計　　① 208.21 152.44

諸
入
目

【人夫賃銀】
掃除（御茶屋内外，馬場筋その外）
仮番所建調，借物取寄せ
当日内夫小遣，その外跡仕舞迄
　
　
　
通い

　
69.00

　
　
　
　
　

5.60

　
34.5人　10月18～21日，4日間
日雇8＋2＋3＋8.5＝21.5人
日雇頭1×4＝4人
障子張1人，御用辺2×2＝4人
日雇夜詰2人，料理人夜詰2人
34.5人×1人2匁
7人賃銀，1人0.8匁

　
51.70

　
　
　
　
　

4.80

　
22人　7月13～14日，2日間
日雇6＋8＝14人，日雇頭1×2＝2人，
御用辺1×2＝2人，計18人
18人×1人2.3匁=41.4匁
料理人2人×2＝4人
1人2.5匁×4＋増賃0.3匁＝10.3匁
6人賃銀，1人0.8匁

　小　計 74.60 56.50
【諸買物・借物損料】
障子紙当日入用取繕い，手紙
生麩
奉書紙
大のし
挽茶代
尺長はし（箸），長楊枝
鹿野（かの）茶
手ぬぐい，茶きん
草履
大そうけ（大笊笥）
きびほうき（黍箒）
下駄
早風呂
雪平
ぬり杓子
莚
縄
蝋燭
すくも
炭
杢入茶碗
割木
竹
借物損料

　
3.10
0.20
2.00
3.80
3.00
1.20
1.50
5.87
1.50
0.70
0.50
1.05
0.80
1.80
0.20
1.60
0.30
3.00
0.30
5.15
1.80
7.00
―

12.65

　
8状，1巻
　
10枚
1包
　
　
　
ともにさらし布，4尺7寸，1尺1.25匁
芥［下］（げげ）15足
1つ
2本
3足
1つ
1つ
2本
2枚
1把
100目
　
沢炭13貫400目
12
14把
　
　

　
0.72
―

0.75
―

3.00
0.60
2.00
3.50
0.80
―

0.60
―

0.75
―
―
―

0.50
1.60
0.30
2.50
―

7.15
0.40

12.50

　
当日入用の半紙，手紙，各2帖
　
5枚
　
　
2膳
　
さらし2.5尺
8足
　
2本
　
1つ
　
　
　
2把
前夜入用の油蝋燭代
　
6貫目
　
小割木11本
1本
　

　小　計 59.02 37.67
【人夫賄】
当日本陣・御用辺・日雇頭・内夫小遣
料理人
通い

　
13.44

　
　

　
計21.5人×2賄＝44賄　夜詰4賄
計48賄　１賄3.5合　計1.68斗
1升につき0.8匁替

　
21.04

　
　

　
計19人×2賄＝38賄　夜5賄
計43賄　１賄3.5合　計1.55斗
銀1匁につき7.15合替

　計　　イ 147.06 115.21

通
行
者
払
等

宿礼またはお茶代　　和市90文替 6.20 宿礼金100疋
代銀18.67匁の3分の1立潰 6.27 御茶代金100疋

代銀18.8匁の3分の1立潰

木銭米代　　　　　　和市90文替 59.11

上下185人・馬2疋（2人立）分
　計190人分，5貫320文
　上1人2人立，56文
　次1人28文×184人＝5貫152文
　馬2疋（2人立）　28文×4＝112文

49.155

上下153人・馬2疋（2人立）分
　計158人分，4貫424文
　上1人2人立，56文
　次1人28文×152人＝4貫256文
　馬2疋　28文×4＝112文

通行者払　小　計 65.31 55.425
定法諸村より助銀 30.00 御茶屋掃除夫料 30.00 掃除料
　計　　ロ 95.31 85.425

差引残　［イ－ロ］　　② 51.75 不足 29.785 不足

下
宿
賄
入
目

勘定役・三浦義十郎　 42.00 上1人銭10匁，次1人銭4匁，
上下9人，上1人，下宿1軒 ― ―

普請役・小比賀允助　 26.00 上1人銭10匁，次１人銭4匁
上下5人，上1人，下宿1軒

長崎奉行供立（宿割を含む）
馬

760.00
5.00

1人銭4匁×上下190人，下宿25軒
馬2疋×2.5匁，馬宿1軒 612.00 1人銭4匁×上下153人，下宿21軒

（馬2疋2人立計4人を含む）
　小　計　　　　　　和市90文替 740.44 計銭833匁の代銀　 544.00 計銭612匁の代銀　
代官立宿心付 ［8.60］表11参照，下宿賄仕出帳とは別立 8.60
　計　　③ 740.44 552.60

賄入目計　［①＋②＋③］ 1,000.40 内，通行者払　65.31匁・6.5％　 734.825 内，通行者払　55.425匁・7.5％

注）１．荒尾石見守通行は林家文書の次の史料による．
　　　　・①：「長崎より御帰府之御奉行荒尾石見守様御茶屋御昼休ニ付御賄仕出帳」御茶屋番・秋本源太郎（631－09－08）
　　　　・②：「長崎より御帰府之御奉行荒尾石見守様御茶屋御昼休ニ付諸御入目帳」御茶屋番・秋本源太郎（631－09－05）
　　　　・③：「長崎御奉行荒尾石見守様御帰府御下宿御賄仕出帳」町方（631－09－06）
　　２．高橋美作守通行は林家文書の次の史料による．
　　　　・①：「長崎より御帰府之御奉行高橋美作守様御茶屋御昼休ニ付御賄入目仕詰帳」御茶屋番・西村壮太郎（631－08－02）
　　　　・②：「長崎より御帰府之御奉行高橋美作守様御茶屋御昼休ニ付諸御入目仕詰帳」御茶屋番・西村壮太郎（631－08－01）
　　　　・③：「同［長崎より御帰府之］御奉行高橋美作守様御賄仕出帳」町方（勘定吟味役と合綴，631－03－07）
　　３．	「和市」は相場の意．萩藩は銀通用で銀銭相場を「銭和市」という．和市90文替は銀1匁=銭90文．銭の匁表示は80文銭（銭1匁＝80文）

をさす．銭23匁の銀換算は，23×80文＝1840文，銭和市90文であるから，銀価は1840÷90＝20.44匁となる．
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代
、
茶
代
、
借
物
損
料
等
）
で
あ
っ
た
。
雇
わ
れ
た
人
夫
の
中

に
料
理
人
二
人
が
前
夜
か
ら
詰
め
て
お
り
（
日
別
賃
銀
二
匁
五

分
、
増
賃
三
分
）、
食
事
つ
き
の
旅
籠
形
式
に
よ
る
休
泊
が
提

供
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

長
崎
奉
行
は
儀
礼
と
し
て
の
下
賜
金
一
〇
〇
疋
（
名
目
は
宿

礼
あ
る
い
は
御
茶
代
、
銀
換
算
額
の
三
分
の
一
が
入
目
に
充
当

さ
れ
た
）
の
外
に
「
木
銭
米
代
」
を
旅
籠
料
と
し
て
支
払
っ
た
。

そ
し
て
、「
御
茶
屋
諸
入
目
」
と
こ
の
「
通
行
者
払
」
分
と
で

収
支
計
算
が
行
わ
れ
た
（
長
崎
奉
行
の
み
は
「
御
茶
屋
掃
除
夫

料
と
し
て
諸
村
よ
り
助
銀
之
分
」
三
〇
匁
の
助
成
が
あ
っ
た
）。

　

安
政
二
年
の
総
勢
は
、
表
示
の
よ
う
に
計
二
四
一
人
・
馬
二

疋（
長
崎
奉
行
上
一
人
、次
─
御
茶
屋
五
〇
人
、下
宿
一
九
〇
人
・

馬
二
疋
）、
同
行
の
勘
定
役
普
請
役
は
上
二
人
、
次
一
二
人
で

あ
っ
た
。
一
行
の
支
払
い
は
一
九
〇
人
分
（
上
一
人
二
人
立
・

五
六
文
、
次
一
八
四
人
分
・
一
人
二
八
文
、
馬
二
疋
一
一
二
文
・

一
疋
二
人
立
）
で
、
計
五
貫
三
二
〇
文
を
「
木
銭
米
代
」
と
し

て
「
払
下
ケ
」
た
。
ま
た
、
文
久
二
年
は
奉
行
通
行
の
み
で
総

勢
一
八
六
人
馬
二
疋
、
支
払
い
は
一
五
八
人
分
（
馬
二
疋
を
含

む
）
で
あ
っ
た
。
長
崎
奉
行
の
支
払
い
率
は
八
〇
％
前
後
で
あ

る
が
、
両
通
行
と
も
ほ
ぼ
下
宿
供
立
分
の
支
払
い
で
、
か
つ
幕

末
期
に
い
た
っ
て
も
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
の
低
額
の
「
木
銭
米

代
」
に
よ
る
支
払
い
で
あ
っ
た
か
ら
、
支
払
額
は
銭
和
市
（
銀

表15　外国奉行・外国吟味役・外国目付通行小郡宿昼休み「賄入目」収支
	 （単位：匁）

通行者　

　費　　目

外国奉行・野々山丹後守 外国吟味役・立田録助 外国目付・小笠原摂津守
文久元.9.1　下り　休 文久元.8.29　下り　休 文久元.9.3　下り　休

入目銀 摘　　　要 入目銀 摘　　　要 入目銀 摘　　　要
御
茶
屋
賄

上賄料
次（供立）賄料
ようかん

22.220
146.660
26.000

1人銭25匁
1人銭5匁×33人
13人前　被立下分

22.220
146.660
16.000

1人銭25匁
1人銭5匁×33人
8人前　被立下分

22.220
124.440
14.000

1人銭25匁
1人銭5匁×28人
7人前　被立下分

　計　　① 194.880 184.880 160.660

諸
入
目

人夫賃銀
諸買物・借物損料
人夫賄

42.700
36.700
26.720

計16人＋通い6人
諸買物13件，損料11.5匁
計42賄

70.300
35.650
26.720

計28人通い6人
諸買物14件，損料11.5匁
計42賄

49.600
31.390
26.720

計19人＋通い6人
諸買物10件，損料11.5匁
計42賄

　計　　イ 106.120 132.670 107.710

通
行
者
払

宿礼または茶代 3.133 茶代金50疋
代銀9.4匁の3分の1立潰 3.133 茶代金50疋

代銀9.4匁の3分の1立潰 3.133 茶代金50疋
代銀9.4匁の3分の1立潰

木銭米代・旅籠料 35.278 上下67人分
銭3貫175文 26.722 上下45人分

銭2貫405文 30.722 上下52人分
銭2貫765文

　計　　ロ 38.411 29.855 33.855
差引残　イ－ロ　　② 67.709 不足 102.815 不足 73.855 不足

下
宿
賄
入
目

徒士目付 ― ― ― ― 62.000 上1人銭11匁・次1人銭5匁
上下10人，上2人，下宿2軒

小人目付 ― ― ― ― 64.000 上1人銭11匁・次1人銭5匁
上下8人，上4人，下宿2軒

供立 509.000 上1人銭11匁，次1人銭5匁
上下91人，上9人，下宿14軒 241.000

上1人銭11匁・次1人銭5匁，
陸尺1人銭4匁 185.000 1人銭5匁×37人，下宿［6］軒
上下43人，上5人，下宿6軒

御番所立宿心付 6.000 6.000 6.000
　計　　③ 458.444 計銭509匁の代銀＋6匁 220.221 計銭241匁の代銀＋6匁 282.444 計銭311匁の代銀＋6匁

賄入目計［①＋②＋③］ 721.033 内，通行者払　5.3％ 507.916 内，通行者払　5.9％ 516.959 内，通行者払　6.5％

注）１．野々山丹後守通行は林家文書の次の史料による．
　　　　・①：「対州江御下向之外国御奉行野々山丹後守様御茶屋御昼休ニ付御賄入目仕詰帳」御茶屋番・西村壮太郎（632－03－03）
　　　　・②：「対州江御下向之外国御奉行野々山丹後守様御茶屋御昼休ニ付諸御入目仕詰帳」御茶屋番・西村壮太郎（632－03－02）
　　　　・③：「対州江御下向之外国御奉行野々山丹後守様御一同御賄仕出帳」町方（外国吟味役・外国目付と合綴，632－02－01）
　　２．立田録助通行は林家文書の次の史料による．
　　　　・①：「対州江御下向之外国吟味役立田録助様御茶屋御昼休ニ付御賄入目仕詰帳」御茶屋番・武波平兵衛（632－02－02）
　　　　・②：「対州江御下向之外国吟味役立田録助様御茶屋御昼休ニ付諸御入目仕詰帳」御茶屋番・武波平兵衛（632－02－03）
　　　　・③：「対州江御下向之御勘定吟味役立田録助様御一同御賄仕出帳」町方（外国奉行・外国目付と合綴，632－02－01）
　　　　・④「対州江御下向之外国吟味役立田録助様御下宿仕出落之分」（632－02－04）
　　３．小笠原摂津守通行は林家文書の次の史料による．
　　　　・①：「対州江御下向之御目附小笠原摂津守様御茶屋御昼休ニ付御賄入目仕詰帳」御茶屋番・西村壮太郎（632－04－02）
　　　　・②：「対州江御下向之御目附小笠原摂津守様御茶屋御昼休ニ付諸御入目仕詰帳」御茶屋番・西村壮太郎（632－04－01）
　　　　・③：「対州江御下向之御目付小笠原摂津守様御一同御賄仕出帳」町方（外国奉行・外国吟味役と合綴，632－02－01）
　　４．上記3通行の町方「御賄仕出帳」（632－02－01）によれば，献立は3通行とも「御上弐汁五菜，御次壱汁五菜，酒・肴，御茶，生菓子等」．
　　５．人夫賃銀は，日雇・日雇頭・障子張・御用辺・料理人及び通いの賃銀．日別賃銀・増賃は表12の文久2年長崎奉行に同じ．
　　６．立田録助通行の供立分銭241匁は，注２の史料③銭145匁と④銭96匁の合計である．
　　７．銭の匁表示は80文銭，和市90文替．表14の注３参照．
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銭
相
場
、
銀
一
匁
＝
九
〇
文
）
に
よ
る
銀
換
算
で
賄
入
目
総
額

の
一
割
に
満
た
な
い
（
表
14
、
六
～
七
％
前
後
）
も
の
で
あ
っ

た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本
陣
に
使
用
し
た
御
茶
屋
関
係
の
入
目

は
ほ
と
ん
ど
無
賃
御
馳
走
提
供
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
休
泊
利
用
と
「
賄
入
目
」
負
担
は
、
表
15
に
示

し
た
外
国
奉
行
一
行
、
表
16
に
示
し
た
長
崎
目
付
・
勘
定
吟
味

役
も
同
様
で
あ
り
、
ク
ラ
ス
⑴
の
幕
府
御
用
通
行
が
常
態
と
し

て
展
開
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

休
泊
経
費
を
決
定
す
る
一
人
分
賄
い
料
と
そ
れ
に
よ
る
献
立

の
種
類
に
つ
い
て
は
、
矢
掛
宿
の
よ
う
な
特
権
通
行
全
体
を
対

象
に
記
録
し
た
史
料
は
伝
存
し
て
い
な
い
が
、
小
郡
宿
に
お
い

て
も
長
崎
奉
行
通
行
を
中
心
と
し
た
設
定
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
か
っ
た
。
小
郡
宿
で
は
天
明
期
以
降
、
上
・
次
と
も
賄

い
料
の
改
定
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
次
分
が
む
し
ろ
抑
制
さ
れ

て
い
る
の
に
比
べ
、
上
分
の
賄
い
料
は
幕
末
期
跛
行
的
な
高
額

設
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
人
分
賄
い
料
は
文
久
元
年
の
外
国
奉
行
一
行
が
最
高
額
で

上
銭
二
五
匁）

（（
（

（
八
十
文
銭
）、
次
銭
五
匁
（
表
15
）
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
藩
命
に
よ
る
最
上
級
の
扱
い
が
な
さ
れ

た
も
の
で
、
こ
の
時
だ
け
の
通
行
に
終
わ
っ
た
。
長
崎
奉
行
は

上
銭
二
三
匁
、
次
銭
四
匁
（
表
14
、
安
政
二
・
文
久
二
）、
長

崎
目
付
（
表
16
、
安
政
三
・
文
久
二
）
と
勘
定
吟
味
役
（
同
、

表16　長崎目付・勘定吟味役通行小郡宿昼休み「賄入目」収支
	 （単位：匁）

通行者　

　費　　目

長崎目付・岡部駿河守 長崎目付・妻木源三郎 勘定吟味役・岡田安房守
安政3.4.3　下り　休 文久2.3.25　下り　休 文久2.7.9　上り　休

入目銀 摘　　　要 入目額 摘　　　要 入目額 摘　　　要
御
茶
屋
賄

上賄料
次（供立）賄料　
ようかん　

18.16
135.11
14.00

1人銭20.44目　
1人銭4匁×38人
7人前　被立下分

18.160
105.000
18.000

1人銭20.44目
1人銀3匁×35人
9人前　被立下分

18.160
78.000
10.000

1人銭20.44目
1人銀3匁×26人
5人前　被立下分

　計　　① 167.27 141.160 106.160

諸
入
目

人夫賃銀
諸買物・借物損料
人夫賄

94.80
74.05
12.32

計45人＋通い6人
諸買物19件，損料12.1匁
計44賄

71.450
30.870
19.940

計28.5人＋通い6人
諸買物15件，損料8.5匁
計42賄

102.200
31.380
20.060

計41.5人＋通い5人＋左官
諸買物13件，損料9.3匁
計41賄

　計　　イ　 168.85 122.260 153.640

通
行
者
払

宿礼または茶代　 3.13 宿礼金50疋　
代銀9.4匁の3分の1立潰 3.133 茶代金50疋　

代銀9.4匁の3分の1立潰 3.133 茶代金50疋
代銀9.4匁の3分の1立潰

木銭米代・旅籠料　 18.16 上下54人・馬1疋分　　
銭1貫635文 29.278 上下59人分

銭2貫635文　 17.300 上下36人分
銭1貫557文

　計　　ロ 21.29 32.411 20.433
差引残　イ－ロ　　② 147.56 不足 89.849 不足 133.207 不足

下
宿
賄
入
目

徒士目付 52.00 上1人銭10匁，次1人銭4匁
上下10人，上2人，下宿2軒 41.000 上1人銀7匁，次1人銀3匁

上下11人，上2人，下宿2軒 ─ ─

小人目付 64.00 上１人銭10匁，次１人銭4匁
上下10人，上4人，下宿2軒 53.000 上1人銀7匁，次1人銀3匁

上下11人，上5人，下宿2軒 ─ ─

供立 84.00 1人銭4匁×上下21人，下宿1軒 93.000 1人3匁×31人，下宿3軒 120.000 上1人銀7匁・次1人銀3匁
＊18.50 馬1人立，馬宿1軒，計4人 15.000 馬2人立，馬宿1軒，計5人 上下36人，上3人，下宿5軒

御番所立宿心付 ［8.60］表12に同じ，別立 8.600 御番所立宿心付，2軒 6.000 御番所立宿心付，2軒
　計　　③ 200.82 計銭218.5匁の代銀＋8.6匁 210.600 126.000

賄入目計［①＋②＋③］ 515.65 内，通行者払　4.1％ 441.619 内，通行者払　7.3％ 365.367 内，通行者払　5.6％

注）１．岡部駿河守通行は林家文書の次の史料による．
　　　　・①：「長崎江御下之御目附岡部駿河守様御茶屋御昼休ニ付御賄仕出帳」御茶屋番・秋元源太郎（631－02－09）
　　　　・②：「長崎江御下之御目附岡部駿河守様御茶屋御昼休ニ付諸御入目帳」御茶屋番・秋元源太郎（631－02－16）
　　　　・③：「御目附岡部駿河守様御下宿御賄仕出帳」町方（631－02－17）
　　２．妻木源三郎通行は林家文書の次の史料による．
　　　　・①：「長崎江御下之御目附妻木源三郎様御茶屋御昼休ニ付御賄入目仕詰帳」御茶屋番・西村壮太郎（631－04－02）
　　　　・②：「長崎江御下之長崎より御帰府之御目附妻木源三郎御茶屋御昼休ニ付諸御入目仕詰帳」御茶屋番・西村壮太郎（631－04－01）
　　　　・③：「長崎江御下向之御目付妻木源三郎様御賄仕出帳」町方（5通行合綴，631－03－01）
　　３．岡田安房守通行は林家文書の次の史料による．
　　　　・①：「長崎より御帰府之御勘定吟味役岡田安房守様御茶屋御昼休ニ付御賄入目仕詰帳」御茶屋番・西村壮太郎（631－03－09）
　　　　・②：「長崎より御帰府之御勘定吟味役岡田安房守様御茶屋御昼休ニ付諸御入目仕詰帳」御茶屋番・西村壮太郎（631－03－08）
　　　　・③：「長崎より御帰府之御勘定吟味役岡田安房守様御賄仕出帳」町方（長崎奉行と合綴，631－03－07）
　　４．人夫賃銀は，日雇・日雇頭・障子張・御用辺・料理人及び通いの賃銀．日別賃銀・増賃は安政・文久とも表12の長崎奉行に同じ．
　　５．銭の匁表示は80文銭，和市90文替．表14の注３参照．
　　６．岡部通行の＊印は馬1疋飼料銭2.5匁を含む．
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文
久
二
）
は
上
銭
二
〇
・
四
四
匁
、次
銀
三
匁
（
安

政
三
年
銭
四
匁
）
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
ス
⑴
の
幕
府

御
用
通
行
の
賄
い
料
は
い
ず
れ
も
上
二
人
立
の
原

則
が
崩
れ
、
上
分
は
ほ
ぼ
相
当
額
と
考
え
ら
れ
る

次
分
の
数
倍
以
上
で
あ
っ
た
。

　

献
立
は
外
国
奉
行
一
行
に
つ
い
て
の
み
記
さ
れ

て
お
り
、「
御
上
弐
汁
五
菜
、御
次
壱
汁
五
菜
、酒
・

肴
、
御
茶
、
生
菓
子
等
」（
町
方
「
御
賄
仕
出
帳
」、

林
家
文
書
六
三
二
─
〇
二
─
〇
一
）
で
、
文
政
四

年
の
長
崎
奉
行
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
と
い
う

こ
と
は
、
上
分
の
高
額
賄
い
料
に
は
、
宿
料
・
食

事
賄
い
の
外
に
外
交
的
な
思
惑
等
が
付
加
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
勘
定
役
普
請
役
は
、
文
政
四
年
長
崎
奉

行
に
同
行
し
た
際
の
献
立
は
上
二
汁
五
菜
・
次
一

汁
五
菜
（
表
８
）
で
あ
っ
た
が
、
賄
い
料
は
安
政

二
年
の
同
行
時
に
は
上
銭
一
〇
匁
、
次
銭
四
匁

（
表
14
）
で
あ
っ
た
。
長
崎
目
付
に
同
行
の
徒
士

目
付
・
小
人
目
付
も
安
政
三
年
同
額
（
表
16
）
で
、

両
通
行
と
も
ク
ラ
ス
⑴
よ
り
ラ
ン
ク
は
下
げ
ら
れ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
小
規
模
通
行
で
単
独
通
行
が

増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、「
賄
入

表17　丸尾崎港の特権通行入目収支

費　目 文久元.9～10　長崎奉行・岡部駿河守　上り 文久2.1　外国吟味役・立田録助外　上り 文久2.3　熊本藩主・細川越中守　下り
入目 摘　　　要 入目 摘　　　要 入目 摘　　　要

飯米
（石）

勤船 0.2400

1艘　表乗1・舵取1・舸子6・手付2・
鑓持1・片箱持1・ざる持1・御供1・
水才料1・進物才料1　計16人 0.7200

1艘　表乗1・舵取1・舸子6・手付2・
鑓持1・片箱持1・ざる持1・御供1・水
才料1・進物才料1　計16人 0.33750

1艘　表乗1人・舵取1・舸子6・手
附2・鑓持1・片箱持1・ざる持1・水
才料1・御供1　計15人　

9.30～10.1　2日詰・32人×7.5合 1.13～1.18　6日詰・96人×7.5合 3.24～3.26　3日詰・45人×7.5合
0.0400 増飯米　16人×2.5合 0.03750 増飯米　15人×2.5合

水船 0.3600
0.0600

12艘　2人乗・2日詰　48人×7.5合
増飯米　24人×2.5合 1.0800 12艘　2人乗・6日詰　144人×7.5合 0.27000

0.03000
6艘　2人乗・3日詰　36人×7.5合
増飯米　12人×2.5合

漕船 0.5550 9艘　4人乗・才料1　37人・2日詰
74人×7.5合

0.0925 増飯米　37人×2.5合

瀬番 0.1500
0.0200

4艘　2人乗・2日詰　16人×7.5合
増飯米　8人×2.5合 0.3600 4艘　2人乗・6日詰　48人×7.5合

飛船 0.0450
0.0075

1艘　3人乗・2日詰　6人×7.5合
増飯米　6人×2.5合 0.1350 1艘　3人乗・6日詰　18人×7.5合

進物船 0.0900 1艘　2人乗・6日詰　12人×7.5合

山見 0.0300
0.0050

2人・2日詰　4人×7.5合
増飯米　4人×2.5合 0.0900 2人・6日詰　12人×7.5合

御用達船 0.1800 2艘　2人乗・6日詰　24人×7.5合 0.04500
0.05000

1艘　2人乗・3日詰　6人×7.5合
増飯米　2人×2.5合

小計 1.5750 2.6550 0.72500
1.5188 新升 2.5627 新升 0.69913 新升

番飯　　（石） 0.1550

印判31×5合宛

0.3600

印判72×5合宛

0.13500

印判27×5合宛
庄屋・部坂神兵衛4，三保友蔵6，
水野秀伯5，畦頭・帳右衛門4，用
達・武兵衛6，下触・茂吉6

庄屋代・初五郎6，浦年寄・三保友
蔵18，水野秀伯6，畦頭・帳右衛門6，
用達・武兵衛18，下触18

庄屋・部坂神兵衛3，年寄・三保
友蔵7，畦頭・帳右衛門3，用達・
武兵衛7，下触・茂吉7

　計　　（石） 1.6738 2.92027 0.83413
代銀　　（匁） 217.095 和市銀100目につき0.771石 378.764 和市銀100目につき0.771石 108.188 和市銀100目につき0.771石

銀
（匁）

明松 15.000 50帯 15.000 50帯
蝋燭代 6.000 6.500 5.800
進物薪 35.000 35把 35.000 35把
小計 56.000 56.500 5.800

進物代 23.250
27.600

肴代　活鱸大小20本
干物三折

40.000
12.800

肴代　鯛8枚3折
野菜干物

小計 50.850 52.800 11.600
銀合計　 （匁） 267.945 344.830 119.788
3通行合計（匁） 819.297 米計5.4282石の代銀計704.047匁＋銀計115.25匁

注）１．本表は林家文書の次の史料による．
　　　　・文久2年閏8月「文久元酉年分　公料御役人様其外御通路諸入目帳」大庄屋・林勇蔵（控，613－17）
　　　　・「御奉行様御帰府御登りニ付於丸尾崎御仕構被仰付舸子飯米・御番飯并蝋燭代払渡シ帳」庄屋・部坂神兵衛（621－02－05）
　　　　・「長崎御奉行岡部駿河守様御登於丸尾崎御仕構被仰付御進物肴代仕出帳」浦年寄・三保友蔵，庄屋・部坂神兵衛（631-02-06）
　　　　・	「対州より御吟味役立田録助様・御普請役様其外海上御登りニ付於丸尾崎御仕構被仰付舸子飯米并御番飯・蝋燭代正入目帳」庄屋・部坂

神兵衛（631－05－01）
　　　　・「御吟味役立田録助様其外様海上御登ニ付於丸尾崎ニ御仕構御進物肴代其外仕出帳」浦年寄・三保友蔵，庄屋・部坂神兵衛（631－05－02）
　　　　・「細川越中守様御下り於丸尾崎御繋船ニ付御仕向御勤被仰付舸子飯米并御番飯蝋燭代正入目帳」庄屋・部坂神兵衛（632－05－03）
　　２．進物代のうち肴代はいずれも準備した生魚の「仕替売払」による「相欠銀」である．
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目
」
は
ク
ラ
ス
⑵
の
一
般
の
公
料
役
人
と
同
じ
帳
面
で
扱
わ
れ
、
宿
は
本
陣
や

町
屋
を
利
用
し
た
（
表
21
）。
単
独
通
行
の
賄
い
料
は
安
政
二
年
分
は
共
通
し

て
上
銭
一
二
匁
、
次
銭
四
匁
（「
公
料
御
賄
仕
出
帳
」
御
本
陣
・
三
原
屋
助
一

郎
、
林
家
文
書
六
一
三
─
三
六
）、
文
久
元
年
分
は
両
者
に
格
差
が
設
け
ら
れ
、

前
者
は
上
銭
九
匁
、
次
銭
四
匁
、
後
者
は
上
銀
七
匁
、
次
銀
三
匁
で
、
そ
れ
ぞ

れ
茶
菓
子
代
銀
二
匁
が
加
算
さ
れ
た
（
表
21
）。
献
立
は
両
通
行
と
も
に
上
一

汁
五
菜
・
次
一
汁
三
菜
の
ラ
ン
ク
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

丸
尾
崎
港
の
海
上
通
行
分
は
「
賄
入
目
」
は
な
く
「
諸
入
目
」
の
み
で
、
安

政
二
年
分
は
表
11
の
二
通
行
（
5
・
6
）、
文
久
元
年
分
は
表
17
に
三
通
行
を

示
し
た
。
陸
路
に
比
べ
入
目
銀
の
規
模
は
小
さ
い
が
（
長
崎
奉
行
二
六
八
匁
）、

全
く
の
無
賃
御
馳
走
利
用
で
あ
っ
た
。
進
物
は
表
示
の
よ
う
に
幕
府
御
用
二
通

行
の
み
で
薪
と
肴
・
野
菜
で
あ
っ
た
。
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
南
前
（
瀬

戸
内
海
に
津
出
し
の
で
き
る
地
域
）
所
務
代
が
命
じ
た
海
上
通
行
の
「
上
使
・

長
崎
奉
行
」
へ
の
御
馳
走
は
「
水
薪
、所
ニ
有あ

り
あ
わ
せ相

た
る
野
菜
肴
等）

（（
（

」
で
あ
っ
た
。

幕
末
に
至
る
ま
で
伝
統
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
が
、
表
示
の
肴
代
は
実
は
生

魚
の
「
仕
替
売
払
」
の
間
欠
銀
で
あ
る
。
表
13
に
よ
れ
ば
野
菜
の
進
物
は
陸
路

よ
り
手
厚
い
も
の
で
あ
っ
た
。「
野
菜
干
物
」
が
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
幕
府
御
用
通
行
と
参
勤
交
代
大
名
（
熊
本
藩
主
）
と
で
は
、
進
物
の

有
無
や
入
目
額
等
、
歴
然
と
し
た
待
遇
の
違
い
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

３　

幕
末
期
の
参
勤
交
代
大
名
通
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
「
定
法
」
適
用
通
行
と
対
象
外
通
行
─

　

次
に
ク
ラ
ス
⑵
の
特
権
通
行
の
う
ち
参
勤
交
代
大
名
の
「
定
法
」
に
よ
る
経

費
負
担
補
償
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　

前
述
の
決
算
書
に
記
載
さ
れ
た
大
名
通
行
は
、
安
政
二
年
分
（
一
八
五
五
～

五
六
）
五
通
行
（
表
11
）、
文
久
元
年
分
（
一
八
六
一
～
六
二
）
も
同
様
五
通

行
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、「
定
法
」
の
適
用
は
小
郡
宿
通
行
の
参
勤
交

代
大
名
す
べ
て
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
実
際
に
小
郡
宿
を
利
用
し
た
大
名
に
つ
い
て
「
人
馬
所
諸
入
目

帳）
（（
（

」
や
大
庄
屋
「
日
記）

（（
（

」
に
よ
っ
て
確
認
す
る
と
、
表
18
の
よ
う
に
、
安
政
二

年
分
一
〇
通
行
、
文
久
元
年
分
は
一
一
通
行
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
通
行
は
小

郡
宿
を
休
・
泊
利
用
し
、
か
つ
継
送
り
人
馬
を
使
用
し
た
九
州
の
参
勤
交
代
大

名
で
あ
り
、
例
年
こ
れ
だ
け
の
大
名
通
行
数
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
、
決
算
書
に
記
載
の
大
名
は
、
表
19
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
安
政
二
年
分

は
鹿
児
島
藩
隠
居
松
平
大
隅
守
等
の
五
通
行
、
文
久
元
年
分
は
熊
本
藩
主
等
の

五
通
行
で
、
い
ず
れ
も
四
七
万
石
以
上
の
大
藩
（
福
岡
、
熊
本
、
鹿
児
島
）
の

大
名
と
萩
藩
の
支
藩
主
（
清
末
藩
）
で
あ
っ
た
。
通
行
別
の
「
入
目
帳
」「
入

目
仕
詰
帳
」（
表
19
に
注
記
）
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
定
法
適

用
大
名
は
す
べ
て
御
茶
屋
を
本
陣
と
し
た
。

　

そ
の
他
の
大
名
は
、
表
18
の
よ
う
に
御
茶
屋
の
利
用
は
な
く
、
す
べ
て
「
津

市
」、
具
体
的
に
は
本
陣
・
三
原
屋
を
利
用
し
た
。
安
政
二
・
文
久
元
年
度
の

大
庄
屋
「
日
記
」
は
い
ず
れ
も
業
務
日
誌
で
勇
蔵
ほ
か
複
数
の
勘
場
役
人
と
見

ら
れ
る
筆
跡
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
文
久
元
年
一
〇
月
一
日
肥
前
佐
賀

藩
主
通
行
は
「
松
平
肥
前
守
様
御
登
り
本
陣
三
原
屋
御
昼
休
ニ
し
て
御
通
行
無
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御
障
相
済
候
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
定
法
が
適
用
さ
れ
な
い
対
象

外
通
行
で
あ
り
、「
請
払
」
の
た
め
の
入
目
帳
は
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
実
か
ら
小
郡
宿
通
行
の
参
勤
交
代
大
名
も
ク
ラ
ス
分
け
さ
れ
、
御
茶

屋
の
利
用
と
経
費
の
負
担
補
償
が
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

定
法
適
用
ク
ラ
ス
の
「
諸
入
目
」
の
内
訳
は
、
表
20
の
熊
本
藩
主
泊
り
通
行

の
事
例
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
御
茶
屋
掃
除
、
仮
番
所
設
置
、
障
子
・
行
灯
の

修
繕
、
道
具
の
出
し
入
れ
、
借
物
取
寄
せ
等
の
人
夫
賃
銀
と
人
夫
賄
料
、
紙
・

燃
料（
油
・
蝋
燭
・
割
木
）・
茶
代
等
の
細
々
し
た
入
用
品
と
借
物
損
料
の
経
費
で
、

幕
府
御
用
通
行
の
「
御
茶
屋
諸
入
目
」
に
相
当
す
る
。

　

し
か
し
、
幕
府
御
用
通
行
と
異
な
る
の
は
雇
人
夫
の
中
に
料
理
人
が
含
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
で
、
食
事
賄
い
は
一
切
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
い
う

こ
と
は
、
ク
ラ
ス
⑵
の
「
定
法
」
適
用
に
よ
る
大
名
通
行
支
給
分
は
、
常
連
の

大
藩
大
名
へ
の
宿
賃
の
無
償
提
供
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
休
泊
賄
い
の
提
供
に
対
し
、い
ず
れ
の
大
名
も
表
19
の
よ
う
に
、

宿
礼
（
名
目
は
薪
代
・
お
茶
代
が
多
い
）
に
加
え
て
人
夫
へ
の
心
付
け
を
払
っ

た
。
宿
礼
は
幕
府
御
用
通
行
の
倍
額
以
上
で
、
熊
本
藩
主
は
最
も
高
額
の
金
三

両
二
歩
（
二
六
三
匁
余
）、
福
岡
藩
は
金
二
〇
〇
疋
（
三
八
匁
弱
）、
清
末
藩
は

金
一
〇
〇
疋
（
一
九
匁
弱
）、
鹿
児
島
藩
隠
居
は
御
茶
屋
番
へ
の
下
賜
金
（
六

二
匁
余
）
を
含
む
も
の
で
熊
本
藩
主
に
次
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
大
藩
の
参
勤
交

代
大
名
は
供
立
人
数
の
規
模
も
大
き
く
（
矢
掛
宿
で
は
五
〇
〇
～
七
〇
〇
人
前

後
）、
小
郡
宿
の
常
連
で
あ
る
こ
と
に
も
よ
る
大
名
側
の
配
慮
で
あ
ろ
う
。

　

定
法
適
用
大
名
の
「
諸
入
目
」
の
収
支
は
、
表
示
の
よ
う
に
入
目
銀
と
下
賜

表18　参勤交代大名の小郡宿休泊利用（安政2年・文久元年分）

№ 通行年月日 通　　行　　者 上下 休泊 本陣
場所

御茶屋
入目帳 大庄屋「日記」記事国 藩 石高（万石） 名　前

1 安政2.	 10.10 肥前 佐賀藩主 35.7 松平肥前守（鍋島直正） 上 休 津市 4つ時着，9つ時出立
2 	 10.25 薩摩 鹿児島藩 72.8 松平大隅守（島津斉興） 下 泊 御茶屋 ○ 7つ時御茶屋着
3 	 12.20 筑後 柳川藩主 10.9 立花飛騨守(鑑寛) 下 休 津市 三原屋昼休　4つ時着，9つ時出立

4 安政3.	 2.24 肥後 熊本藩主 54.1 細川越中守（斉護） 上 泊 御茶屋 ○ 御茶屋泊り，夕5つ時着，明6つ時
出立

5 	 2.29 長門 清末藩主 1.0 毛利讃岐守（元純） 下 休 御茶屋 ○ 昼休
6 	 3.6 筑後 久留米藩主 21.0 有馬中務大輔（頼咸） 上 休 津市 3.4先触到来

7 	 3.19 筑前 福岡藩 47.3 松平下野守（黒田長知） 下 泊 御茶屋 ○ 3.14先触到来　御茶屋泊り，8つ
時着，明6つ時出立

8 	 3.29 肥前 島原藩主 6.59 松平主殿頭（忠愛） 上 休 津市 昼休
9 	 4.11 肥前 佐賀藩主 35.7 松平肥前守（鍋島直正） 下 休 津市 記事なし
10 	 8.8 筑前 福岡藩主 47.3 松平美濃守（黒田長溥） 上 泊 御茶屋 ○ 7つ半頃御茶屋着，泊り
1 文久元.	9.4 長門 清末藩主 1.0 毛利讃岐守（元純） 上 休 御茶屋 ○ 4つ半時分御茶屋着，即刻出立
2 	 9.7 肥後 熊本藩主 54.1 細川越中守（韶邦） 上 泊 御茶屋 ○ 9.3先触到来　当日記事なし

3 	 9.20 筑前 福岡藩 47.3 松平下野守（黒田長知） 下 泊 御茶屋 ○ 御茶屋泊り，8つ半時分着，翌夜
正7つ半時出立

4 	 10.1 肥前 佐賀藩主 35.7 松平肥前守（鍋島直大） 上 休 津市 本陣三原屋昼休
5 	 10.9 肥前 小城藩主 7.3 鍋島加賀守（直亮） 上 休 津市 記事なし
6 文久2.	 4.1 筑前 福岡藩主 47.3 松平美濃守（黒田長溥） 上 泊 御茶屋 ○ 川閊えにて暮方着，翌早朝出立
7 	 4.2 肥前 小城藩主 7.3 鍋島加賀守（直亮） 下 泊 津市 本陣三原屋泊り
8 	 4.5 肥前 佐賀藩主 35.7 松平肥前守（鍋島直大） 下 泊 津市 三原屋泊り
9 	 4.6 肥前 唐津藩主 6.0 小笠原佐渡守（長国） 下 泊 津市 三原屋泊り
10 	 4.25 筑前 福岡藩主 47.3 松平美濃守（黒田長溥） 下 泊 御茶屋 ○ 御茶屋泊り，翌暁7つ時出立
11 	 5.28 筑後 柳川藩主 10.9 立花飛騨守(鑑寛) 下 休 津市 津市昼休，はしか病人多し

注）１．本表は林家文書の次の史料による．
　　　　・安政2年分「人馬所諸入目帳」(642－10）及び文久元年分「人馬所諸入目帳」　(大宰料中，642－（9）
　　　　・大庄屋「日記」（安政2.9～3.8，090－10）及び大庄屋元「日記」「（文久元.9.～2.8，090－19）
　　　　・通行者別の御茶屋入目帳の有無は表19と照合した．
　　２．本表の大名通行は小郡宿に昼休み（休）または宿泊（泊）し，人馬所が継送りを取扱ったものである．
　　３．	大名の石高（表高）・名前は『藩史大事典』（雄山閣），『日本史総覧』（人物往来社）を参照した．石高の表記は上三桁．　鹿児島藩松平

大隅守は隠居，福岡藩松平下野守は藩主美濃守の後嗣．
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金
の
差
引
で
行
わ
れ
た
。
宿
礼
金

は
和
市
（
相
場
の
意
）
銀
替
え
に

し
て
福
岡
藩
は
全
額
、
そ
の
外
は

先
例
に
よ
り
三
分
の
一
が
入
目
に

適
用
さ
れ
た
。
通
行
別
の
諸
入
目

額
は
ク
ラ
ス
⑴
の
幕
府
御
用
通
行

と
差
は
な
か
っ
た
が
、
差
引
残
り

負
担
額
（
間
欠
銀
）
は
一
通
行
平

均
で
安
政
二
年
分
七
四
匁
余
、
文

久
元
年
分
約
九
八
匁
で
、
い
ず
れ

も
一
〇
〇
匁
以
下
で
あ
っ
た
。
五

通
行
を
合
計
し
て
も
、
安
政
二
年

分
三
七
一
・
五
匁
、
文
久
元
年
分

四
八
九
匁
で
、
長
崎
奉
行
一
通
行

分
の
「
賄
入
目
」（
間
欠
銀
）
の

四
～
五
割
程
度
で
あ
っ
た
。

　

結
局
、
小
郡
宿
に
お
い
て
も
、

定
法
適
用
の
大
藩
大
名
の
場
合
の

食
事
賄
い
、
及
び
定
法
適
用
対
象

外
の
大
名
の
宿
賃
・
食
事
費
を
含

む
休
泊
賄
い
に
つ
い
て
は
、
矢
掛

宿
と
同
様
に
、
宿
割
役
人
と
宿
駅

表19　参勤交代大名通行小郡宿「諸入目」収支（安政２年・文久元年分）
	 （単位：匁）

通行年月日 上下 休泊 通行者 入　目 通　行　者　払 差引残り（間欠銀）
費目 入目銀 払 摘　　要 残 摘　要

安政2.10.25 下 泊 鹿児島藩
（72.8万石）

松平大隅守
（島津斉興） 26 179.430

247.250 宿礼5枚＝215匁を1.15割倍にして

41.350 御茶屋修補請銀
へ請加

21.330 内夫へ銭24匁，和市90文替
14.220 通いへ銭16匁，和市90文替

282.800 小計

安政3.2.24 上 泊 熊本藩主
（54.1万石）

細川越中守
（細川斉護） 21 165.960 87.740 宿礼金3両2歩＝銀263.2匁

3分の1を諸入目に立潰 78.220 御茶屋修補請銀
より払出

安政3.2.29 下 休 清末藩主
（1.0万石）

毛利讃岐守
（毛利元純） 12 43.320 6.270 宿礼金100疋＝銀18.8匁 37.050 御茶屋修補請銀

帳より払出

安政3.3.19 下 泊 福岡藩 松平下野守
（黒田長知） 24 161.830

37.600 薪代金200疋，和市1両＝75.2匁替

100.760 御茶屋修補請銀
より払出23.470 内夫12人・通い5人・灯方1人分

96銭・2貫200文，和市90文替
61.070 小計

安政3.8.8 上 泊 福岡藩主
（47.3万石）

松平美濃守
（黒田長溥） 24 175.210

37.600 薪代金200疋，和市1両＝75.2匁替

114.140 御茶屋修補請銀
より払出23.470 内夫12人・通い5人・灯方1人分

96銭・2貫200文，和市90文替
61.070 小計

安永2年分　　計 725.750 371.520 1通行平均74.3匁

文久元.9.4 上 休 清末藩主
（1.0万石）

毛利讃岐守
（毛利元純） 11 38.370 6.267 お茶代金100疋＝18.83匁，和市90文替

3分の1を入目に立潰 32.103

文久元.9.7 上 泊 熊本藩主
（54.1万石）

細川越中守
（細川韶邦） 21 200.800 87.733 宿礼金3両2歩＝263.2匁，和市90文替

先例により3分の1を諸入目に立潰 113.067

文久元.9.20 下 泊 福岡藩　 松平下野守
（黒田長知） 17 176.520

37.600 薪代金200疋，和市1両＝75.2匁替

115.45023.470 内夫1・通い・灯方へ
96銭・2貫200文，和市90文替

61.070 小計

文久2.4.1 上 泊 福岡藩主
（47.3万石）

松平美濃守
（黒田長溥） 20 198.200

37.600 薪代金200疋，和市1両＝75.2匁替

132.060
3月晦日泊りのと
ころ木田川出水
につき延引

23.470 内夫・通い・灯方へ
96銭・2貫200文，和市90文替

5.070 前日産所方上下5人分木銭払い
66.140 小計

文久2.4.25 下 泊 福岡藩主
（47.3万石）

松平美濃守
（黒田長溥） 19 157.340

37.600 薪代金200疋，和市1両＝75.2匁替

96.27023.470 内夫・通い・灯方へ
96銭・2貫200文，和市90文替

61.070 小計
文久元年分　　計 771.230 488.950 1通行平均97.8匁

注）１．本表は林家文書の次の史料による．
　　　　・「松平大隅守様御下り御茶屋御止宿ニ付諸御入目帳」御茶屋番・秋本源太郎（6312－01－13）
　　　　・「細川越中守様御登り御茶屋御泊ニ付諸御入目帳」御茶屋番・秋本源太郎（632－05－01）
　　　　・「毛利讃岐守様御下り御茶屋御昼休ニ付諸御入目帳」御茶屋番・秋本源太郎（621－18）
　　　　・「松平下野守様御下り御茶屋御泊ニ付諸御入目帳」御茶屋番・秋本源太郎（632－07－01）
　　　　・「松平美濃守様御登り御茶屋御泊ニ付諸御入目帳」御茶屋番・秋本源太郎（632－06－01）
　　　　・「毛利讃岐守様御登り御茶屋御昼休ニ付諸御入目仕詰帳」御茶屋番・西村壮太郎（621－22）
　　　　・「細川越中守様御登り御茶屋御止宿ニ付諸御入目仕詰帳」御茶屋番・西村壮太郎（632－05－02）
　　　　・「松平下野守様御下り御茶屋御止宿ニ付諸御入目仕詰帳」御茶屋番・西村壮太郎（632－07－02）
　　　　・「松平美濃守様御登り御茶屋御止宿ニ付諸御入目仕詰帳」御茶屋番・西村壮太郎（632－06－03）
　　　　・「松平美濃守様御下り御茶屋御止宿ニ付諸御入目仕詰帳」御茶屋番・西村壮太郎（632－06－02）
　　２．各藩の石高（表高）は『藩史大事典』（雄山閣），藩主等の名前は『日本史総覧』（新人物往来社）を参照．
　　　　鹿児島藩松平大隅守は隠居，松平下野守（黒田長知）は福岡藩主松平美濃守（黒田長溥）の後嗣．
　　３．「和市」は相場の意．萩藩は銀通用で銀銭相場を「銭和市」という．和市90文替は銀1匁=銭90文．
　　４．	銭の匁表示は80文銭（銭1匁＝80文）をさす．例えば松平大隅守欄の銭24匁の銀換算は，24×80文＝1920文，銭和市90文なので，

1920÷90＝21.33匁となる．
　　５．「九六銭」（くろくぜに）は江戸時代銭96枚を紐に通し輪にして封印した銭緡（ぜにざし）を100文として通用させた慣行．
　　６．	鹿児島藩隠居松平大隅守通行の残り銀は103.370匁になるが，6歩方62.02匁は「先例を以御茶屋番江被立下」たので，これを差し引い

た残額になっている．
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掛
宿
に
お
い
て
も
庭
瀬
藩
庁
の
命
で
同
様
の
扱
い
が
行
わ
れ
、
そ
の
理

由
は
註
（
34
）
で
紹
介
し
た
。

　
　
　
　

４　

幕
末
期
の
公
料
・
京
家
等
役
人
通
行

　

ク
ラ
ス
⑵
の
幕
府
役
人
は
、
小
郡
宿
で
は
、
勘
定
役
普
請
役
、
徒
士

目
付
・
小
人
目
付
等
の
幕
府
役
人
、
豊
後
国
日
田
代
官
所
の
西
国
筋
郡

代
等
の
公
料
（
幕
府
領
）
役
人
、
宮
家
（
門
跡
寺
院
等
）・
京
家
（
公

家
）
の
役
人
通
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
は
一
人
～
一
〇
人
程
度
の

小
規
模
通
行
で
食
事
付
き
の
旅
籠
形
式
に
よ
る
休
泊
賄
い
が
提
供
さ
れ

た
。
目
代
二
人
と
本
陣
三
原
屋
が
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
「
賄
［
料
］
仕
出

帳
」
を
作
成
し
た
。
宿
は
本
陣
を
含
む
宿
場
津
市
の
町
屋
が
割
り
当
て

ら
れ
た
。
延
引
等
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
は
賄
料
の
半
額
が
違
約
料
金
と

し
て
計
上
さ
れ
た
。
賄
仕
出
帳
は
す
べ
て
伝
存
し
て
お
り
、通
行
数（
延

引
等
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
を
除
く
）
は
安
政
二
年
分
（
一
八
五
五
～
五

六
）
七
八
、
文
久
元
年
分
（
一
八
六
一
～
六
二
）
一
三
一
で
、
こ
の
ク

ラ
ス
が
最
も
多
く
、
安
政
以
降
の
増
加
も
二
倍
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

安
政
二
年
分
の
賄
仕
出
帳
は
目
代
・
源
九
郎
二
冊
（
一
六
通
行
）、

目
代
・
石
井
清
作
一
冊（
二
四
通
行
）、
本
陣
・
三
原
屋
助
一
郎
二
冊（
三

八
通
行
）
で
、
賄
入
目
額
は
合
計
一
貫
四
三
〇
匁
余
（
そ
れ
ぞ
れ
の
賄
入
目
は

表
11
の
8
参
照
）、
こ
れ
に
別
帳
で
作
成
さ
れ
た
二
通
行
（
表
11
の
2
石
見
漂

着
異
国
人
付
添
浜
田
藩
家
中
、
3
長
崎
与
力
一
行
）
を
加
え
、「
払
」
総
額
の

三
八
％
余
（
一
貫
八
一
一
匁
余
）
を
占
め
た
。

の
交
渉
に
よ
る
相
互
契
約
に
基
づ
い
た「
相
対
相
場
に
よ
る
実
費
払
い）

（（
（

」に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
鹿
児
島
藩
に
つ
い
て
は
、
萩
藩
に
お
い
て
も
他
の
大
名
と
異
な
り
幕

府
御
用
通
行
と
同
じ
く
代
官
の
送
迎
御
馳
走
が
行
わ
れ
て
い
た
（
表
11
）。
矢

表20　熊本藩主・細川越中守通行小郡宿「諸入目」内訳
（単位：匁）

費　　目 安政3.2.24　上り　泊 文久元.9.7　上り　泊
入目銀 摘　　　要 入目銀 摘　　　要

人
夫
賃
銀

御茶屋掃除
仮番所建納
障子・行灯取（張）繕い

27.50 13.5人×1人2匁 21.00 9人×2.3匁＋増賃0.3匁

当日　掃除内夫　小遣
　　　道具出入　借物取寄 40.00 10人×2　夜詰　

1人2匁 46.00 10人×2　翌朝仕舞迄　
1人2.3匁

当日御用辺2，日雇頭1 12.00 3人×2　 夜詰
1人2匁 13.80 3人×2　 翌朝仕舞迄

1人2.3匁
通い 7.00 7人，1人1匁 7.00 7人，1人1匁
小　計 86.50 87.80

入
用
品

障子・行灯取繕い用半紙
奉書紙
生麩
草履
柄杓
土びん
きびほうき（黍箒）
竹箒
鹿野（かの）茶
油
蝋燭
付木灯心
油さし
炭
割木
　
すくも
茶碗
雪平
借物損料
御茶屋絵図書調え

3.30
0.40
0.30
2.10
1.20
3.30
0.60
0.40
1.30

10.20
3.00
0.20
―

7.85
8.50
　

0.30
―
―

16.50
2.00

1束1状
2枚
　
芥［下］（げげ）26足
3本
3つ
2本
1本
　
1.7升
130目
　
　
沢炭22貫目
17把
　
　
　
　
　
２枚

2.28
―
―

2.80
0.60
3.00
―
―

2.00
18.00
6.08
0.30
1.40

11.22
4.80
6.00
0.30
3.90
1.20
15.2
―

半紙・手紙26帖
　
　
35足
小柄杓2本
３つ
　
　
　
2.0升
160目
　
2つ
樫炭20貫200目
大割木８把
小割木12把
　
30
１つ
　
　

小　計 61.45 　 79.08 　

人
夫
賄

当日本陣
御用辺・日雇頭・内夫
通い

18.01
計14人×3賄＝42賄　夜詰6賄
通い7人×2賄＝14賄
計62賄　１賄3.5合　計2.17斗
1升につき0.83匁替

33.92
計13人×3賄＝39賄
通い7人×3賄＝21賄
計63賄　1賄3.5合，計2.25斗
銀1匁につき6.5合替

合　　　計 165.96 200.80

注）１．本表は表19に注記した細川越中守の史料による．
　　２．御茶屋掃除は馬場筋，庭内，本門・裏門内外，座敷廻り拭き立，その外．

八
〇



表21　公料・京家等役人の小郡宿「賄入目」収支（文久２年分，目代・源九郎）
（単位：匁）

№ 月日 通　行　者 賄　入　目 木銭米代・旅籠料払 差引残り
（間欠銀） 宿休泊 人数 上　分 次　分 計 1人分 人数 計 代　銀

1 9.3 長崎へ普請役 休 4 銭9 1 銭4 3 ＊23 28 4 112 1.244 19.422 古林治兵衛
2 9.3 石州銀山師 泊 2 5 2 10 100 2 200 2.222 7.778 鶴屋・勝蔵
3 9.4 一橋殿内［御三卿］ 休 6 3 6 18 40 6 240 2.666 15.334 福田屋・市蔵
4 9.7 京都分銅改所附御用 泊 2 6 2 12 56 2 112 1.244 10.756 大田屋・重右衛門
5 9.15 石州銀山師 休 1 3 1 3 28 1 28 0.311 2.689 福田屋・市蔵
6 11.2 高辻殿内［半家］ 泊 2 6 2 12 夜半まで到着なし　酒賄料半方 6.000 上田屋・諸平
7 11.9 英国測量船乗組御用 休 5 7 1 3 4 19 28 5 140 1.555 17.445 工藤勘兵衛
8 11.9 英国測量船乗組御用 休 7 7 2 3 5 ＊＊25 28 7 196 2.177 24.823 長井才次郎
9 11.9 英国測量船乗組御用 休 7 5 2 3 5 25 28 7 196 2.177 24.823 原屋・五郎右衛門
10 11.9 英国測量船乗組御用 休 3 7 1 3 2 13 28 3 84 0.933 12.067 藤井屋・十兵衛
11 11.12 筑州香椎宮御膳物上京付添 泊 1 3 1 3 28 1 28 0.311 2.667 福田屋・市蔵
12 11.23 預り所豊後高松年貢銀上坂付添 休 4 3 4 12 28 4 112 1.244 10.756 大田屋・十右衛門
13 11.24 石州銀山師 休 2 3 2 6 28 2 56 0.622 5.378 福田屋・市蔵
14 11.25 石州銀山師 泊 2 3 2 6 28 2 56 0.622 5.378 福田屋・市蔵

15 11.27 西国筋郡代池田岩之丞・手代・
家族共 休 5 3 5 15 28 5 140 1.555 13.445 大田屋・十右衛門

　　文久元.9～11月分　　　計 178.761
1 1.27 預り所豊後高松年貢銀上坂付添 休 4 4 3 12 到着なし　賄料半方被立遣分 6.000 大田屋・重右衛門
2 1.28 預り所豊後高松年貢銀上坂付添 休 4 4 3 12 28 4 112 1.244 10.756 大田屋・重右衛門
3 1.30 豊後より普請役 休 3 銭9 1 銭4 2 ＊19 到着なし　半方被立遣分 8.555 大田屋・重右衛門
3.6 3.1 森御殿内［聖護院門跡］ 休 1 3 1 3 28 1 28 0.333 2.689 福田屋・市蔵
5 3.6 森御殿内［聖護院門跡］ 休 2 3 2 6 30 2 60 0.666 5.334 福田屋・市蔵
6 3.7 音羽御殿内［林丘寺尼門跡］ 休 5 3 5 15 32 5 160 1.777 13.223 福田屋・市蔵
7 3.11 沢三位御殿内［半家］ 休 3 3 3 9 28 3 84 0.933 8.067 福田屋・市蔵
8 3.12 小野御殿内 休 4 3 4 12 28 4 112 1.244 10.756 福田屋・市蔵
9 3.13 長崎会所役人 休 9 3 9 27 28 9 252 2.800 24.200 大田屋・十右衛門
10 3.24 石州銀山師 泊 1 6 1 6 56 1 56 0.622 5.378 中村屋・勘六
11 3.24 町尻御殿内［羽林家］ 休 3 3 3 9 9.000 大田屋・十右衛門
12 3.28 四條御殿内［羽林家］ 泊 1 6 1 6 56 1 56 0.622 5.378 上田屋・諸平
13 5.9 西国筋郡代屋代増之助・手附 休 6 7 1 3 5 22 28 6 168 1.866 20.134 原屋・五郎右衛門
14 5.9 同上普請役格，手代家族共 休 7 7 2 3 5 29 28 7 196 2.177 26.823 福田屋・貞兵衛
15 5.10 日野西御殿内［名家］ 休 7 3 7 21 木銭米代米代払なし 21.000 浅屋・三右衛門

16 5.14 西国筋郡代屋代屋代増之助・手
附 休 8 7 1 3 7 28 258 2.800 25.200 原屋・五郎右衛門

17 5.14 同上・手代・家族共 泊 8 12 2 6 6 60 56 8 448 4.977 55.023 原屋・五郎右衛門
18 5.15 九條御殿内［摂家］ 休 3 3 3 9 84 0.933 8.067 福田屋・市蔵
19 5.17 森御殿内［聖護院門跡］ 休 2 3 2 6 28 2 56 0.622 5.378 境屋・忠兵衛

20 5.18 西国筋郡代屋代屋代増之助・手
附 泊 6 14 1 6 5 ＊46 56 6 336 3.733 42.267 原屋・五郎右衛門

21 5.19 持明院御殿内 休 7 3 7 21 木銭米代米代払なし 21.000 原屋・五郎右衛門
22 5.23 小森典薬頭御殿内 休 5 3 5 15 木銭米代米代払なし 15.000 大田屋・十右衛門
23 5.25 森御殿内［聖護院門跡］ 泊 2 6 2 12 到着なし　半方被立遣分 6.000 境屋・忠兵衛
24 5.27 高丘御殿内［羽林家］ 休 11 3 11 33 33.000 大田屋・十右衛門
25 7.7 ［肩書記載なし］長崎へ 休 9 7 1 3 8 31 28 9 252 2.800 28.200 工藤勘兵衛
　　文久2.1～7月分　　　　計 416.428
1 7.29 長崎役所付 休 3 5 1 3 2 11 28 3 84 0.933 10.067 大田屋・重右衛門
2 閏8.1 長崎へ普請役 休 3 銭9 1 銭4 2 ＊17 28 3 84 0.933 16.178 大田屋・重右衛門
3 閏8.7 長崎奉行支配調役並 休 10 5 2 3 8 34 28 10 280 3.111 30.889 長井才次郎
4 閏8.7 富小路殿内［半家］ 泊 3 10 1 6 2 22 56 3 168 1.866 20.134 大田屋・重右衛門
5 閏8.11 中園殿内［羽林家］ 休 4 5 1 3 3 14 28 4 112 1.444 12.667 大田屋・重右衛門
6 閏8.13 錦小路殿内［半家］ 休 3 5 1 3 2 11 28 3 84 0.933 10.067 大田屋・重右衛門
7 閏8.13 高丘殿内［羽林家］ 泊 6 10 1 6 5 40 50 6 300 3.333 36.667 大田屋・重右衛門
8 閏8.18 長崎より勘定役 休 5 銭9 1 銭4 4 ＊27 28 5 140 1.555 22.667 工藤勘兵衛
9 閏8.18 長崎より徒目付 休 5 7 1 4 3 ＊21 28 5 140 1.555 19.445 藤井屋・重兵衛
10 閏8.18 長崎より小人目付 休 5 7 2 3 3 ＊25 28 5 140 1.555 23.445 大田屋・重右衛門
11 閏8.18 長崎より徒目付 休 4 3 4 12 28 4 112 1.244 10.536 島屋・長右衛門
12 閏8.21 裏辻殿内［羽林家］ 休 3 3 3 9 28 3 84 0.933 8.068 福田屋・市蔵
13 閏8.23 本丸御用観世三十郎門人 休 1 3 1 3 28 1 28 0.311 2.689 福田屋・市蔵
14 閏8.24 西国筋郡代屋代増之助・手代 泊 6 銭20 1 銭10 5 ＊＊60 56 6 336 3.733 56.667 大田屋・重右衛門
15 閏8.27 長崎より普請役 休 3 銭9 1 銭4 2 ＊17 28 3 84 0.933 16.178 大田屋・重右衛門
　　文久2.閏8月分　　　　 計 296.364
　　賄入目（相欠銀）　　合計 891.553

注）１．本表は林家文書の次の史料による．
　　　　・文久元年9～11月「公料御役人様其外様御賄料仕出帳」目代・源九郎（613－26）
　　　　・文久2年1～7月「公料御役人様方其外様共御賄料仕出帳」目代・源九郎（613－27）
　　　　・文久2年閏8月「公料京家御役人様方御賄料仕出帳」目代・源九郎（613－28）
　　２．通行者の人名は省略した．
　　３．公家の家格，門跡寺院等で判明したものは［　］内に補記した．
　　４．上下の人数内訳が記されていないものは，1人分賄い料の額でいずれかを区別した．
　　５．「賄入目計」欄の＊印は茶菓子代銀2匁が加算されているもの．＊＊印は合計が合わないが史料の表記に従ったもの．
　　６．銭の匁表示は80文銭．和市90文替．表14・19の注３参照．
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文
久
元
年
分
の
賄
仕
出
帳
は
目
代
・
源
九
郎
三
冊
（
五
一
通
行
）、
目
代
・

石
井
清
作
二
冊
（
四
九
通
行
）、本
陣
・
三
原
屋
助
一
郎
三
冊
（
三
一
通
行
）
で
、

賄
入
目
額
は
合
計
三
貫
四
一
七
匁
余
、
外
に
三
一
匁
（
決
算
書
記
載
）
が
加
わ

り
、「
払
」
総
額
の
二
四
％
で
あ
っ
た）

（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
通
行
者
の
顔
ぶ
れ
が
比
較
的
揃
い
、
年
間
を
通
じ
て
記
帳
が

よ
く
整
っ
て
い
る
文
久
元
年
分
の
目
代
・
源
九
郎
の
も
の
を
表
21
に
示
し
た
。

　

表
示
の
よ
う
に
賄
い
料
は
区
々
で
「
定
法
」
は
把
握
し
に
く
い
。
勘
定
役
普

請
役
、
徒
士
目
付
・
小
人
目
付
は
前
述
し
た
の
で
こ
れ
を
除
く
と
、
次
一
人
分

の
基
準
は
三
匁
、
上
は
五
～
七
匁
で
ほ
ぼ
二
人
立
の
範
囲
、「
木
銭
米
代
」
は

原
則
と
し
て
ク
ラ
ス
⑴
の
幕
府
御
用
通
行
と
同
額
で
、
一
人
分
昼
休
み
二
八

文
、
泊
り
五
六
文
を
上
下
の
区
別
な
く
人
数
分
に
つ
い
て
支
払
っ
た
と
い
え

る
。
一
部
に
次
六
匁
、
上
一
〇
～
一
四
匁
、
次
銭
一
〇
匁
（
八
〇
文
銭
、
銭
和

市
九
〇
文
替
え
、
銀
九
匁
弱
）、
上
は
そ
の
倍
額
と
い
う
通
行
も
あ
る
。
な
か

に
は
無
賃
御
馳
走
利
用
の
通
行
者
も
あ
っ
た
（
三
通
行
）。
宿
駅
が
通
行
者
の

要
望
に
応
え
る
形
の
対
応
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

結
局
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
入
目
銀
（
間
欠
銀
）
は
安
政
二
年
分
が
「
払
」
総
額

の
三
分
の
一
強
、
文
久
元
年
分
は
四
分
の
一
で
、
前
述
の
ク
ラ
ス
⑴
と
合
わ
せ

る
と
、
幕
府
御
用
通
行
に
よ
る
負
担
額
は
全
体
の
八
〇
～
八
三
％
に
達
し
た
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
は
林
家
文
書
の
小
郡
宿
史
料
群
が
も
つ
特
性
に
着
目
し
て
萩
藩
の
主
要

な
宿
駅
の
一
つ
で
あ
る
小
郡
宿
の
休
泊
機
能
と
経
費
負
担
の
問
題
に
つ
い
て
、

天
明
か
ら
幕
末
期
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、筆
者
の
理
解
で
は
、

萩
藩
領
の
本
藩
宿
駅
は
萩
藩
の
宰
判
制
度
の
も
と
で
運
営
さ
れ
る「
宰
判
宿
駅
」

と
も
い
う
べ
き
山
陽
道
の
他
の
宿
駅
と
は
一
線
を
画
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ

た
。「
宰
判
宿
駅
」
の
特
性
は
、
宿
駅
の
公
的
な
基
本
施
設
が
宰
判
の
役
所
で

あ
る
勘
場
の
所
在
地
に
整
備
さ
れ
、
運
輸
（
継
送
り
）・
通
信
（
継
飛
脚
）・
休

泊
の
主
機
能
が
、
宰
判
の
組
織
機
構
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
、
い
わ
ば
輸
送
機

関
と
し
て
運
営
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

　

と
り
わ
け
特
権
通
行
の
継
送
り
と
休
泊
に
よ
る
高
額
経
費
の
負
担
補
償
は
、

宿
駅
機
能
の
維
持
に
必
須
の
課
題
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
手
立
て
と
し
て

天
明
七
年
に
実
施
さ
れ
た
藩
庫
支
弁
に
よ
る
休
泊
経
費
負
担
補
償
の
定
法
化）

（（
（

、

及
び
寛
政
期
の
郡
村
費
負
担
シ
ス
テ
ム
を
組
み
込
ん
だ
定
法
の
改
定
と
固
定
化

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
宰
判
へ
の
経
常
費
補
償
と
大

庄
屋
「
請
払
」
決
算
に
よ
る
運
用
は
、「
宰
判
宿
駅
」
を
支
え
る
財
政
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

林
家
文
書
の
小
郡
宿
史
料
群
は
そ
の
よ
う
な
宿
駅
運
営
を
保
証
さ
れ
た
大
庄

屋
職
の
活
動
に
よ
り
生
成
・
授
受
・
保
管
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
個
別
通
行
事
例
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
通
行
者
が
特
権
行
使

に
よ
っ
て
展
開
し
た
休
泊
の
実
態
は
、
定
法
の
方
針
に
即
し
て
幕
府
御
用
通
行

と
諸
侯
通
行
と
に
大
別
さ
れ
る
い
わ
ば
特
権
通
行
類
型
に
相
応
し
た
も
の
で
、

山
陽
道
の
矢
掛
宿
に
お
け
る
も
の
と
本
質
的
に
変
わ
り
は
な
く
、
そ
こ
に
法
則

性
と
も
い
え
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
休
泊
経
費
（
間
欠
銀
、間
銀
）

八
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補
償
の
定
法
化
は
、
特
権
通
行
に
よ
る
宿
駅
の
経
済
負
担
を
構
造
的
に
決
定
す

る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

今
後
、
小
郡
宿
以
外
の
宰
判
宿
駅
に
つ
い
て
も
こ
の
よ
う
な
定
法
の
適
用
が

検
討
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
「
宰
判
宿
駅
」
の
全
体
像
が
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

小
郡
宿
は
昼
休
み
の
利
用
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
泊
り
宿
で
あ
っ
た
船
木
宿
の

よ
う
な
膨
大
な
赤
字
累
積
額
に
悩
む
事
態
は
避
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
赤

字
不
足
額
解
消
の
た
め
の
手
だ
て
は
宰
判
大
庄
屋
の
責
任
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
臨
時
救
済
策
が
実
行
さ
れ
た）

（（
（

。

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
以
降
の
変
化
（
表
10
）
は
、
文
久
二
年
閏
八
月
幕

府
に
よ
る
参
勤
交
代
制
の
緩
和（
三
年
一
回
出
府
、大
名
妻
子
の
帰
国
許
可
等
）、

そ
れ
に
同
三
年
四
月
萩
藩
府
の
山
口
へ
の
移
転
、
五
月
か
ら
の
攘
夷
戦
と
い
う

「
異
変
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
宰
判
宿
駅
は
激
増
す
る
藩
内
通
行
輸
送
負

担
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
は
つ
い
に
小
郡
宿
の
財
政

再
建
（「
仕
組
立
」）
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）

（（
（

。

　

本
稿
の
課
題
は
、
こ
の
小
郡
宿
の
維
新
期
の
宿
駅
財
政
と
経
費
負
担
問
題
に

つ
い
て
幕
末
維
新
期
に
い
た
る
継
送
り
の
問
題
を
含
め
て
検
討
を
行
い
、
宰
判

宿
駅
の
機
能
の
変
化
と
大
庄
屋
に
よ
る
「
宰
判
宿
駅
」
運
営
の
全
体
像
に
迫
る

こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
、本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
貴
重
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
田
中
誠
二
・

木
部
和
昭
両
教
授
、
及
び
地
域
文
献
の
調
査
等
で
多
大
の
御
支
援
を
い
た
だ
い

た
山
口
大
学
図
書
館
司
書
の
皆
さ
ん
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

註（
１
）
田
中
誠
二「
近
世
前
期
の
山
陽
道
」『
山
陽
道　

歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』（
一

九
八
三
年
、
山
口
県
教
育
委
員
会
）、
二
三
～
二
九
頁
。

（
２
）
小
川
国
治
「
近
世
後
期
の
山
陽
道
」、
同
前
、
三
〇
～
三
六
頁
。

（
３
）
中
野
美
智
子
「
林
勇
蔵
家
の
歴
代
履
歴
と
累
積
文
書
に
つ
い
て
─
林
家
文
書

目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
再
見
─
」『
や
ま
ぐ
ち
学
の
構
築
』
第
七
号
、
二

〇
一
一
年
三
月
、
六
五
～
一
〇
〇
頁
。

（
４
）
同
前
、
拙
稿
に
お
い
て
筆
者
は
一
〇
代
林
勇
蔵
の
大
庄
屋
就
任
以
降
の
履
歴

史
料
の
う
ち
、
役
職
・
職
務
の
任
免
に
関
す
る
萩
藩
の
辞
令
を
「
沙
汰
書
」
と

表
記
し
た
が
、
山
口
県
文
書
館
の
御
教
示
に
よ
り
「
書
下
」（
か
き
さ
げ
）
に

訂
正
す
る
。

（
５
）
林
家
文
書
の
旧
来
の
分
類
と
同
文
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
「
史
料
構
成
」

に
つ
い
て
は
次
の
論
文
に
詳
し
い
。

	

　

木
越
み
ち
「
地
域
史
料
の
情
報
公
開
に
向
け
た
近
世
文
書
目
録
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
に
つ
い
て
─
山
口
大
学
図
書
館
所
蔵
林
家
文
書
を
事
例
と
し
て
─
」

『
大
学
図
書
館
研
究
』
九
二
号
、
二
〇
一
一
年
八
月
、
一
六
～
二
六
頁
。

	
　

な
お
、「
史
料
構
成
」
の
凡
例
は
、
山
口
大
学
図
書
館
「
近
世
・
近
代
庶
民

史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
「
林
家
文
書
」
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
藤
澤
晋
『
近
世
封
建
交
通
史
の
構
造
的
研
究
』（
一
九
七
七
年
、福
武
書
店
）。

藤
澤
氏
急
逝
に
よ
り
学
位
論
文
の
遺
著
出
版
と
な
っ
た
。
編
の
タ
イ
ト
ル
に
構

想
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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第
一
編　

幕
府
に
よ
る
通
行
規
制
の
形
成
と
展
開

	
第
二
編　

	

山
陽
道
に
お
け
る
特
権
通
行
量
と
そ
の
継
送
り
施
設
な
ら
び
に
継
送

り
形
態

	

第
三
編　

	
山
陽
道
に
お
け
る
特
権
通
行
の
人
馬
使
用
形
態
と
出
役
人
馬
割
賦
賃

銭
、
な
ら
び
に
継
送
り
側
の
経
済
的
負
担
の
構
造

（
７
）
①	

藤
澤
晋
・
中
野
美
智
子
「
近
世
封
建
交
通
の
展
開
構
造
に
つ
い
て
（
そ
の

１
）
─
朱
印
人
馬
無
賃
通
行
類
型
を
中
心
と
し
て
─
」『
研
究
集
録
』（
岡

山
大
学
教
育
学
部
）
第
三
一
号
、一
一
九
～
一
三
八
頁
、「
同
上
（
そ
の
２
）

─
證
文
人
馬
無
賃
通
行
類
型
─
」「
同
上
（
そ
の
３
）
─
御
用
人
馬
御
定

賃
銭
通
行
類
型
─
」『
同
上
』
第
三
二
号
、
一
九
七
一
年
九
月
、
七
一
～

九
二
頁
、
九
三
～
一
一
八
頁
。
藤
澤
前
掲
書
第
三
編
に
収
録
さ
れ
た
。

	

　

②	

中
野
美
智
子
校
注
「
宿
方
御
休
泊
留
」
原
田
伴
彦
ほ
か
編
『
日
本
都
市
生

活
史
料
集
成　

八　

宿
場
町
篇
』（
一
九
七
七
年
、
学
習
研
究
社
）、
四
九

三
～
五
七
八
頁
、　

及
び
「
解
題
」、
一
八
～
二
三
頁
。

	

　

③	

中
野
美
智
子「
山
陽
道
と
矢
掛
宿
」『
矢
掛
町
史　

本
編
』（
一
九
八
二
年
、

矢
掛
町
）、
第
五
章
第
六
節
、
六
二
三
～
八
四
四
頁
。

（
８
）
前
掲
註
（
３
）、
表
１
「
林
家
履
歴
─
４
代
林
文
左
衛
門
～
10
代
林
勇
蔵
の

庄
屋
時
代
」（
七
一
～
七
二
頁
）、
及
び
表
２
「
林
家
履
歴
─
10
代
林
勇
蔵
の
大

庄
屋
就
任
以
降
─
」（
七
七
～
七
九
頁
）、
参
照
。

（
９
）
こ
の
袋
入
史
料
は
連
番
が
付
さ
れ
た
四
件
の
史
料
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
一
の
「
津
市
宿
諸
村
江
引
請
候
歎
願
控
」
及
び
二
の
「
津
市
宿
表
方
仕

詰
」
が
、
昭
和
一
四
年
山
口
県
史
編
纂
所
に
よ
り
「
謄
写
」
さ
れ
（
奥
書
に
よ

る
）、
一
冊
に
合
綴
さ
れ
た
（
県
史
編
纂
所
史
料
一
五
一
）。
前
掲
註
（
２
）
に

お
い
て
そ
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
林
勇
蔵
の
「
諸
郡
勧
農
方
大
庄
屋
」
就
任
期
間
は
、明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

七
月
～
五
年
四
月
、
前
掲
註
（
８
）、
表
２
、
参
照
。

（
11
）『
宇
部
市
史
』（
一
九
九
二
年
、
宇
部
市
）、
第
六
章
第
二
節
一
「
丸
尾
崎
港
」、

九
二
〇
～
九
二
六
頁

（
12
）
前
掲
註
（
３
）、
八
八
～
八
九
頁
、
表
５
「
小
郡
勘
場
諸
役
人
の
基
本
手
当
」

（
文
久
三
年
分
）、
参
照
。

（
13
）
石
川
卓
美
編
『
山
口
県
近
世
史
要
覧
』（
一
九
七
六
年
、
マ
ツ
ノ
書
店
）、
一

一
六
～
一
一
七
頁
、「
当
職
役
」（
と
う
し
ょ
く
や
く
）
は
萩
藩
常
置
の
重
職
で

国
務
最
高
の
執
政
者
と
し
て
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
。

（
14
）
椋
梨
半
兵
衛
直
方
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
一
〇
月
二
八
日
～
天
明
六
年

（
一
七
八
六
）八
月
一
九
日
当
職
裏
判
役
。
石
川
淳
彦
著『
萩
藩
職
役
人
名
辞
典
』

（
二
〇
一
〇
年
、
著
者
刊
）、
参
照
。

（
15
）
両
人
所
は
、
前
掲
『
山
口
県
近
世
史
要
覧
』、
五
七
頁
、「
蔵
元
両
人
役
」（
く

ら
も
と
り
ょ
う
に
ん
や
く
）
と
考
え
ら
れ
る
。
藩
の
経
費
一
切
に
関
す
る
事
務

を
担
当
し
た
。
両
人
役
の
名
称
は
、
当
職
の
も
と
に
常
に
二
五
〇
石
以
下
の
大

組
の
士
二
人
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
ま
た
、
四
八
頁
、「
勘
渡
」

の
項
に
よ
れ
ば
「
御
仕
渡
」
は
萩
藩
の
藩
庫
の
支
出
用
語
で
、
藩
の
各
部
局
、

こ
こ
で
は
代
官
所
の
運
営
の
た
め
に
支
出
ま
た
は
貸
与
さ
れ
る
公
費
を
い
う
。

（
16
）
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
日
本
支
店
で
寛
永
一
八
年

（
一
六
四
一
）
平
戸
か
ら
長
崎
出
島
に
移
さ
れ
長
崎
奉
行
の
管
轄
下
に
置
か
れ

八
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た
。
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
は
カ
ピ
タ
ン
と
も
呼
ば
れ
、
江
戸
に
上
っ
て
将
軍
に
拝

謁
（
拝
礼
と
献
上
）
し
た
。
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
以
降
は
旧
暦
正
月
に
長

崎
を
出
発
、
三
月
朔
日
前
後
に
拝
謁
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
寛
政
二
年
（
一
七
九

〇
）
か
ら
は
四
年
に
一
回
と
な
っ
た
。『
国
史
大
辞
典
』
第
二
巻
（
一
九
八
〇

年
、
吉
川
弘
文
館
）「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
江
戸
参
府
」
の
項
、
及
び
第
三
巻
（
一

九
八
二
年
）「
カ
ピ
タ
ン
」
の
項
、
参
照
。

	

　

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』（
一
九
九
六
年
、塙
書
房
）、第
七
章
「
萩

藩
年
貢
一
紙
の
研
究
」、
三
〇
九
～
三
一
〇
頁
、
表
（
10
）「
享
保
二
〇
年
分
小

郡
宰
判
蔵
入
請
払
一
紙
」
の
「
米
方
払
」
の
項
目
に
「
長
崎
奉
行
オ
ラ
ン
ダ
人

通
路　

一
・
三
四
五
七
石
」
が
あ
る
。

（
17
）
前
掲
註
（
12
）
に
同
じ
。

（
18
）
田
中
誠
二
「
萩
藩
郡
村
費
の
研
究
」、前
掲
註
（
16
）『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』、

第
八
章
、
三
二
九
～
三
八
五
頁
。

（
19
）
同
前
。
天
明
六
年
の
「
仕
組
」
は
「
地
下
向
成
立
」
を
理
念
と
し
、
そ
れ
を

危
機
に
陥
れ
て
い
る
郡
村
費
を
減
少
さ
せ
る
目
的
で
、「
寄
せ
宰
判
」
と
い
わ

れ
る
代
官
所
（
勘
場
）
体
制
の
改
変
と
郡
村
費
の
仕
法
替
を
柱
と
し
た
。

	

　

後
者
は
「
郡
配
当
仕
法
帳
に
よ
る
延
米
（
領
主
取
り
分
）・
郡
配
当
（
郡
費
）・

弥
延
払
定
法（
村
費
）の
定
法
化
を
伴
う
一
括
管
理
方
式
」で
、萩
藩
郡
村
費「
合

理
化
」
の
到
達
点
を
示
す
。
村
が
延
米
を
算
用
し
、
勘
場
（
宰
判
役
所
）
か
ら

郡
配
当
の
請
求
を
う
け
る
状
況
か
ら
、
延
米
を
郡
配
当
仕
法
帳
で
す
べ
て
管
理

し
、
弥
延
払
定
法
（
村
費
）
さ
え
も
形
式
上
は
勘
場
〔
大
庄
屋
〕
か
ら
払
い
渡

さ
れ
る
方
式
へ
移
行
さ
せ
る
、
村
か
ら
郡
（
宰
判
）
へ
の
算
用
主
体
の
移
行
が

行
わ
れ
た
。
近
世
中
期
以
降
の
藩
役
人
（
と
り
わ
け
勘
場
手
子
）
削
減
と
村
の

自
治
の
進
展
を
根
底
と
し
た
改
革
で
あ
っ
た
。

（
20
）
同
前
、
三
六
五
頁
、「
天
明
六
年
仕
法
替
」
の
際
に
郡
配
当
仕
法
帳
、
勘
場

小
貫
仕
法
帳
、
弥
延
払
定
法
帳
、
小
貫
定
法
帳
の
四
種
類
の
基
本
帳
（
大
印
帳

と
も
い
う
）
が
作
成
さ
れ
「
請
払
」
が
行
わ
れ
た
。
奥
書
に
庄
屋
・
畦
頭
・
証

人
百
姓
の
連
署
、
大
庄
屋
・
算
用
方
の
中
判
、
代
官
の
奥
判
が
あ
り
、
代
官
の

認
可
を
う
け
て
徴
収
さ
れ
る
「
御
用
印
帳
」
で
あ
っ
た
。

（
21
）
藤
澤
前
掲
書
、
①
第
三
編
第
一
章
「
朱
印
人
馬
無
賃
通
行
類
型
」、
六
〇
三

～
六
四
八
頁
、
こ
の
類
型
の
個
別
通
行
は
巡
見
使
、
上
使
、
奉
幣
使
、
遊
行
上

人
、
公
儀
目
付
通
行
、
②
第
二
章
「
証
文
人
馬
無
賃
通
行
類
型
」、
六
四
八
～

六
八
八
頁
、
こ
の
類
型
は
勘
定
方
普
請
方
通
行
、
③
第
三
章
「
御
用
人
馬
御
定

賃
銭
通
行
類
型
」、
六
八
九
～
七
五
八
頁
、
こ
の
類
型
は
長
崎
奉
行
、
御
銀
・

代
官
通
行
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
本
稿
表
５
の
１
（
最
上
ク
ラ
ス
）
に
区
分
さ
れ

た
上
使
は
将
軍
の
命
を
伝
え
る
使
者
で
、
矢
掛
宿
で
は
宝
暦
九
・
明
和
六
年
に

石
見
浜
田
藩
へ
城
受
取
り
の
た
め
往
来
し
た
供
立
一
一
〇
人
程
度
の
事
例
が
あ

る
。
特
権
通
行
最
上
位
の
「
朱
印
人
馬
無
賃
通
行
」
類
型
の
人
馬
使
用
上
の
特

権
は
、
将
軍
の
朱
印
状
に
よ
り
許
可
さ
れ
た
人
馬
数
ま
で
は
無
賃
、
こ
れ
を
こ

し
て
使
用
の
人
馬
も
御
定
賃
銭
と
い
う
二
重
の
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　

な
お
、「
勘
定
方
普
請
方
」
の
表
記
は
、
本
稿
で
は
林
家
文
書
で
多
用
さ
れ

て
い
る
「
勘
定
役
普
請
役
」
を
用
い
た
。

（
22
）
同
前
、
第
二
編
第
一
章
「
特
権
通
行
の
山
陽
道
通
行
量
」、
三
一
九
～
四
一

六
頁
。

八
五



（
23
）
前
掲
註
（
７
）
の
③
、
八
三
〇
～
八
三
二
頁
。
典
拠
は
「
徳
川
実
紀
」
第
二

編
（『
国
史
体
系　

新
訂
増
補
』
第
三
九
巻
）、「
徳
川
禁
令
考
」
巻
五
二
（『
同

上
』
前
聚
第
六
帙
）、『
中
山
道
宿
村
大
概
帳
』、『
五
駅
便
覧
』
所
収
の
高
札
。

	

　

寛
政
七
年（
一
七
九
五
）卯
正
月「
木
賃
之
覚
」（『
五
駅
便
覧
』一
九
三
八
年
、

国
際
交
通
文
化
協
会
、
六
五
頁
）
は
勘
定
奉
行
・
根
岸
肥
前
守
（
天
明
七
年
七

月
一
日
～
寛
政
一
〇
年
一
一
月
一
一
日
）
が
東
海
道
に
触
れ
た
も
の
で
、「
木

銭
米
代
之
儀
は
、
木
賃
は
上
壱
人
一
泊
り
三
拾
五
文
・
一
昼
拾
七
文
、
下
壱
人

一
泊
拾
七
文
・
一
昼
八
文
宛
、
米
代
之
儀
は
上
下
共
一
泊
五
合
・
一
昼
二
合
五

勺
之
割
合
ニ
而
、
所
相
場
を
以
て
相
払
候
筋
ニ
有
之
候
」
と
あ
る
。

（
24
）
前
掲
註
（
１
）
に
お
い
て
山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
「
享
保
元
（
一
七
一
六
）

丙
申
七
月
松
［
平
］
薩
摩
守
様
為
御
参
勤
御
国
中
陸
路
就
御
旅
行
御
代
官
中
よ

り
注
進
之
事
」（「
大
記
録
」一
二
五
）に
よ
り
鹿
児
島
藩
主
参
府
通
行
が
、註（
２
）

に
お
い
て
同
館
所
蔵
「
幕
府
目
付
役
徳
山
九
（
五
）
兵
衛
長
崎
往
返
一
件
」
に

よ
り
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
六
～
七
月
の
公
儀
目
付
下
り
通
行
が
考
察
さ
れ

て
い
る
。
公
儀
目
付
は
朱
印
人
馬
無
賃
通
行
類
型
で
、
補
佐
役
の
徒
目
付
・
小

人
目
付
（
証
文
人
馬
無
賃
通
行
類
型
）
と
同
時
通
行
で
あ
っ
た
。

（
25
）
前
掲
註
（
１
）、
二
五
頁
。

（
26
）『
周
東
町
史
』（
一
九
七
九
年
、
周
東
町
役
場
）、
三
三
八
～
三
四
一
頁
。
本

陣
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
か
ら
相
川
家
が
勤
め
「
相
川
本
陣
」
と
呼
ば
れ

た
。
脇
本
陣
は
初
め
は
金
屋
、
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
七
一
年
）
か
ら
幕
末

に
か
け
て
は
山
本
家
（
沖
の
山
本
）
が
勤
め
た
。

（
27
）
前
掲
註
（
25
）
に
同
じ
。
萩
藩
の
「
天
下
御
荷
物
送
」「
御
状
箱
送
り
」
の

内
容
（
山
口
県
文
書
館
蔵
「
大
記
録
」、
万
治
四
年
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。

	
	

な
お
、
小
郡
宰
判
で
は
津
市
（
小
郡
宿
）
の
外
に
山
陽
道
沿
道
に
位
置
す
る

陶
市
、
嘉
川
市
、
岩
淵
市
、
台
道
市
の
市
町
が
「
天
下
御
物
送
り
其
外
無
賃
之

御
用
物
等
小
継
之
場
所
」（『
防
長
風
土
注
進
案
』）
と
し
て
こ
の
役
を
勤
め
、

人
夫
賃
米
と
し
て
計
「
米
拾
六
石
」
を
郡
配
当
米
か
ら
支
給
さ
れ
た
が
、
不
足

赤
字
分
に
つ
い
て
例
年
郡
配
当
か
ら
の
補
償
を
必
要
と
し
た
（
小
郡
宰
判
「
郡

配
当
請
払
帳
」
外
）。

（
28
）
藤
澤
前
掲
書
、第
一
編
第
一
章
第
五
節
「
寛
政
期
の
幕
府
御
用
三
通
行
類
型
」

二
「
証
文
人
馬
無
賃
通
行
類
型
の
構
成
」、
八
一
～
八
八
頁
。

（
29
）
前
掲
註
（
12
）
に
同
じ
。

（
30
）
同
前
。

（
31
）
岡
田
悟
「
毛
利
藩
に
お
け
る
三
田
尻
御
茶
屋
に
つ
い
て
」『
日
本
建
築
学
会

計
画
系
論
文
報
告
集
』第
四
四
四
号
、一
九
九
三
年
二
月
、一
二
七
～
一
三
七
頁
。

（
32
）
小
郡
宿
の
宿
駅
諸
施
設
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
山
陽
道　

歴
史
の
道
調
査
報

告
書
』
に
、嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
五
月
の
「
小
郡
御
茶
屋
図
」（
一
二
二
頁
）、

「
小
郡
津
市
天
下	

御
物
送
場
御
番
所
図
」「
同
御
手
子
屋
敷
」（
一
二
三
頁
）
の

詳
細
図
面
が
あ
る
。
勘
場
図
面
は
文
化
九
年（
一
八
一
二
）の
差
図
が
あ
る（
前

掲
註
（
３
）、
九
八
頁
、
註
（
44
）、
参
照
）。

（
33
）
前
掲
『
山
口
県
近
世
史
要
覧
』、
一
五
三
頁
、「
本
陣
」
の
項
。

（
34
）
岡
田
悟
「
毛
利
藩
に
お
け
る
宮
市
宿
本
陣
兄こ

う
べ部

家
に
つ
い
て
」『
日
本
建
築

学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
第
四
五
四
号
、
一
九
九
三
年
一
二
月
、
一
七
三
～

一
八
〇
頁
。
萩
藩
の
御
茶
屋
・
本
陣
・
勘
場
等
の
公
的
施
設
を
建
築
学
的
に
考

八
六



察
し
た
岡
田
論
文
は
計
一
三
編
（
一
九
九
三
～
二
〇
〇
五
年
）
に
わ
た
る
。

（
35
）
前
掲
註
（
７
）
の
③
、
七
八
四
～
七
九
五
頁
、「
本
陣
」、
参
照
。

（
36
）
渡
邉
和
夫
編
『
山
陽
道
矢
掛
宿
本
陣
石
井
家
「
御
用
留
帖
」』（
二
〇
〇
九
年
、

矢
掛
町
）
に
お
い
て
全
冊
翻
刻
さ
れ
た
。

（
37
）
前
掲
註
（
７
）
の
③
、
図
１
「
山
陽
道
の
近
世
ル
ー
ト
と
宿
駅
の
休
泊
利
用

状
況
」（
別
冊
収
録
）、
参
照
。

（
38
）
前
掲
『
萩
藩
職
役
人
名
辞
典
』、
参
照
。

（
39
）
前
掲
註
（
１
）、
二
七
頁
。

（
40
）
こ
の
う
ち
、
本
文
で
述
べ
た
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
一
〇
月
長
崎
奉
行
・

水
野
若
狭
守
通
行
の
人
馬
使
用
は
、
矢
掛
駅
目
代
・
問
屋
が
庄
屋
中
に
宛
て
た

「
村
々
出
人
馬
賃
銭
渡
帳
」（
矢
掛
宿
本
陣
石
井
家
文
書
）に
よ
れ
ば
八
六
九
人
・

馬
九
八
疋
、
矢
掛
町
及
び
定
助
郷
・
大
助
郷
村
々
か
ら
の
出
役
人
馬
に
対
す
る

通
行
者
の
支
払
い
は
幕
府
規
定
の
御
定
賃
銭
支
払
い
の
み
で
、
人
足
一
一
一
人

分
・
一
三
％
弱
、
馬
三
四
疋
分
・
三
五
％
弱
で
あ
っ
た
。

（
41
）
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
四
月
二
五
日
の
当
職
役
毛
利
外
記
の
指
示
は
「
御

伝
馬
駄
賃
馬
の
分
有
之
事
ニ
候
得
共
、
駄
賃
銭
払
可
申
と
於
申
ニ
ハ
請
取
せ
可

被
申
、
此
方
よ
り
駄
賃
銭
の
事
申
ニ
ハ
不
及
候
、
此
段
目
代
共
え
能
々
可
被
申

聞
事
」（『
山
口
県
史
料　

近
世
編　

法
制
下
』、
四
四
八
頁
）
と
い
う
も
の
で
、

特
権
通
行
の
人
馬
賃
銭
支
払
い
に
関
す
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

	
	

ま
た
、萩
藩
主
領
内
通
行
の「
御
上
下
之
節
人
馬
賃
銀
の
事
」（『
四
冊
御
書
付
』

三
ノ
巻「
地
下
諸
沙
汰
記　

明
和
三
年
」所
収
）に
よ
れ
ば「
三
田
尻
高
森
之
間
」

（
宮
市
宿
─
高
森
宿
）
の
人
馬
は
「
其
才（

宰
）判

よ
り
罷
出
」、
つ
ま
り
山
陽
道
通
行

は「
宰
判
切ぎ

り

」で
継
送
り
、出
役
人
馬
は「
古
法
之
賃
銀
」（
人
足
八
十
文
銭
五
匁
、

馬
同
一
〇
匁
）
を
支
給
（「
被
立
下
」）
さ
れ
た
が
、
財
源
は
「
諸
郡
御
蔵
入
・

給
領
惣
現
高
に
割
付
出
銀
被
仰
付
候
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
42
）
前
掲
註
（
１
）、
二
六
～
二
八
頁
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
の
鹿
児
島
藩

主
参
勤
通
行
は
、
吉
田
宿
で
一
、
五
二
八
人
・
馬
二
一
九
疋
の
長
崎
奉
行
を
上

回
る
大
規
模
人
馬
使
用
を
し
た
が
、
宿
駅
側
の
受
領
は
宿
礼
に
あ
た
る
下
賜
金

の
み
で
あ
っ
た
。

	

　

藤
澤
前
掲
書
（
七
六
八
～
七
七
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
藩
主
は
庭
瀬
藩

領
矢
掛
宿
に
お
い
て
大
名
と
し
て
の
規
制
に
準
拠
せ
ず
、
長
崎
奉
行
に
準
じ
た

人
馬
使
用
を
展
開
し
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
の
将

軍
家
と
島
津
家
の
婚
姻
関
係
に
よ
る
「
家
門
」、
さ
ら
に
天
明
元
年
そ
の
関
係

の
一
段
の
濃
密
化
に
よ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
43
）
前
掲
註
（
13
）、
四
〇
～
四
一
頁
、「
駕
籠
建
場
」（
か
ご
た
て
ば
）
の
項
。

前
掲
『
山
陽
道　

歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
の
「
四　

山
陽
道
の
現
状
」
に
、

こ
れ
に
相
当
す
る
地
点
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

（
44
）
藤
沢
前
掲
書
、
四
七
六
～
四
七
七
頁
。
ま
た
、
三
〇
一
～
三
〇
二
頁
掲
載
の

文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）「
船
木
代
官
・
高
橋
五
［
七
］
兵
衛
」（
高
橋
七
兵

衛
保
定
、
文
政
一
〇
年
九
月
三
日
～
一
三
年
八
月
三
日
船
木
代
官
、
前
掲
『
萩

藩
職
役
人
名
辞
典
』、
参
照
）
の
「
演
説
」
に
、「
宰
判
舟
木
、
大
公
儀
御
役
人

方
其
外
通
路
入
目
米
定
法
七
拾
七
石
九
斗
九
升
五
合
宛
被
立
下
」
と
あ
る
。

	

　

こ
の
大
庄
屋
願
書
と
代
官
演
説
は
、
長
崎
奉
行
を
は
じ
め
幕
府
御
用
通
行
は

従
前
海
上
通
船
勝
ち
で
定
法
支
給
米
に
よ
り
「
且か

つ
が
つ々

相
調
」
え
て
き
た
が
、
文

八
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化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
頃
か
ら
陸
路
勝
ち
に
な
り
、
泊
り
の
多
い
船
木
宿
は

莫
大
の
不
足
額
累
積
を
抱
え
、
貸
米
や
郡
配
当
に
よ
る
増
額
を
願
い
出
た
も
の

で
あ
る
。

（
45
）
安
政
二
年
分
（
林
家
文
書
六
一
〇
─
〇
七
）
は
「
一
同
（
米
）
拾
弐
石　

右

大
公
儀
御
役
人
様
方
并
御
大
名
様
方
御
通
路
入
目
ニ
し
て
定
法
被
立
下
、
公
料

米
帳
受
払
江
被
仰
付
分
」
と
あ
る
。

（
46
）
浦
別
支
給
額
は
阿
知
須
浦
八
九
・
六
三
匁
、
岐
波
浦
二
〇
〇
・
四
三
匁
、
床

波
浦
一
四
三
・
四
匁
、
秋
穂
浦
四
四
・
八
一
匁
、
大
海
浦
一
七
・
八
一
匁
、
旦

浦
二
七
・
七
二
匁
の
定
額
で
あ
っ
た
（
安
政
二
年
分
「
吉
敷
郡
小
郡
御
宰
判
御

蔵
入
・
御
撫
育
方
・
給
領
郡
配
当
請
払
帳
」
林
家
文
書
五
二
〇
─
一
九
、
外
）。

（
47
）
前
掲
註
（
18
）
に
同
じ
。

（
48
）
前
掲
註（
３
）、八
五
頁
、及
び
註（
59
）、又
野
誠
氏
の
解
説
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
49
）
長
崎
目
付
は
長
崎
奉
行
の
補
佐
・
監
査
役
と
し
て
長
崎
に
派
遣
さ
れ
た
。
勘

定
吟
味
役
は
幕
府
勘
定
所
の
監
査
役
で
長
崎
に
出
張
し
た
も
の
で
あ
る
（
表

16
）。
大
石
学
編
『
江
戸
幕
府
大
辞
典
』（
二
〇
〇
九
年
、吉
川
弘
文
館
）、参
照
。

（
50
）
前
掲
『
国
史
大
辞
典
』
第
三
巻
、「
外
国
奉
行
」
の
項
。

（
51
）
こ
ん
に
ゃ
く
を
煮
沸
し
た
石
灰
水
の
中
に
入
れ
、
凝
固
し
た
も
の
を
寒
夜
屋

外
で
急
速
に
凍
ら
せ
た
も
の
。
精
進
料
理
や
汁
物
、
白
あ
え
、
煮
つ
け
な
ど
に

用
い
た
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
第
五
巻
（
二
〇
〇
一
年
、
小
学
館
）、

参
照
。

（
52
）
銭
表
示
で
単
位
が
匁
で
表
記
さ
れ
た
も
の
は
八
〇
文
銭（
銀
一
匁
＝
八
〇
文
）

を
さ
す
。こ
の
場
合
の
銀
価
は
一
旦
通
用
銭
に
換
算
し
た
も
の
を
銀
銭
相
場（
銭

和
市
）
で
除
し
て
算
出
さ
れ
る
。
銭
二
五
匁
の
銀
換
算
は
、
二
五
×
八
〇
文
＝

二
〇
〇
〇
文
、
銭
和
市
九
〇
文
（
銀
一
匁=

銭
九
〇
文
）
で
あ
る
か
ら
、
銀
価

は
二
〇
〇
〇
÷
九
〇
＝
二
二
・
二
二
匁
と
な
る
。

（
53
）
前
掲
註
（
１
）、
二
九
頁
。

（
54
）
安
政
二
年
分
・
文
久
元
年
分
の
も
の
は
、
小
郡
宰
判
の
地
方
役
人
が
担
当
し

た
「
大
宰
領
」
役
が
通
行
ご
と
に
「
覚
」
を
作
成
し
、
宰
判
に
配
属
さ
れ
た
藩

の
下
役
人
「
見
届
手て

ご子
」
が
奥
書
を
し
て
い
る
。
継
送
り
を
取
扱
っ
た
人
馬
所

の
諸
入
目
で
、
内
容
は
半
紙
・
手
紙
、
筆
・
墨
、
蝋
燭
・
炭
、
人
馬
所
茶
代
で

あ
っ
た
。
安
政
二
年
分
は
計
二
三
通
行
、
一
四
三
匁
六
分
で
、
目
代
・
源
八
と

石
井
清
作
が
受
け
た
。
文
久
元
年
分
は
目
代
・
石
井
清
作
受
け
で
計
六
五
通
行
、

三
四
六
匁
三
分
五
厘
で
あ
っ
た
。
継
送
り
人
馬
賃
銀
に
関
す
る
記
録
は
一
切
記

さ
れ
て
い
な
い
。

（
55
）
前
掲
註
（
３
）、
七
九
～
八
二
頁
、「
２
勘
場
役
人
の
歴
任
と
日
記
史
料
群
」

及
び
「
表
３
林
勇
蔵
の
公
職
に
関
す
る
日
記
史
料
群
─
大
庄
屋
就
任
以
降
─
」、

参
照
。

（
56
）
山
陽
道
備
中
矢
掛
宿
の
例
は
、
前
掲
註
（
７
）
の
③
、
八
三
四
～
八
四
四
頁
、

「（
三
）
定
宿
の
参
勤
交
代
大
名
の
休
泊
、
宿
割
か
ら
出
立
ま
で
─
萩
藩
主
の
場

合
─
、
相
対
相
場
に
よ
る
実
費
払
い
」、
参
照
。

	
　

前
掲
註
（
７
）
の
②
、「
宿
方
御
休
泊
留
」
に
よ
る
と
、矢
掛
宿
は
萩
藩
主
（
三

六
万
九
千
石
余
）
の
定
宿
で
、
供
立
六
〇
〇
～
七
〇
〇
人
、
馬
一
〇
～
二
三
疋
、

本
陣
と
下
本
陣
（
脇
本
陣
）
を
使
い
、
下
宿
六
〇
～
六
七
軒
、
馬
宿
三
～
四
軒

に
及
ぶ
長
崎
奉
行
の
二
倍
余
の
大
規
模
宿
泊
で
あ
っ
た
。
藩
主
到
着
二
日
前
に

八
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関
札
役
・
宿
割
役
兼
帯
の
役
人
が
来
て
、
席
札
の
受
渡
し
と
と
も
に
本
陣
の
席

割
と
下
宿
割
を
行
い
、
本
陣
亭
主
と
交
渉
し
て
旅
籠
代
を
決
め
た
。
安
永
八
年

三
月
一
三
日
泊
り
通
行
の
際
の
献
立
は
一
汁
三
菜
、
朝
夕
二
食
付
き
の
旅
籠
代

は
一
人
一
四
三
文
（
一
人
二
食
米
五
合
分
の
白
米
値
段
三
〇
文
）、
本
陣
の
食

事
賄
い
三
六
人
分
は
本
陣
が
料
理
人
と
手
伝
い
を
雇
い
、
本
陣
亭
主
の
使
用
人

（
下
代
）
と
も
に
四
人
で
用
意
し
た
。

（
57
）
依
拠
史
料
と
賄
入
目
額
は
、
①
目
代
・
石
井
清
作
分
、「
公
料
御
役
人
様
其

外
［
様
］
御
賄
仕
出
帳
」（
林
家
文
書
六
一
三
─
二
四
～
二
五
）、
計
一
貫
七
八

匁
一
厘
、
②
本
陣
・
三
原
屋
助
一
郎
分
、「
公
料
御
役
人
様
其
外
様
御
賄
［
料
］

仕
出
帳
」（
同
六
一
三
─
二
九
～
三
〇
）、
計
一
貫
四
四
七
匁
九
分
二
厘
一
毛
、

③
目
代
・
源
九
郎
分
は
表
21
に
表
示
の
八
九
一
匁
五
分
五
厘
三
毛
で
、
①
～
③

の
合
計
額
は
表
10
の
決
算
書
（
同
六
一
三
─
一
七
）
に
記
載
の
三
貫
四
一
七
匁

四
分
八
厘
四
毛
で
あ
っ
た
。

（
58
）
藤
澤
氏
は
、
註
（
44
）
の
史
料
の
検
討
に
基
づ
い
て
、
萩
藩
で
は
、
通
行
者

支
払
賃
銭
が
過
小
で
継
送
り
出
役
人
馬
へ
の
間
銀
支
給
額
が
多
額
に
上
っ
た
幕

府
御
用
通
行
に
お
け
る
継
送
り
人
馬
間
銀
補
償
と
し
て
、
年
々
一
定
額
の
「
通

路
入
目
米
」
支
給
制
が
と
ら
れ
、
間
接
的
に
出
役
人
馬
へ
の
補
償
が
な
さ
れ
た

と
結
論
し
て
い
る
。
藤
沢
前
掲
書
、
第
二
編
第
二
章
第
四
節
「
山
陽
道
の
宿
駅

に
対
す
る
地
子
免
除
と
継
飛
脚
給
米
」、
四
七
五
～
四
七
九
頁
。

（
59
）小
郡
宿
休
泊
経
費（
間
欠
銀
）の
臨
時
救
済
策
始
末
例
と
し
て
、安
政
四
年（
一

八
五
七
）
十
二
月
付
「
公
料
御
役
人
御
通
路
諸
入
目
公
米
銀
立
其
外
正
仕
詰
請

払
帳
」（
林
家
文
書
六
一
三
─
一
六
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
安
政
三
年
四

月
の
長
崎
目
付
岡
部
駿
河
守
昼
休
み
諸
入
目
（
表
11
）
の
う
ち
四
六
二
匁
余
、

安
政
三
～
四
年
の
臨
時
四
通
行
諸
入
目
、
及
び
丸
尾
崎
海
上
通
船
諸
入
目
（
表

11
安
政
三
年
四
月
長
崎
目
付
浅
野
一
学
分
を
含
む
三
通
行
）
を
加
え
た
計
三
貫

八
七
四
匁
余
が「
公
米
銀
立
」と
し
て
貸
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、そ
の「
請
払
」

は
安
政
五
年
以
降
「
後
勘
請
」
と
し
て
毎
年
五
朱
の
利
銀
が
付
加
さ
れ
て
繰
り

越
し
と
な
り
、
結
局
累
積
四
貫
四
五
三
匁
余
が
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
暮
に

「
郷
学
校
修
甫
帳
江
払
渡
」
に
よ
り
「
払
切
」
と
な
っ
た
。

（
60
）
前
掲
註
（
９
）
の
山
口
県
文
書
館
史
料
、
及
び
本
稿
の
「
大
庄
屋
職
と
伝
存

史
料
」
に
掲
げ
た
林
家
文
書
の
文
久
三
～
明
治
二
年
の
史
料
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
て
い
る
。

八
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